
東
方
學
報

京
都
第
九
六
册

(二
〇
二
一
)
：
五
九
-一
一
五
頁

嶽
麓
書
院
�
藏
鯵
︽
秦
律
令

(壹
)︾
譯
�
稿

そ
の

(四
)

｢秦
代
出
土
�
字


料
の
硏
究
﹂
班

佐
�



郞

・
違

瀟
逸

・
西

眞
輝

角
谷

常
子
・
宮
宅

�

・
宗

周
太
郞

安
永

知
晃

凡
例

・
本
譯
�
稿
は
﹃
嶽
麓
書
院
藏
秦
鯵

(肆
)
﹄
(上
海
世
紀
出
版
股
份
�
限
公
司
・

上
海
辭
書
出
版
社
︑
二
〇
一
五
︑
以
下
︑﹁
嶽
麓
︹
肆
︺﹂
と
略
稱
)
第
二
～
三
組
の
一

部

(
257
～
324
鯵
)
の
譯
�
で
あ
る
︒

・
釋
�

原
則
と
し
て
嶽
麓
︹
肆
︺
の
釋
�
・
�
列
に
從
い
つ
つ
︑
圖
版
に
據
り
訂
正

す
べ
き
釋
字
は
改
め
た
︒
嶽
麓
︹
肆
︺
の
釋
�
は
重
�
符
號
の
附
さ
れ
た
�
字

に
つ
い
て
︑
同
じ
�
字
を
繰
り
�
す
か
た
ち
に
改
め
て
あ
る
が
︑
本
譯
�
稿
で

は
﹁

＝

﹂
と
い
う
記
號
に
よ
り
重
�
符
號
を
示
し
た
︒
�
中
に
書
き
�
ま
れ
た

鈎
型
の
符
號
も
︑﹁┐

﹂
と
い
う
記
號
で
示
し
て
あ
る
︒
複
數
の
鯵
か
ら
成
る

條
�
に
お
い
て
も
︑
釋
�
は
鯵
ご
と
に
區
切
り
︑
各
鯵
の
末
尾
に
整
理
番
號
︑

さ
ら
に
括
弧
に
入
れ
て
原
鯵
番
號
を
記
し
た
︒

そ
の
他
︑
釋
�
中
の
記
號
の
用
法
は
基
本
�
に
�
揭
書
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ

る
︒

〼
：
鯵
の
斷
裂
︑
た
だ
し
�
字
が
缺
け
て
い
な
い
と
き
に
は
用
い
な
い
︒

□
：
一
字
不
!
︒

⁝
：
字
跡
な
ら
び
に
�
字
數
不
!
︒

字
：
斷
片
�
な
墨
跡
か
ら
#
讀
し
た
�
字
︒

【
︼
：
墨
跡
は
見
え
な
い
が
內
容
か
ら
補
っ
た
�
字
︒

〖

〗
：
�
例
か
ら
補
っ
た
脫
字
︒

(
)
：
'
假
字
︑
衣
體
字
︒

〈
﹀
：
)
字
︒
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・
�

�
釋
の
な
か
で
︑
張
家
山
漢
鯵
﹁
二
年
律
令
﹂
の
條
�
が
參
考
に
な
る
場
合

は
︑
-
の
譯
�
を
﹁
二
年
律
令
譯
�
﹂
と
呼
ん
で
そ
の
�
說
を
紹
介
し
た
︒
關

連


料
に
つ
い
て
︑
同
譯
�
の
參
照
を
指
示
し
た
箇
�
も
あ
る
︒

冨
谷
至

(
0
)
﹃
江
陵
張
家
山
二
四
七
號
墓
出
土
漢
律
令
の
硏
究
﹄
(
1
友

書
店
︑
二
〇
〇
六
)

ま
た
�
に
擧
げ
た
用
例
・
參
考


料
の
う
ち
︑
出
土
�
字


料
の
出
典
・
引

用
略
號
に
つ
い
て
は
左
記
の
'
り
︒

睡
虎
地
秦
鯵
：﹁
睡
虎
地
秦
鯵
﹂
の
名
は
省
略
し
︑﹁
0
年
記
﹂﹁
秦
律
十
八

種
﹂﹁
效
律
﹂﹁
秦
律
雜
抄
﹂﹁
法
律
答
問
﹂﹁
封
診
式
﹂﹁
日
書
甲

種
﹂
と
い
う
各
グ
ル
ー
プ
の
呼
稱
の
み
を
擧
げ
︑
鯵
番
號
を
附
し

た
︒
鯵
番
號
は
﹃
睡
虎
地
秦
墓
竹
鯵
﹄
(
�
物
出
版
社
︑
一
九
九
〇
)

に
據
っ
た
︒
ま
た
釋
�
の
一
部
を
﹃
秦
鯵
牘
合
集
﹄
(武
漢
大
學
出

版
社
︑
二
〇
一
四
)
に
據
り
改
め
た
︒

龍
崗
秦
鯵
：﹃
龍
崗
秦
鯵
﹄
(中
華
書
局
︑
二
〇
〇
一
)
の
鯵
番
號
に
據
っ
た
︒

ま
た
釋
�
の
一
部
を
﹃
秦
鯵
牘
合
集
﹄
(武
漢
大
學
出
版
社
︑
二
〇

一
四
)
に
據
り
改
め
た
︒

里
耶
秦
鯵
：
第
五
・
六
・
八
・
九
層
出
土
鯵
は
﹃
里
耶
秦
鯵
﹄︹
壹
︺
(
�
物

出
版
社
︑
二
〇
一
二
)
︑
同
︹
貳
︺
(二
〇
一
七
)
の
釋
�
︑
鯵
番
號

に
據
り
つ
つ
︑
一
部
を
﹃
里
耶
秦
鯵
牘
校
釋
﹄︹
第
一
卷
︺
(武
漢

大
學
出
版
社
︑
二
〇
一
二
)
︑
同
︹
第
二
卷
︺
(武
漢
大
學
出
版
社
︑
二

〇
一
八
)
に
據
り
改
め
た
︒
そ
れ
以
外
の
出
土
鯵
は
﹃
湖
南
出
土

鯵
牘
3
0
﹄
(嶽
麓
書
社
︑
二
〇
一
三
)
に
據
っ
た
︒

嶽
麓
書
院
�
藏
鯵
：﹃
嶽
麓
書
院
藏
秦
鯵

(壹
)
﹄
(上
海
辭
書
出
版
社
︑
二
〇
一

〇
)
は
﹁
嶽
麓
︹
壹
︺﹂
と
し
︑
同
書
が
4
用
す
る
整
理
番
號
を

附
し
た
︒﹃
嶽
麓
書
院
藏
秦
鯵

(貳
)
﹄
以
下
も
同
樣
で
あ
る
︒

張
家
山
漢
鯵
：﹁
張
家
山
漢
鯵
﹂
の
名
は
省
略
し
︑﹁
二
年
律
令
﹂﹁
奏
讞
書
﹂

と
い
う
呼
稱
の
み
を
擧
げ
た
︒
釋
�
は
﹃
張
家
山
漢
墓
竹
鯵
︹
二

四
七
號
墓
︺﹄
(
�
物
出
版
社
︑
二
〇
〇
一
)
と
﹃
二
年
律
令
與
奏
讞

書
﹄
(上
海
古
籍
出
版
社
︑
二
〇
〇
七
)
と
を
6
せ
て
參
照
し
た
︒

﹁
奏
讞
書
﹂
に
つ
い
て
は
鯵
番
號
と
共
に
案
例
番
號
も
附
記
し
た
︒

居
7
漢
鯵
：
居
7
舊
鯵
に
つ
い
て
は
﹃
居
7
漢
鯵
釋
�
合
校
﹄
(
�
物
出
版
社
︑

一
九
八
七
)
の
鯵
番
號
を
擧
げ
︑
出
土
地
等
は
省
略
し
た
︒
居
7

怨
鯵
は
﹃
居
7
怨
鯵

甲
渠
候
官
與
第
四
燧
﹄
(
�
物
出
版
社
︑
一

九
九
〇
)
の
鯵
番
號

(
E
P
T
～
︑
E
P
F
～
︑
等
)
を
擧
げ
た
︒

懸
泉
置
漢
鯵
：﹃
敦
煌
懸
泉
漢
鯵
釋
粹
﹄
(上
海
古
籍
出
版
社
︑
二
〇
〇
一
)
等

で
示
さ
れ
て
い
る
原
鯵
番
號
を
擧
げ
︑
か
つ
同
書
が
8
宜
�
に
與

え
た
0
號
を
﹁
粹
～
﹂
と
い
う
か
た
ち
で
附
記
し
た
︒

《
二
五
七
～
二
六
一
︾

司
空
律
曰
︑
�
辠
以
貲
贖
9
�
責

(
債
)
於
縣
官
︑
以
其
令
日
①

問
之
︑
其
弗

能
入
9
償
︑
以
令
日
居
②

之
︑
日
居
八

257

(
0
3
5
0
)

【錢
︼︑
食
縣
官
者
日
居
六
錢
③

︒
居
官
府
食
縣
官
者
男
子
參
︿
叁
﹀
女
子
駟

(四
)④
︒
當
居
弗
居
者
︑
貲
官
⑤

嗇
夫
・
>
各
一
甲
︑
丞
・
令
・︻

＝

︼
258

(
0
9
9
3
)

【


】⑥
各
一
盾
︒
黔
首
9
司
寇
・
隱
官
⑦

・
除
官
人
⑥

居
貲
贖
責

(債
)
或
病
9

雨
不
作
︑
不
能
自
食
者
⑨

︑
貸
食
︑
以
B
賈

(價
)

＝

⑩

︑
令

259

(
0
7
9
3
)

食
居
作
⑪

︒
爲
它
縣
>
9
冗
募
羣
戍
卒
⑫

�
貲
贖
責

(債
)
爲
>
縣
9
署
�
⑬

者
⑭

︑
以
令
9
責

(債
)
F
⑮

日
問
其
人
⑯

︑
能
入
者
︑

260

(
0
7
9
5
)

令
日
入
之
若
移
⑰

居
縣
⑱

入
︒
弗
能
入
者
︑
以
令
9
責

(債
)
F
日
居
之
︑
如
律
︒

移
居
縣
︑
家
弗
能
入
而
I

(
J
)⑲
者
︑
貲
一
甲
︒

261

(
J5
7
)
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【譯
︼司

空
律
︒
罪
が
�
り
貲
𠛬
・
贖
𠛬
と
な
っ
た
と
き
︑
お
よ
び
官
に
債
務
が
あ

る
と
き
は
︑
令
日
に
そ
の
者
を
問
い
た
だ
し
︑
O
入
お
よ
び
償
J
で
き
な
け
れ

ば
︑
令
日
以
影
こ
れ
を
�
濟
す
る
た
め
に
勞
役
に
就
け
︑
一
日
あ
た
り
八
錢
相

當
を
働
い
て
�
濟
し
た
こ
と
と
し
︑
食
料
を
官
給
さ
れ
る
場
合
は
一
日
あ
た
り

六
錢
相
當
を
�
濟
し
た
こ
と
と
す
る
︒
官
府
で
�
濟
の
た
め
に
勞
役
に
就
き
食

料
を
官
給
さ
れ
る
場
合
は
︑
男
子
は
每
食
三
分
の
一
斗
︑
女
子
は
每
食
四
分
の

一
斗
と
す
る
︒
�
濟
の
た
め
に
勞
役
に
就
く
べ
き
で
あ
る
の
に
就
い
て
い
な
い

場
合
は
︑
官
嗇
夫
・
>
は
そ
れ
ぞ
れ
貲
一
甲
︑
丞
・
令
・
令


は
そ
れ
ぞ
れ
貲

一
盾
︒
黔
首
お
よ
び
司
寇
・
隱
官
・
除
官
人
で
居
貲
贖
債
と
な
っ
た
が
︑
病
氣

や
雨
が
影
っ
た
こ
と
で
勞
働
で
き
ず
︑
食
糧
を
自
給
で
き
な
い
場
合
は
︑
食
糧

を
貸
與
し
︑
B
價
で
取
引
し
て
︑
⁝
居
⁝
さ
せ
る
︒
他
縣
の
>
お
よ
び
冗
募
羣

戍
卒
と
な
り
︑
>
と
な
っ
た
縣
お
よ
び
�
屬
部
署
に
お
い
て
貲
・
贖
・
債
の
あ

る
場
合
に
は
︑
令
日
お
よ
び
債
F
の
日
に
そ
の
者
を
問
い
た
だ
し
︑
O
入
で
き

る
場
合
は
︑
令
日
に
O
入
す
る
か
︑
も
し
く
は
本
籍
地
の
縣
に
移
書
し
て
O
入

す
る
か
さ
せ
る
︒
O
入
で
き
な
い
場
合
は
︑
令
日
お
よ
び
債
F
の
日
以
影
こ
れ

を
�
濟
す
る
た
め
に
勞
役
に
就
け
る
こ
と
︑
律
の
如
く
す
る
︒
本
籍
地
の
縣
に

移
書
し
た
が
︑
家
が
O
入
で
き
ず
に
差
し
戾
さ
れ
た
場
合
は
︑
貲
一
甲
︒

【
�
︼

①
令
日
：﹁
令
﹂
は
命
令
︑
指
示
︒
結
審
後
に
#
決
の
履
行
を
命
じ
る
こ
と
も

﹁
令
﹂
と
呼
ば
れ
た

(法
律
答
問
60
)
︒
後
�
の
﹁
債
F
日
﹂
と
考
え
合
わ

せ
れ
ば
︑
そ
の
よ
う
な
命
令
�
書
に
記
さ
れ
た
︑
O
入
・
�
濟
の
R
日
が

﹁
令
日
﹂
で
あ
ろ
う
か
︒

�
罪
以
貲
贖
9
�
責

(債
)
於
公
︑
以
其
令
日
問
之
︑
其
弗
能
入
9
賞

(償
)
︑

以
令
日
居
之
︑
日
居
八
錢
︑
公
食
者
︑
日
居
六
錢
︒
居
官
府
公
食
者
︑
男
子

參
︑
女
子
駟

(四
)
︒
(秦
律
十
八
種
133
～
134
)

廷
行
事
�
罪
當
䙴

(


)
︑
已
斷
已
令
︑
未
行
而
死
若
S
︑
其
�
T
當
詣
䙴

(


)
�
︒
(法
律
答
問
60
)

七
U
十
日
︑
鄣
卒
張
中
功
貰
買
皁
布
違
單
衣
一
領
直
三
百
五
十
三
堠


張
君

長
�
︒
錢
W﹅

至﹅

十﹅

二﹅

U﹅

盡﹅

畢﹅

已﹅

︒
旁
人
臨
桐


解
子
Y
知
F
□
〼

(居
7
漢

鯵

2
6
2・
2
9
)

②
居
：
働
い
て
�
濟
す
る
︑
�
濟
の
た
め
に
勞
役
に
就
く
︒﹁
居
﹂
の
原
義
は

﹁
い
る
﹂﹁
そ
の
場
に
留
ま
る
﹂
で
あ
ろ
う
が
︑
法
律
條
�
に
お
い
て

﹁
貲
﹂﹁
贖
﹂﹁
衣
食
﹂
な
ど
に
﹁
居
る
﹂
と
い
う
場
合
は
︑
そ
れ
ら
を
財

貨
で
は
な
く
︑
特
定
の
場
�
で
勞
役
に
就
く
こ
と
に
よ
り
荏
拂
う
と
い
う

\
味
に
な
る
︒﹁
居
﹂
が
�
]
に
よ
っ
て
﹁
�
濟
す
る
﹂﹁
償
う
﹂
と
い
う

\
味
を
持
っ
た
こ
と
は
︑﹃
後
漢
書
﹄
に
見
え
る
﹁
居
作
﹂
の
用
例
か
ら

も
窺
え
る
︒
一
方
︑﹁
居
﹂
は
單
に
勞
役
𠛬
徒
と
し
て
の
^
役
を
\
味
す

る
場
合
も
あ
り
︑
よ
り
後
代
の
﹁
居
作
﹂
の
語
か
ら
は
﹁
�
濟
﹂
と
い
う

_
素
が
失
わ
れ
︑
單
に
勞
役
を
指
す
の
み
と
な
っ
て
い
る
︒

居﹅

貲﹅

贖﹅

責﹅

(債
)
者
歸
田
農
︑
種
時
︑
治
苗
時
各
二
旬
︒

司
空

(秦
律
十

八
種
144
)

學
畢
︑
乃
牧
豕
於
上
林
苑
中
︒
曾
)
`
火
7
9
它
舍
︑
鴻
乃
a
訪
燒
者
︑
問

�
去
失
︑
悉
以
豕
償
之
︒
其
b
c
以
爲
少
︒
鴻
曰
︑
無
它
財
︑
願
以
身
居﹅

作﹅

︒

b
人
許
之
︒
(﹃
後
漢
書
﹄
逸
民
傳

梁
鴻
)

隸
臣
妾
其
從
事
公
︑
隸
臣
U
禾
二
石
︑
隸
妾
一
石
d
︒
⁝
(中
略
)
⁝
嬰
兒
之

毋

(無
)
母
者
各
d
石
︑
雖
�
母
而
與
其
母
冗
居﹅

公
者
︑
亦
稟
之
︑
禾
U
d

石
︒
(秦
律
十
八
種
49
～
52
)

應
四
五
歲
𠛬
者
︑
皆
髠
笞
︑
笞
至
一
百
︑
稍
行
︑
4
各
�
差
︑
悉
不
復
居﹅

作﹅

︒

(﹃
晉
書
﹄
𠛬
法
志
)
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③
食
縣
官
者
日
居
六
錢
：
官
府
か
ら
食
糧
を
荏
給
さ
れ
て
い
る
場
合
は
︑
日
ご

と
に
六
錢
相
當
の
勞
働
を
し
た
と
見
な
す
︒
つ
ま
り
︑
一
日
あ
た
り
の
食

糧
は
二
錢
と
い
う
こ
と
に
な
る
︒

④
男
子
參
・
女
子
駟
：﹁
參
﹂
は
參
食
︑﹁
駟
﹂
は
駟
食
の
こ
と
で
︑
そ
れ
ぞ
れ

每
食
三
分
の
一
斗
︑
四
分
の
一
斗
の
食
糧
を
g
け
取
る
こ
と
を
い
う
︒

一
人
斗
食
︑
一
人
d
食
︑
一
人
參
食
︑
一
人
駟
食
︑
一
人
漉
食
︑
凡
五
人
︑

�
米
一
石
〼

〼
欲
以
食
數
分
之
︑
問
各
得
h
可

(何
)
︒
曰
︑
斗
食
者
得

四
斗
四
升
九
分
升
四
︑
d
食
者
得
一
︿
二
﹀
斗
二
升
九
分
升
二
︑
參
食
者
一

斗
四
升
廿
七
分
升
廿
二
︑
駟
食
者
一
斗
一
升
九
分
升
一
︑
漉
食
者
七
升
︒

(嶽
麓
︹
貳
︺﹁
數
﹂
139
～
140
)

斗
食
︑
i
歲
三
十
六
石
︒
參
食
︑
i
歲
二
十
四
石
︒
四
食
︑
i
歲
十
八
石
︒

五
食
︑
i
歲
十
四
石
四
斗
︒
六
食
︑
i
歲
十
二
石
︒
斗
食
食
五
升
︑
參
食
食

參
升
小
d
︑
四
食
食
二
升
d
︑
五
食
食
二
升
︑
六
食
食
一
升
大
d
︑
日
再
食
︒

救
死
之
時
︑
日
二
升
者
二
十
日
︑
日
三
升
者
三
十
日
︑
日
四
升
者
四
十
日
︑

如
是
而
民
免
於
九
十
日
之
W
矣
︒
(﹃
墨
子
﹄
雜
守
)

城
旦
之
垣
9
它
事
而
勞
與
垣
等
者
︑
旦﹅

d﹅

夕﹅

參﹅

︑
其
守
署
9
爲
它
事
者
︑
參﹅

食﹅

之
︒
其
病
者
︑
稱
議
食
之
令
>
b
︒
城
旦
舂
︑
舂
司
寇
︑
白
粲
操
土
攻

(功
)
︑
參﹅

食﹅

之
︑
不
操
土
攻

(功
)
︑
以
律
食
之
︒

倉

(秦
律
十
八
種
55
～

56
)

⑤
官
：﹁
官
﹂
と
﹁
嗇
夫
﹂
と
の
閒
に
は
空
白
が
あ
る
︒

⑥
【


︼
：﹁


﹂
字
︑
お
よ
び
�
鯵
末
尾
の
重
�
符
號
は
見
え
な
い
が
︑
整
理

小
組
が
'
例
に
よ
り
補
う
の
に
從
っ
た
︒

⑦
隱
官
：
肉
𠛬
を
g
け
た
者
が
赦
免
さ
れ
た
と
き
の
身
分
︒
7
～
9
鯵
�
⑫
參

照
︒

佐
弋
隸
臣
・
湯
家
臣
︑
免
爲
士
五
︑
屬
佐
弋
而
S
者
︑
論
之
比
寺
車
府
︒
內

官
・
中
官
隸
臣
妾
・
白
粲
以
巧
9
勞
免
爲
士
五
・
庶
人
・
工
・
工
隸
隱
官
而

復
屬
內
官
・
中
官
者
︑
其
或
S

(
嶽
麓
︹
肆
︺
7
～
8
)

寺
車
府
・
少
府
・
中
府
・
中
車
府
・
泰
官
・
御
府
・
特
庫
・
私
官
隸
臣
︑
免

爲
士
五

(伍
)
・
隱
官
︑
9
隸
妾
以
巧
9
勞
免
爲
庶
人
︑
復
屬
其
官
者
︑
其

或
S
盈
三
U
以
上
而
得
9
自
出
︑
耐
以
爲
隸
臣
妾
︒
(
嶽
麓
︹
肆
︺
33
～
35
)

⑧
除
官
人
：
原
釋
は
﹁
榦
官
人
﹂
だ
が
︑
字
形
は
﹁
除
﹂
に
n
い
︒
そ
の
\
味

す
る
と
こ
ろ
は
#
然
と
し
な
い
も
の
の
︑
本
條
に
後
續
す
る
272
～
273
鯵
に

は
﹁
僕
﹂﹁
養
﹂
と
竝
ん
で
﹁
居
隱﹅

除﹅

﹂
が
見
え
︑
一
方
で
秦
律
十
八
種

150
な
ど
で
は
﹁
僕
﹂﹁
養
﹂
と
﹁
除﹅

�
爲
﹂
が
竝
置
さ
れ
る
︒﹁
除
官
人
﹂

が
こ
の
﹁
除
�
爲
﹂
と
同
じ
で
あ
れ
ば
︑
敍
任
さ
れ
て
用
務
の
あ
る
者
を

指
す
か
︒
151
～
153
鯵
�
⑦
も
參
照
の
こ
と
︒
な
お
︑
こ
の
場
合
の
﹁
人
﹂

は
﹁
>
﹂
と
對
比
さ
れ
︑
官
>
身
分
を
持
た
な
い
下
層
の
^
役
者
を
指
す
︒

⁝
居
貲
贖
責

(債
)
而
敢
爲
人
僕
・
養
・
守
官
府
9
視﹅

臣﹅


﹅

事﹅

若﹅

居﹅

隱﹅

除﹅

者
︑

坐
日
六
錢
爲
盜
︒
(嶽
麓
︹
肆
︺
272
～
273
)

司
寇
勿
以
爲
僕
・
養
・
守
官
府
9
除﹅

�﹅

爲﹅

殹

(也
)
︒
�
上
令
除
之
︑
必
復

p
之
︒

司
空

(秦
律
十
八
種
150
)

司
寇
勿
以
爲
僕
・
養
・
守
官
府
9
除﹅

�﹅

爲﹅

殹

(也
)
︒
�
上
令
除
之
︑
必
復

p
之
︒
(嶽
麓
︹
肆
︺
271
)

自
不
q
以
下
9
都
官
︑
9
諸﹅

除﹅

�﹅

爲﹅

殹

(也
)
︑
9
八
q
︑
其
睆
老
而
皆
不

直
q
者
︑
皆
爲
之
︒
(嶽
麓
︹
肆
︺
151
～
152
)

宦
者
・
都﹅

官﹅

>﹅

・
都﹅

官﹅

人﹅

�
事
上
爲
將
︑
令
縣
貣

(貸
)
之
︑
輒
移
其
稟
縣
︑

稟
縣
以
減
其
稟
︒
(秦
律
十
八
種
44
)
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た
だ
し
﹁
除
﹂
と
釋
し
た
�
字
は
左
d
が
は
っ
き
り
見
え
ず
︑﹁
榦
﹂
で

あ
る
可
能
性
も
殘
る
︒﹁
榦
官
﹂
は
穀
物
を
管
理
す
る
官
署
で
︑
こ
れ
に

下
屬
す
る
﹁
榦
都
廥
丞
﹂
が
後
�
に
も
見
え
る

(
270
鯵
)
︒

一
榦
官
︑
居
宜
陽
怨
城
︑
名
曰
右
榦
官
︒
爲
其
丞
云
印
違
曰
︑
右
榦
官
丞
︑

-
榦
都
廥
丞
︒
(里
耶
秦
鯵
⑧
1
8
3
1
)

北
宮
榦
官
偕
爲
軍
治
粟
︑
少
府
屬
卒


不
足

(里
耶
秦
鯵
⑨
8
9
7
)

治
粟
內


︑
秦
官
︑
掌
穀
貨
︑
�
兩
丞
︒
景
x
後
元
年
q
名
大
農
令
︑
武
x

太
初
元
年
q
名
大
司
農
︒
屬
官
�
太
倉
・
均
輸
・
B
準
・
都
內
・
籍
田
五
令

丞
︑
斡
官
・
鐵
市
兩
長
丞
︒
⁝
︒
初
︑
斡
官
屬
少
府
︑
中
屬
b
z
︑
後
屬
大

司
農
︒﹇
如
淳
曰
︑
斡
{
筦
︑
或
作
幹
︒
斡
︑
b
也
︑
b
均
輸
之
事
︑
�
謂

斡
鹽
鐵
而
榷
酒
酤
也
︒
晉
灼
曰
︑
此
竹
箭
幹
之
官
長
也
︒
均
輸
自
�
令
︒
師

古
曰
︑
如
說
n
是
也
︒
縱
作
幹
讀
︑
當
以
幹
持
財
貨
之
事
耳
︑
非
謂
箭
幹

也
︒﹈
(﹃
漢
書
﹄
百
官
公
B
表
)

⑨
不
能
自
食
者
：
居
貲
贖
債
の
う
ち
︑
食
糧
を
官
給
さ
れ
て
い
る
者
︒
'
常
︑

彼
ら
は
食
糧
荏
給
を
g
け
る
代
わ
り
に
︑
一
日
あ
た
り
の
勞
働
對
價
が
六

錢
に
減
額
さ
れ
る
︒
た
と
え
病
氣
や
天
候
に
よ
り
作
業
で
き
な
く
て
も
︑

彼
ら
は
官
か
ら
食
糧
を
g
け
取
れ
る
が
︑
そ
の
場
合
は
對
價
の
減
額
で
は

對
應
で
き
な
い
の
で
︑
食
糧
を
貸
與
さ
れ
た
と
い
う
~
い
に
な
る
︒

⑩
以
B
價
價
：﹁
B
價
﹂
は
標
準
價
格
︒
111
～
113
鯵
�
⑦
參
照
︒
動
詞
と
し
て

の
﹁
價
﹂
は
賣
買
す
る
︑
取
引
す
る
の
\
︒
こ
の
場
合
は
貸
與
し
た
穀
物

を
標
準
價
格
に
則
っ
て
錢
に
奄
算
し
︑
そ
の
額
を
財
物
や
勞
働
で
後
日
�

濟
さ
せ
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
︒

賈
︑
市
也
︒﹇
段
�
︑
凡
買
凡
賣
︑
皆
曰
市
︑
賈
者
凡
賣
買
之
稱
︒﹈
(﹃
說
�

解
字
﹄
六
�
下
)

●
令
少
內
某
・
佐
某
以﹅

市﹅

正﹅

賈﹅

(
價
)
賈﹅

丙
丞
某
�
︒
丙
中
人
︑
賈

(價
)

若
干
錢
︒
(封
診
式
39
)

●
田
律
曰
︑
>
歸
休
・
�
縣
官
>
︑
乘
乘
馬
9
縣
官
乘
馬
�
縣
︑
欲
貣﹅

芻

稾
・
禾
・
粟
・
米
9
買
菽
者
︑
縣
以
朔
日
B﹅

賈﹅

(價
)
g﹅

錢﹅

︒
(嶽
麓
︹
肆
︺

111
～
112
)

⑪
令
食
居
作
：﹁
食
﹂﹁
作
﹂
は
圖
版
か
ら
は
確
�
で
き
ず
︑
�
\
を
つ
ま
び
ら

か
に
し
な
い
︒

⑫
冗
募
羣
戍
卒
：
募
集
に
應
じ
て
長
R
閒
從
軍
す
る
兵
士
の
こ
と
︒﹁
冗
﹂
と

は
輪
番
で
は
な
く
繼
續
し
て
役
務
に
つ
く
こ
と
︑
ま
た
そ
の
就
役
形
態
を

指
す
語
︒
17
～
18
鯵
�
④
參
照
︒

●
□
律
曰
︒
冗﹅

募﹅

羣﹅

戍﹅

卒﹅

9
居
貲
贖
責

(債
)
戍
者
9
冗
佐


・
均
人


︑

皆
二
歲
壹
歸
︑
取
衣
用
︑
居
家
卅
日
︑
其
父
母
□

(
嶽
麓
︹
肆
︺
278
)

●
令
曰
︑
>
9
宦
者
・
群
官
官
屬
・
冗﹅

募﹅

羣﹅

戍﹅

卒﹅

9
黔
首
䌛

(徭
)
4
・
�

縣
官
事
︑
未
得
歸
︑
其
父
母
・
泰
父
母
不
死
而
謾
>
曰
死
以
求
歸
者
︑
完
以

爲
城
旦
︒
其
妻
子
9
同
產
・
親
父
母
之
同
產
不
死
而
謾
>
曰
死
9
父
母
不
病

而
︻
謾
>
︼
曰
病
以
求
歸
︑
皆
䙴

(


)
之
︒
●
令
辛

(嶽
麓
︹
伍
︺
285
～

287
)

〼
冗﹅

募﹅

羣﹅

戍﹅

卒﹅

百
卌
三
人
⁝

(
里
耶
秦
鯵
⑧
1
3
2+

⑧
3
3
4
)

冗﹅

募﹅

歸
︑
辭
曰
日
已
備
︑
致
未
來
︒
不
如
辭
︒
貲
日
四
U
居
邊
︒
(秦
律
雜
抄

35
)

百
姓
�
母
9
同
牲

(生
)
爲
隸
妾
︑
非
�

(謫
)
罪
殹

(也
)
而
欲
爲
冗﹅

邊﹅

五
歲
︑
毋
賞

(償
)
興
日
︑
以
免
一
人
爲
庶
人
︑
許
之
︒
●
或
贖
䙴

(


)
︑

欲
入
錢
者
︑
日
八
錢
︒

司
空

(
秦
律
十
八
種
151
～
152
)
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⑬
署
�
：
�
屬
部
署
︒

●
令
曰
︑
縣
官
治
獄
者
︑
令
・
丞
謹
承
事
︑
�

(
印
)
爲
囚
吉

(繫
)
者
簍

籍
︑
署﹅

�﹅

以
吉

(繫
)
日
U
︑
自
擅
以
數
案
課
獄


︑
治
者
以
智

(知
)
其

(嶽
麓
︹
伍
︺
314
)

卅
三
年
四
U
辛
丑
朔
丙
午
︑
司
空
�
敢
言
之
︒
陽
陵
宜
居
士
五

(伍
)
毋
死

�
貲
餘
錢
八
千
六
十
四
︒
毋
死
戍
洞
庭
郡
︑
不
智

(知
)
何
縣
署
︒
●
今
爲

錢
校
F
一
上
︑
謁
言
洞
庭
尉
︑
令
毋
死
署﹅

�﹅

縣
責
︑
以
g
陽
陵
司
空
︑
司
空

不
名
計
︒
問
何
縣
官
計
︑
年
爲
報
︒
已
訾
其
家
︑
家
貧
弗
能
入
︑
乃
移
戍
�
︒

報
︑
署
b
責
發
︒
敢
言
之
︒
⁝

(里
耶
秦
鯵
⑨
1
)

病
年
U
日
署﹅

�﹅

︑
病
偸
不
偸
︑
報
名
籍
候
官
︑
如
律
令
︒
(居
7
漢
鯵

5
8・
2
6
)

⑭
�
貲
贖
債
爲
>
縣
9
署
�
者
：
>
と
な
っ
た
縣
お
よ
び
�
屬
部
署
に
貲
・

贖
・
債
の
あ
る
場
合
︒﹁
於
﹂
字
は
な
い
も
の
の
︑
冒
頭
の
﹁
�
責
於
縣

官
﹂
と
同
樣
に
﹁
�+

貲
な
ど+

場
�
﹂
と
い
う
�
�
で
あ
る
と
考
え
て

譯
出
し
た
︒
た
だ
し
貲
・
贖
・
債
が
特
定
の
縣
や
部
署
に
あ
る
こ
と
を
表

現
し
た
例
は
な
く
︑
ま
た
﹁
於
﹂
字
が
無
い
こ
と
も
氣
に
か
か
る
︒
別
案
と

し
て
﹁
�
貲
贖
債
﹂
で
切
り
︑﹁
爲
>
縣
9
署
�
者
﹂
は
後
�
の
b
語
と

し
て
﹁
貲
・
贖
・
債
﹂
を
取
り
立
て
る
b
體
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
も
會

讀
の
席
上
で
は
指
摘
さ
れ
た
︒
た
だ
し
︑﹁
>
と
な
っ
た
縣
お
よ
び
�
屬

部
署
の﹅

者﹅

が
令
日
に
⁝
﹂
と
い
う
讀
み
が
不
自
然
で
あ
る
の
は
否
め
な
い
︒

⑮
債
F
：
�
債
に
つ
い
て
の
F
︒

廿
六
年
八
U
庚
戌
朔
丙
子
︑
司
空
守
樛
敢
言
︒
�
日
言
競
陵
漢
陰
狼
假


陵

公
�
一
︑
袤
三
丈
三
尺
︑
名
曰
□
︑
以
求
故
荊
積
瓦
︒
未
歸
�
︒
狼
屬
司
馬

昌
官
︒
謁
吿
昌
官
︑
令
狼
歸
�
︒
報
曰
︑
狼
�
�
在
�
獄
己
卒


衰
・
義
�
︒

今
寫
校
F
一
牒
上
︑
謁
言
己
卒


衰
・
義
�
︑
問
狼
�
存
�
︒
其
S
之
︑
爲

責﹅

F﹅

移


陵
︑
弗
□
□
屬
︒
謁
報
︒
敢
言
之
︒
⁝

(
里
耶
秦
鯵
⑧
1
3
5
)

〼
利
責﹅

F﹅

︑
效
不
備
木
梯
一
︑
直

(値
)
錢
三
︒
(
里
耶
秦
鯵

⑨

1
7
2
7+

⑨

2
4
0
8
)

廿
六
年
三
U
壬
午
朔
癸
卯
︑
左
公
田
丁
敢
言
之
︒
佐
州
里
煩
故
爲
公
田
>
︑

徙
屬
︒
事
荅
不
備
︑
分
�
各
十
五
石
少
d
斗
︑
直
錢
三
百
一
十
四
︒
煩
冗
佐

署


陵
︒
今
上
責﹅

校﹅

F﹅

二
︑
謁
吿


陵
令
官
計
者
定
︑
以
錢
三
百
一
十
四
g

旬
陽
左
公
田
錢
計
︑
⁝
︒
(
里
耶
秦
鯵
⑧
6
3
)

⑯
人
：
原
釋
は
﹁
入
﹂
だ
が
︑
圖
版
に
よ
り
改
め
た
︒

⑰
移
：
本
籍
地
に
書
を
�
る
︑
移
書
す
る
︒
後
�
で
家
の
こ
と
に
言
9
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
︑
家
族
か
ら
の
囘
收
を
命
令
す
る
�
書
を
本
籍
地
に
�
り
O

付
さ
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
︒
實
際
に
債
務
者
の
家
に
p
求
し
た
事
例
が
︑

里
耶
秦
鯵
に
い
く
つ
か
見
え
る
︒

十
二
U
戊
寅
︑
都
府
守
胥
敢
言
之
︒


陵
丞
膻
曰
︑
少
內
巸
言
冗
佐
公
士
僰

�
西
里
亭
貲
三
甲
︑
爲
錢
四
千
卅
二
︒
自
言
家
能
入
︒
爲
校
□
□
□
謁
吿
僰

�
g
責
︒
�
�
︑
�
曰
︑
計
廿
八
年
□
責﹅

亭﹅

妻﹅

胥﹅

S﹅

︒
胥
S
曰
︑
貧﹅

︑
弗﹅

能﹅

入﹅

︒
謁
令
亭
居
署
�
︒
上
眞
書
謁
I
︒
⁝

(里
耶
秦
鯵
⑧

6
0+

⑧

6
5
6+

⑧

6
6
5

+

⑧
7
4
8
)

卅
三
年
四
U
辛
丑
朔
戊
申
︑
司
空
�
敢
言
之
︑
陽
陵
褆
陽
上
�
徐
�
貲
錢
二

千
六
百
八
十
八
︒
徐
戍
洞
庭
郡
︑
不
智

(知
)
何
縣
署
︒
今
爲
錢
F
一
上
︑

謁
言
洞
庭
尉
︑
令
署
�
縣
責
︑
以
g
陽
陵
司
空
︑
司
空
不
名
計
︒
問
何
縣
官

計
付
︑
署
計
年
爲
報
︒
已﹅

訾﹅

其﹅

家﹅

︑
家﹅

貧﹅

弗﹅

能﹅

入﹅

︑
乃
移
戍
�
︒
報
︑
署
b

責
發
︒
敢
言
之
︒
⁝

(里
耶
秦
鯵
⑨
6
)

⑱
居
縣
：
本
籍
地
の
あ
る
縣
︒
整
理
小
組
は
居
作
し
て
い
る
縣
と
す
る
が
︑

東 方 學 報
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﹁
“
居
”+

場
�
﹂
で
本
籍
地
を
示
す
用
法
も
あ
り
︑
こ
こ
で
の
﹁
居
縣
﹂

は
實
際
に
勤
務
し
て
い
る
﹁
署
�
﹂
に
對
し
て
︑
本
籍
地
を
指
す
︒

卅
二
年
︑
�
陵
鄕
守
夫
當
坐
︒
上
�
︑
居﹅

梓
潼
武
昌
︒
今
徙
爲
臨
沅
司
空
嗇

夫
︒
時
毋
>
︒
(里
耶
秦
鯵
⑧
1
4
4
5
)

宦
者
︑
都
官
>
︑
都
官
人
�
事
上
爲
將
︑
令
縣
貣

(貸
)
之
︑
輒
移
其
稟
縣
︑

稟
縣
以
減
其
稟
︒
已
稟
者
︑
移
居﹅

縣﹅

責
之
︒

倉

(秦
律
十
八
種
44
)

�
責

(債
)
於
公
9
貲
︑
贖
者
居
它
縣
︑
輒
移
居﹅

縣﹅

責
之
︒
公
�
責

(債
)

百
姓
未
賞

(償
)
︑
亦
移
其
縣
︑
縣
賞

(償
)
︒

金
布
律

(秦
律
十
八
種
76
)

錢
三
百
六
十

卅
二
年
九
U
甲
戌
朔
丁
酉
︑
少
內
殷
佐
處
出
稟
︑
家
爲
占
入

錢
居﹅

縣﹅

︑
g
償
署﹅

�﹅

︑
均
佐
臨
邛
公
卒
奇
里
呂
吾
卅
二
年
冬
夏
衣

(里
耶
秦

鯵
⑫
2
3
0
1
)

⑲
家
弗
能
入
而
J
：﹁
J
﹂
は
﹁
差
し
戾
す
﹂
の
\
︒
債
務
を
O
入
さ
せ
る
た

め
に
﹁
居
縣
﹂
に
移
書
し
て
家
族
に
O
入
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
︑
家
に
も

錢
財
が
な
く
︑
差
し
戾
さ
れ
た
狀
況
を
い
う
︒
差
し
戾
す
對
象
が
︑
家
族

へ
の
O
入
を
命
令
す
る
�
書
な
の
か
︑
そ
れ
と
も
そ
の
案
件
な
の
か
は
︑

こ
こ
か
ら
は
#
然
と
し
な
い
︒

十
二
U
戊
寅
︑
都
府
守
胥
敢
言
之
︒


陵
丞
膻
曰
︑
少
內
巸
言
冗
佐
公
士
僰

�
西
里
亭
貲
三
甲
︑
爲
錢
四
千
卅
二
︒
自
言
家
能
入
︒
爲
校
□
□
□
謁
吿
僰

�
g
責
︒
�
�
︑
�
曰
計
廿
八
年
□
責
亭
妻
胥
S
︒
胥
S
曰
︑
貧
︑
弗﹅

能﹅

入﹅

︒

謁
令
亭
居
署
�
︒
上﹅

眞﹅

書﹅

謁﹅

I﹅

︒
□
□
僰
�
弗
g
計
︒
亭﹅

䜢﹅

當﹅

論﹅

︑
論
︒
敢

言
之
︒
(里
耶
秦
鯵
⑧
6
0+

⑧
6
5
6+

⑧
6
6
5+

⑧
7
4
8
)

卅
三
年
三
U
辛
未
朔
戊
戌
︑
司
空
�
敢
言
之
︑
陽
陵
下
里
士
五

(伍
)
不
識

�
貲
餘
錢
千
七
百
廿
八
︒
不
識
戍
洞
庭
郡
︑
不
智

(知
)
何
縣
署
︒
今
爲
錢

校
F
一
上
︑
謁
言
洞
庭
尉
︑
令
署
�
縣
責
︑
以
g
陽
陵
司
空
︑
司
空
不
名
計
︒

問
何
縣
官
計
付
︑
署
計
年
名
爲
報
︒
已
訾
責
其
家
︑
家﹅

貧
弗﹅

能﹅

入﹅

︒
�
物
故
︑

弗
^
︒
毋
聽
液
辭
以
I﹅

書﹅

︒
�
¡
︒
報
︑
署
b
責
發
︒
敢
言
之
︒
⁝

(里
耶

秦
鯵
⑨
3
)

⁝
年
七
十
以
上
吿
子
不
孝
︑
必
三
I
之
︒
三
I﹅

之
各
不
同
日
而
尙
吿
︑
乃
聽

之
︒
⁝

(二
年
律
令
36
)

【解
說
︼

貲
𠛬
・
贖
𠛬
に
當
た
る
罪
を
犯
し
た
者
や
國
家
に
債
務
の
あ
る
者
が
︑
そ
れ

を
財
物
で
は
な
く
勞
働
で
荏
拂
う
場
合
の
諸
規
定
︒
冒
頭
の
﹁
�
辠
～
女
子

駟
﹂
は
︑
�
①
に
引
用
し
た
秦
律
十
八
種
133
～
134
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
︒

貲
・
贖
や
債
務
が
�
る
場
合
に
は
︑
-
條

(
262
～
263
鯵
)
に
あ
る
と
お
り
︑

本
人
の
財
產
が
算
定
さ
れ
︑
財
貨
や
勞
働
で
O
付
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
︒

そ
の
う
え
で
︑
#
決
の
履
行
を
命
じ
る
�
書
や
債
務
に
つ
い
て
の
割
り
符
に
書

か
れ
た
�
i
�
な
R
日
が
く
る
と
︑
當
事
者
は
問
い
た
だ
さ
れ
︑
荏
拂
え
な
い

場
合
は
勞
役
に
就
け
ら
れ
た
︒
一
日
あ
た
り
の
勞
働
は
錢
に
奄
算
さ
れ
︑
そ
の

額
は
食
糧
を
自
辨
す
る
者
と
官
か
ら
g
け
取
る
者
と
で
衣
な
っ
た
︒
R
日
に
な

り
︑
勞
役
に
就
く
べ
き
者
が
就
勞
し
て
い
な
け
れ
ば
︑
擔
當
官
>
や
そ
の
上
官

が
罰
せ
ら
れ
た
︒

｢黔
首
﹂
以
下
は
︑
�
⑨
に
営
べ
た
と
お
り
︑
食
糧
の
官
給
を
3
ん
だ
黔
首

等
が
︑
病
氣
や
天
候
の
た
め
に
就
勞
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
の
規
定
︒
作
業
に

就
け
ず
︑
就
勞
日
數
に
は
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
日
で
あ
っ
て
も
食
糧
を
g
給
す

る
こ
と
は
で
き
る
が
︑
g
け
取
っ
た
食
糧
は
標
準
價
格
に
よ
っ
て
錢
に
奄
算
さ

れ
︑
何
ら
か
の
形
で
の
�
濟
が
求
め
ら
れ
た
︒
そ
れ
は
財
貨
で
�
濟
さ
れ
た
場

合
も
あ
れ
ば
︑
-
の
鯵
に
見
え
る
と
お
り
︑
勞
働
日
數
の
7
長
で
�
濟
さ
れ
た

場
合
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
︒

□
給
日
9
諸
從
事
縣
官
・
作
縣
官
9
當
戍
故
徼
而
老
病
︻
作
︼
居
縣
・
坐

妬
入
舂
︑
篤
貧
不
能
自
食
︑
皆
食
縣
官
而
益
展
其
日
以
當
食
︑
如
居
貲
責

嶽麓書院�藏鯵《秦律令 (壹)》譯�稿 その (四)
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(債
)
︒
(嶽
麓
︹
肆
︺
292
～
293
)

た
だ
し
260
鯵
冒
頭
は
字
跡
が
は
っ
き
り
せ
ず
︑
こ
の
場
合
の
�
濟
方
法
に
つ
い

て
は
︑
詳
細
を
知
り
得
な
い
︒

｢爲
它
縣
﹂
以
下
は
︑
當
事
者
が
本
籍
地
以
外
の
場
�
で
就
勞
し
て
い
る
場

合
に
つ
い
て
規
定
す
る
︒
'
常
と
同
じ
く
︑
R
日
が
く
る
と
�
後
'
牒
を
g
け

る
が
︑
そ
の
際
に
は
本
人
が
O
入
す
る
と
い
う
方
法
だ
け
で
な
く
︑
そ
の
日
に

本
籍
地
へ
と
�
書
を
�
り
︑
家
族
に
O
入
さ
せ
る
と
い
う
�
も
3
擇
で
き
た
︒

た
だ
し
家
族
の
元
に
�
書
を
�
っ
て
も
︑
荏
拂
い
不
能
で
差
し
戾
さ
れ
た
場
合

は
︑
虛
言
を
弄
し
た
も
の
と
さ
れ
本
人
が
罰
せ
ら
れ
た
︒
�
⑯
に
引
い
た
里
耶

秦
鯵
⑧

6
0+

⑧

6
5
6+

⑧

6
6
5+
⑧

7
4
8
が
ま
さ
に
そ
の
ケ
ー
ス
に
當
て
は
ま

り
︑
家
族
に
荏
拂
わ
せ
よ
う
と
し
た
﹁
亭
﹂
な
る
人
物
は
︑
家
族
も
荏
拂
い
不

能
で
あ
っ
た
た
め
に
﹁
䜢
﹂
(=

｢謾
﹂︑
欺
瞞
)
の
廉
で
裁
か
れ
る
べ
き
だ
と
さ

れ
て
い
る
︒

《
二
六
二
～
二
六
三
︾

諸
�
貲
贖
責

(債
)
者
︑
訾
①

之
︑
能
入
者
令
入
︑
貧
弗
能
入
︑
令
居
之
︒
徒

隸
不
足
以
給
僕
・
養
②

︑
以
居
貲
責

(債
)
者
給
之
③

︑
令
出

262

(
1
2
6
0
)

□
︑
g
錢
毋
�
日
八
錢
︑
�
日
八
錢
者
︑
貲
二
甲
︑
免
︒
能
入
而
弗
令
入
︑
亦

貲
二
甲
︑
免
︒
除
居
貲
贖
責

(債
)
以
爲
僕
・
養
︑
令
出
僕
入
④

︒

263

(
1
2
6
4
)

【譯
︼お

よ
そ
貲
・
贖
・
債
務
の
あ
る
者
は
︑
そ
の
財
產
を
算
定
し
︑
O
入
で
き
る

場
合
は
O
入
さ
せ
︑
貧
し
く
て
O
入
で
き
な
け
れ
ば
︑
こ
れ
を
�
濟
す
る
た
め

に
勞
役
に
就
か
せ
る
︒
徒
隸
が
僕
・
養
に
閏
當
す
る
の
に
足
り
な
け
れ
ば
︑
居

貲
債
の
者
を
僕
・
養
に
閏
當
し
︑
出
⁝
さ
せ
︑
g
け
取
る
錢
は
日
ご
と
に
八
錢

を
超
え
て
は
な
ら
ず
︑
日
ご
と
に
八
錢
を
超
え
た
場
合
は
︑
貲
二
甲
と
し
︑
免

職
と
す
る
︒
O
入
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
O
入
さ
せ
な
け
れ
ば
︑
ま
た
貲
二

甲
と
し
︑
免
職
と
す
る
︒
居
貲
贖
債
を
敍
任
し
て
僕
・
養
と
す
る
な
ら
ば
︑
僕

と
し
て
働
き
に
出
て
O
入
さ
せ
る
︒

【
�
︼

①
訾
：
は
か
る
︑
算
定
す
る
︒

其
獄
法
︑
高
z
訾﹅

下
z
§
︒
(﹃
商
君
書
﹄
境
內
)

訾﹅

能﹅

入﹅

貲
不
能
︑
¨
詣
廷
︒
(
里
耶
秦
鯵
⑧
1
9
8+

⑧
2
1
3+

⑧
2
0
1
3
)

已
訾﹅

責
其
家
︑
家
貧﹅

弗﹅

能﹅

入﹅

︒
(
里
耶
秦
鯵
⑨
3
)

②
僕
・
養
：﹁
僕
﹂
は
下
僕
︑﹁
養
﹂
は
炊
事
係
︒
109
～
110
鯵
�
⑪
參
照
︒

③
以
居
貲
債
者
給
之
：
居
貲
債
の
者
を
僕
・
養
に
閏
當
す
る
︒
關
連
す
る
規
定

は
倉
律
に
も
見
え
︑
隸
妾
を
僕
・
養
と
す
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
た

め
︑
僕
・
養
の
擔
い
手
は
基
本
�
に
は
隸
臣
か
居
貲
債
で
あ
っ
た
︒

●
倉
律
曰
︑
毋
以
隸
妾
爲
>
僕
・
養
・
官
︻
守
︼
府
︒
隸﹅

臣﹅

少﹅

︑
不﹅

足﹅

以﹅

給﹅

僕﹅

・
養﹅

︑
以﹅

居﹅

貲﹅

責﹅

(債
)
給﹅

之﹅

︑
9
且
令
以
隸
妾
爲
>
僕
・
養
・
官
守
府
︑

�
隸
臣
︑
輒
代
之
︒
倉
・
廚
守
府
如
故
︒
(
嶽
麓
︹
肆
︺
165
～
166
)

④
令
出
僕
入
：
居
貲
贖
債
と
し
て
の
持
ち
場
か
ら
出
し
︑
僕
の
身
分
で
錢
を
O

入
さ
せ
る
︒
暫
く
整
理
小
組
の
解
釋
に
從
っ
た
︒

廿
六
年
八
U
丙
子
︑


陵
拔
・
守
丞
敦
狐
詣
訊
般
・
芻
等
︒
辤
各
如
�
︒

鞫

之
︑
成
・
>
・
閒
・
©
・
贅
・
B

私

令

般
・
芻
・
嘉

出﹅

庸﹅

(傭
)
︑
賈

(價
)
三
百
︑
g
米
一
石
︑
臧

(
贜
)
直

(値
)
百
卌
︒
得
成
︑
>
S
︑
嘉
死
︑

審
︒
(里
耶
秦
鯵
⑧
1
7
4
3+

⑧
2
0
1
5
)
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一
方
︑﹁
出
﹂﹁
入
﹂
が
對
に
な
る
場
合
は
'
常
﹁
荏
出
・
收
入
﹂
を
\
味

す
る
の
で
︑﹁
僕
と
し
て
の
收
入
を
出
さ
せ
る
﹂
と
解
釋
す
る
案
も
出
た

が
︑
こ
れ
も
讀
み
と
し
て
は
不
自
然
︒
そ
も
そ
も
﹁
入
﹂
字
の
下
に
は
空

白
が
な
く
︑
條
�
が
263
鯵
で
i
わ
っ
て
い
る
の
か
︑
定
か
で
な
い
︒
も
し

も
﹁
入
﹂
で
完
結
す
る
の
な
ら
︑
僕
・
養
と
し
て
の
報
酬
を
官
に
O
め
る

こ
と
を
言
っ
て
い
る
に
�
ぎ
ず
︑
�
�
と
同
內
容
の
�
違
が
繰
り
�
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
な
る
︒
263
鯵
に
後
續
す
る
鯵
が
缺
け
て
い
る
可
能
性
が
高

い
︒

【解
說
︼

ま
ず
貲
罪
・
贖
罪
・
�
債
の
あ
る
者
に
つ
い
て
は
︑
そ
の
財
產
が
算
定
さ
れ
︑

荏
拂
い
能
力
の
�
無
が
見
積
も
ら
れ
た
こ
と
が
規
定
さ
れ
る
︒
こ
う
し
た
財
產

ª
價
を
經
て
︑
あ
ら
た
め
て
﹁
令
日
﹂
に
本
人
が
問
い
た
だ
さ
れ

(
257
鯵
)
︑
財

物
で
O
付
す
る
か
︑
さ
も
な
く
ば
�
濟
の
た
め
の
勞
役
を
始
め
る
こ
と
に
な
る

の
だ
ろ
う
︒

後
d
は
居
貲
贖
債
が
僕
・
養
に
な
っ
た
場
合
の
~
い
に
つ
い
て
規
定
す
る
︒

僕
・
養
と
し
て
の
勞
働
は
一
日
八
錢
に
奄
算
さ
れ
︑
こ
れ
は
居
貲
贖
債
と
し
て

働
く
場
合
と
變
わ
ら
な
い

(
257
～
261
鯵
)
︒
た
だ
し
勞
働
對
價
と
し
て
﹁
錢
を
g

け
る
﹂
と
い
う
の
が
︑
勞
働
で
貲
罪
等
を
荏
拂
う
た
め
の
帳
«
上
の
計
算
に
つ

い
て
言
う
に
�
ぎ
な
い
の
か
︑
そ
れ
と
も
實
際
に
錢
の
¬
g
を
­
う
の
か
︑
不

!
︒
嶽
麓
鯵
に
は
︑

隸
臣
妾
9
諸
當
作
縣
︻
�
︼
官
者
︑
僕
・
庸
爲
它
作
務
︑
其
錢
財
當
入
縣

�
官
而
逋
未
入
去
S
者
︑
�

(
印
)
坐
逋
錢
財
臧
︑
與
盜
同
灋
︒
(嶽
麓

︹
肆
︺
68
～
69
)

と
い
う
條
�
も
あ
り
︑
解
釋
が
難
し
い
が
︑
𠛬
徒
が
僕
と
し
て
働
い
た
場
合
︑

金
錢
の
¬
g
が
生
じ
る
よ
う
に
も
讀
め
る
︒
一
方
で
︑
官
>
に
仕
え
る
養
は
︑

倉
か
ら
借
り
g
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
︒

卅
一
年
後
九
U
庚
辰
朔
□
□
︑
�
陵
鄕
守
冣
敢
言
之
︒
佐
冣
爲
叚
令


︑

以
乙
巳
視
事
︒
謁
令
官
假
養
・
走
︒
敢
言
之
︒
⁝
(中
略
)
⁝
十
U
甲
寅
︑



陵
丞
昌
謂
倉
嗇
夫
︒
以
律
從
事
︑
報
之
︒
(
里
耶
秦
鯵
⑨
3
0
)

《
二
六
四
～
二
六
七
︾

□
①

不
能
自
衣
者
︑
縣
官
衣
之
︑
令
居
其
衣
如
律
然
︒
其
日
未
備
②

而
柀
入
錢
③

者
︑
許
之
︒
以
日
當
𠛬
④

而
不
能
自
衣
食

264

(
J3
0
)

者
︑
亦
衣
食
而
令
居
之
︒
官
作
⑤

居
貲
贖
責

(債
)
└
而
¡
其
計
�
官
⑥

者
︑
盡

八
U
⑦

各
以
其
作
日
9
衣
數
吿
其
計
�
官
︑
毋
�

265

(
1
2
4
0
)

【九
U
︼
而
觱

(畢
)
到
其
官
︒

＝

相
n
者
︑
盡
九
U
而
吿
其
計
�
官
︑
計
之
其

作
年
⑧

︒
黔
首
爲
隸
臣
・
城

＝

旦

＝

・
司
寇
・
鬼
怨

(
薪
)
妻
而
內
作
⑨

266

(
1
3
6
2
)

者
︑
皆
勿
稟
食
︒
黔
首
�
貲
贖
責

(債
)
而
�
一
奴
若
一
婢
︑
�
一
馬
若
一
牛
︑

而
欲
居
者
︑
許
之
︒

267

(
J2
8
)

【譯
︼⁝

衣
^
を
自
辨
で
き
な
い
場
合
︑
官
府
が
衣
^
を
提
供
し
︑
そ
の
衣
^
の
費

用
を
勞
働
に
よ
っ
て
�
濟
さ
せ
る
こ
と
律
の
'
り
と
す
る
︒
勞
働
日
數
を
ま
だ

滿
了
し
な
い
う
ち
に
一
部
分
を
錢
で
O
入
す
る
場
合
は
︑
こ
れ
を
許
す
︒
日
々

の
勞
働
で
肉
𠛬
を
償
う
者
が
衣
食
を
自
辨
で
き
な
い
場
合
も
︑
ま
た
衣
食
を
提

供
し
そ
の
費
用
を
勞
働
に
よ
っ
て
�
濟
さ
せ
る
︒
官
で
作
業
し
て
い
て
︑
そ
の

計
�
の
官
が
¡
い
場
合
︑
八
U
が
i
わ
っ
た
ら
そ
れ
ぞ
れ
作
業
日
數
と
提
供
さ

れ
た
衣
^
の
數
量
を
計
�
の
官
に
報
吿
し
︑
九
U
を
越
え
な
い
う
ち
に
す
べ
て

官
に
到
着
さ
せ
る
︒
そ
の
計
�
の
官
と
n
い
場
合
︑
九
U
が
i
わ
っ
た
ら
そ
の

嶽麓書院�藏鯵《秦律令 (壹)》譯�稿 その (四)

67



計
�
の
官
に
報
吿
し
︑
こ
れ
を
そ
の
作
業
し
た
當
該
の
年
度
に
計
上
す
る
︒
黔

首
が
隸
臣
・
城
旦
・
城
旦
司
寇
・
鬼
薪
の
妻
と
な
り
︑
家
內
勞
働
し
て
い
る
場

合
︑
い
ず
れ
も
食
糧
を
荏
給
し
て
は
な
ら
な
い
︒
黔
首
に
貲
・
贖
・
債
務
が
あ

る
が
︑
奴
一
人
も
し
く
は
婢
一
人
︑
馬
一
頭
も
し
く
は
牛
一
頭
を
�
�
し
た
ま

ま
︑
勞
働
に
よ
っ
て
�
濟
し
た
い
場
合
は
︑
こ
れ
を
許
す
︒

【
�
︼

①
□
：
整
理
小
組
は
秦
律
十
八
種
に
よ
り
﹁
凡
﹂
字
を
補
う
が
︑
字
跡
は
確
�

で
き
な
い
︒
嶽
麓
鯵
で
は
冒
頭
に
﹁
諸
﹂
が
く
る
場
合
も
多
い
︒

②
其
日
未
備
：
そ
の
衣
^
の
費
用
を
�
濟
す
る
た
め
の
作
業
日
數
を
ま
だ
滿
了

さ
せ
て
い
な
い
︒

十
四
年
七
U
辛
丑
以
來
︑
諸
居
貲
贖
責

(債
)
未﹅

備﹅

而
去
S
者
︑
坐
其
未
備

錢
數
︑
與
盜
同
灋
︒
(嶽
麓
︹
肆
︺
66
)

③
柀
入
錢
：﹁
柀
﹂
は
割
く
︑
の
\
︒
衣
^
費
用
を
割
い
て
そ
の
一
部
分
を
錢

で
O
付
す
る
こ
と
か
︒

柀
︑
黏
也
︒
从
木
皮
聲
︒
一
曰
析
也
︒
(﹃
說
�
解
字
﹄
六
�
上
)

萬
石
之
積
9
未
盈
萬
石
而
被﹅

(
柀
)
出
者
︑
毋
敢
增
積
︒
(秦
律
十
八
種
25
～

26
)

或
直

(値
)
廿
錢
︑
而
柀﹅

盜
之
︑
不
盡
一
具
︑
9
盜
不
直

(置
)
者
︑
以
律

論
︒
(法
律
答
問
26
)

④
以
日
當
𠛬
：﹁
𠛬
﹂
は
肉
𠛬
︒
肉
𠛬
に
相
當
す
る
罪
を
勞
働
に
よ
っ
て
贖
う

こ
と
︒

公
士
以
下
居﹅

贖﹅

𠛬﹅

罪﹅

︑
死
罪
者
︑
居
於
城
旦
舂
︑
毋
赤
其
衣
︑
勿
枸
櫝
欙
杕
︒

(秦
律
十
八
種
134
)

⑤
官
作
：
官
府
に
お
い
て
作
業
す
る
こ
と
か
︒

●
令
曰
︑
縣
官
□
□
官

(
？
)
作
︑
徒
隸
9
徒
隸
免
復
屬﹅

官﹅

作﹅

□
□
徒
隸
者

自
一
以
上
9
居
隱
除
者
︑
黔
首
居
〼

(
嶽
麓
︹
伍
︺
251
)

⑥
計
�
官
：
こ
こ
で
は
貲
𠛬
・
贖
𠛬
・
債
務
に
つ
い
て
帳
«
を
管
理
す
る
官
署
︒

上
其
校
獄
屬
�
執
法
︑
執
法
各
以
案
臨
計
︑
乃
相
與
校
之
︑
其
計﹅

�﹅

同
執
法

者
︑
各
別
上
之
其
曹
︑
曹
b
者
〼

(
嶽
麓
︹
肆
︺
354
)

⑦
盡
八
U
：﹁
盡
某
U
﹂
は
某
U
が
i
わ
る
時
點
︑
某
U
末
︒

隸
臣
田
者
︑
以
二
U
U
稟
二
石
d
石
︑
到
九
U
盡
而
止
其
d
石
︒
(秦
律
十
八

種
51
)

卅
四
年
十
U
以

盡
四
U
>
曹

已
事
笥
︒
(里
耶
秦
鯵
⑨
9
8
1
)

⑧
作
年
：
作
業
し
た
當
該
の
年
度
の
こ
と
︒

⑨
內
作
：
家
內
勞
働
︒

●
●
蜀
守
讞
︑
采
鐵
長
山
私
4
城
旦
田
・
舂
女
爲
腰
︑
令
內
作
︑
解
書
廷
︑

佐
恬
等
詐
´

(
«
)
爲
徒
養
︑
疑
罪
︒
●
廷
報
︑
恬
爲
僞
書
也
︒
(奏
讞
書
56

案
例
⑩
)

【解
說
︼

居
貲
贖
債
な
ど
へ
の
衣
^
の
荏
給
や
作
業
日
數
の
報
吿
︑
さ
ら
に
は
奴
隸
や
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牛
馬
を
保
�
し
て
い
る
場
合
の
處
¶
に
つ
い
て
規
定
す
る
︒
本
條
�
は
秦
律
十

八
種
136
～
140
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
︒

●
凡
不
能
自
衣
者
︑
公
衣
之
︑
令
居
其
衣
如
律
然
︒
其
日
未
備
而
柀
入
錢

者
︑
許
之
︒
以
日
當
𠛬
而
不
能
自
衣
食
者
︑
亦
衣
食
而
令
居
之
︒
官
作
居

貲
贖
責

(債
)
而
¡
其
計
�
官
者
︑
盡
八
U
各
以
其
作
日
9
衣
數
吿
其
計

�
官
︑
毋
�
九
U
而
觱

(畢
)
到
其
官
︑
官
相
紤

(
n
)
者
︑
盡
九
U
而

吿
其
計
�
官
︑
計
之
其
作
年
︒
百
姓
�
貲
贖
責

(債
)
而
�
一
臣
若
一
妾
︑

�
一
馬
若
一
牛
︑
而
欲
居
者
︑
許
︒

司

(秦
律
十
八
種
136
～
140
)

ま
ず
衣
^
の
荏
給
に
つ
い
て
は
︑
-
の
よ
う
な
關
連
條
�
が
あ
る
︒

稟
衣
者
︑
隸
臣
・
府
隸
之
毋

(無
)
妻
者
9
城
旦
︑
冬
人
百
一
十
錢
︑
夏

五
十
五
錢
︒
其
小
者
冬
七
十
七
錢
︑
夏
卌
四
錢
︒
舂
冬
人
五
十
五
錢
︑
夏

卌
四
錢
︒
其
小
者
冬
卌
四
錢
︑
夏
卅
三
錢
︒
隸
臣
妾
之
老
9
小
不
能
自
衣

者
︑
如
舂
衣
︒
●
S
不
仁
其
b
9
官
者
︑
衣
如
隸
臣
妾
︒

金
布

(秦
律

十
八
種
94
～
96
)

諸
冗
作
縣
官
9
徒
隸
︑
大
男
︑
冬
稟
布
袍
表
裏
七
丈
・
絡
絮
四
斤
︑
絝

(袴
)
二
丈
・
絮
二
斤
︒
(二
年
律
令
418
)

𠛬
徒
の
衣
^
は
官
給
で
あ
っ
た
が
︑
居
貲
贖
債
は
自
辨
を
基
本
と
し
︑
官
給
を

g
け
た
場
合
に
は
そ
の
費
用
の
分
だ
け
さ
ら
な
る
勞
役
に
^
し
た
︒
た
だ
し
勞

働
で
荏
拂
い
i
え
る
�
に
︑
一
部
を
錢
で
O
め
る
こ
と
も
許
さ
れ
て
い
た
︒

｢以
日
當
𠛬
﹂
は
居
貲
贖
債
の
中
で
も
特
に
︑
肉
𠛬
に
相
當
す
る
罪
を
勞
働

に
よ
り
償
J
す
る
者
に
つ
い
て
営
べ
る
の
だ
ろ
う
が
︑﹁
以
日
當
～
﹂
と
い
う

表
現
は
他
と
衣
な
り
︑
な
ぜ
肉
𠛬
を
贖
う
者
だ
け
が
別
に
言
9
さ
れ
る
の
か
も

不
!
︒

｢官
作
﹂
以
下
は
作
業
日
數
や
衣
^
代
の
報
吿
に
つ
い
て
︒
居
貲
贖
債
に
は

各
自
の
勞
働
日
數
等
を
記
し
た
原
本
と
な
る
記
錄
が
あ
り
︑
そ
れ
を
管
理
し
て

い
る
部
署
が
﹁
計
�
官
﹂
だ
と
考
え
ら
れ
る
︒
勞
働
需
_
に
應
じ
て
居
貲
贖
債

が
各
地
に
�
置
さ
れ
︑
作
業
の
場
を
¡
方
に
移
し
て
い
っ
た
と
し
て
も
︑
そ
の

勞
働
日
數
等
は
原
本
の
あ
る
場
�
に
集
W
さ
れ
︑
各
自
が
後
ど
れ
だ
け
就
勞
せ

ね
ば
な
ら
な
い
の
か
が
︑
そ
こ
で
把
握
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
︒
當
時
の
會
計

年
度
は
十
U
～
九
U
だ
か
ら
︑
'
常
は
九
U
末
ま
で
の
勞
役
日
數
が
集
計
さ
れ

て
計
�
官
に
吿
げ
ら
れ
︑
當
該
年
度
の
帳
«
が
作
成
さ
れ
た
が
︑
作
業
場
�
と

計
�
官
が
離
れ
て
い
る
場
合
は
八
U
末
ま
で
で
集
計
は
打
ち
切
ら
れ
︑
九
U
末

ま
で
に
す
べ
て
の
¹
報
が
計
�
官
の
も
と
に
集
め
ら
れ
た
︒

續
い
て
各
種
𠛬
徒
の
妻
に
つ
い
て
︑
そ
の
者
が
家
庭
內
勞
働
に
就
い
て
い
る

場
合
は
︑
食
糧
自
辨
で
あ
る
こ
と
が
営
べ
ら
れ
る
︒
居
貲
贖
債
と
は
無
關
係
だ

が
︑
衣
食
の
荏
給
と
關
わ
る
內
容
が
こ
こ
に
揷
入
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
︒

�
後
に
居
貲
贖
債
が
奴
隸
や
牛
馬
を
保
�
し
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
︒
奴
婢

等
を
保
�
し
て
い
る
な
ら
ば
︑
そ
れ
を
錢
に
奄
え
て
貲
𠛬
・
贖
𠛬
や
�
債
を
O

付
す
る
の
が
原
則
だ
っ
た
が
︑
本
人
が
»
む
な
ら
奴
婢
・
馬
牛
を
賣
却
せ
ず
︑

本
人
の
勞
役
で
�
濟
す
る
の
が
み
と
め
ら
れ
て
い
た
︑
と
暫
く
解
釋
し
た
︒
だ

が
錢
で
の
O
付
が
常
に
優
先
さ
れ
て
い
た
の
か
ど
う
か
︑
若
干
の
疑
念
が
殘
る
︒

む
し
ろ
︑
本
人
が
勞
役
に
就
く
代
わ
り
に
奴
婢
や
馬
牛
を
差
し
出
し
︑
そ
の
勞

働
で
�
濟
す
る
こ
と
を
許
可
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
︑
と
い
う
\
見
も
出
た
︒

《
二
六
八
～
二
七
〇
︾

勿
令
居
隱
除
①

︒
一
室
二
人
以
上
居
貲
贖
責

(
債
)
莫
視
室
者
︑
出
其
一
人
②

︑

令
q
居
之
③

︒
隸
臣
妾
・
城
旦
舂
之
司
寇
④

・
居
貲
贖
責

(債
)

268

(
0
1
1
8
)

吉

(繫
)
城
旦
舂
⑤

者
⑥

︑
勿
責
衣
食
︒
其
與
城
旦
舂
作
者
︑
衣
食
之
如
城
旦
舂
︒

人
奴
婢
吉

(繫
)
城
旦
舂
︑
貣
衣
食
縣
官
︑
日
未
︻
備
】⑦

269

(
0
1
7
3
)

而
死
者
︑
出
其
衣
食
⑧

︒
吉

(繫
)
城
旦
舂
食
縣
官
當
責
者
⑨

︑
石
卅
錢
︒
泰

匠
⑩

�
貲
贖
責

(債
)
弗
能
入
︑
輒
移
⑪

宮
司
空
⑫

・
榦
都
廥
⑬

270

(
0
0
6
0
)

嶽麓書院�藏鯵《秦律令 (壹)》譯�稿 その (四)
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【譯
︼⁝

隱
官
・
除
官
人
と
し
て
勤
務
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
︒
一
家
に
二
人
以
上
の

居
貲
贖
債
が
お
り
︑
家
族
を
養
う
者
が
い
な
け
れ
ば
︑
そ
の
う
ち
一
人
を
外
し

て
︑
お
互
い
に
¼
替
で
勞
役
に
つ
け
る
こ
と
と
す
る
︒
隸
臣
妾
・
城
旦
舂
之
司

寇
・
居
貲
贖
債
が
繫
城
旦
舂
と
な
っ
た
場
合
は
︑
衣
^
と
食
料
の
費
用
を
求
め

て
は
な
ら
な
い
︒
城
旦
舂
と
共
に
^
役
す
る
者
に
は
︑
城
旦
舂
と
同
じ
よ
う
に

衣
^
と
食
料
を
荏
給
す
る
︒
人
の
奴
婢
が
繫
城
旦
舂
と
な
っ
た
ら
︑
官
府
が
衣

^
と
食
料
を
貸
與
し
︑
勞
役
日
數
が
滿
了
す
る
�
に
死
ん
だ
場
合
は
︑
そ
の
衣

^
と
食
料
の
費
用
を
帳
½
し
に
す
る
︒
官
府
で
食
料
の
荏
給
を
g
け
る
繫
城
旦

舂
の
う
ち
︑
費
用
を
求
め
ら
れ
る
の
に
相
當
す
る
者
に
は
︑
石
ご
と
に
三
十
錢

を
求
め
る
︒
泰
匠
の
者
が
︑
貲
贖
債
が
�
る
も
の
の
︑
O
入
で
き
な
い
と
き
に

は
︑
そ
の
つ
ど
宮
司
空
・
榦
都
廥
⁝
に
移
し
⁝
︒

【
�
︼

①
居
隱
除
：﹁
隱
除
﹂
は
﹁
隱
官
・
除
官
人
﹂
の
略
︒
257
～
261
鯵
�
⑧
參
照
︒

﹁
居
隱
除
﹂
と
は
︑
隱
官
・
除
官
人
と
し
て
︑
彼
ら
の
働
く
べ
き
場
�
で

勤
務
す
る
こ
と
か
︒

徒
隸
吉

(繫
)
城
旦
舂
・
居
貲
贖
責

(債
)
而
敢
爲
人
僕
・
養
・
守
官
府
9

視
臣


事
若
居﹅

隱﹅

除﹅

者
︑
坐
日
六
錢
爲
盜
︒
(嶽
麓
︹
肆
︺
271
～
273
)

它
隱﹅

除﹅

犯
令
者
︑
坐
日
六
錢
爲
盜
︑
盜
比
隸
臣
不
守
其
�
葆
職
︒
(嶽
麓

︹
伍
︺
91
)

●
令
曰
︑
縣
官
□
□
官

(？
)
作
徒
隸
9
徒
隸
免
復
屬
官
作
□
□
徒
隸
者
自

一
以
上
9
居﹅

隱﹅

除﹅

者
︑
黔
首
居
〼
9
諸
作
官
府
者
︑
皆
日
勶
´

(
«
)
之
︑

上
其
廷
︑
廷
日
校
案
-
0
︑
U
盡
爲
㝡

(
�
)
︑
固
臧

(藏
)
︑
令
可
案
殹

(也
)
︒
(嶽
麓
︹
伍
︺
251
～
252
)

雖
�
母
而
與
其
母
冗
居﹅

公
者
︑
亦
稟
之
︑
禾
U
d
石
︒
(秦
律
十
八
種
50
～
51
)

夫
爲
>
居﹅

官
︑
妻
居
家
︒
(
奏
讞
書
193

案
例
㉑
)

公
士
以
下
居
贖
𠛬
辠

(罪
)
・
死
辠

(罪
)
者
︑
居﹅

于
城
旦
舂
︑
毋
赤
其
衣
︑

勿
枸
櫝
欙
杕
︒
(秦
律
十
八
種
134
)

將
司
人
而
S
︑
能
自
捕
9
親
�
智

(知
)
爲
捕
︑
除
毋

(無
)
辠

(
罪
)
︑
已

𠛬
者
處﹅

隱﹅

官﹅

︒
(法
律
答
問
125
)

た
だ
し
︑
本
條
�
の
﹁
居
﹂
は
い
ず
れ
も
�
濟
の
た
め
に
勞
役
に
就
く
こ

と
で
あ
り
︑﹁
居
隱
除
﹂
の
﹁
居
﹂
の
み
が
こ
れ
と
相
¿
す
る
こ
と
に
な

る
︒﹁
隱
除
﹂
の
解
釋
を
含
め
て
︑
不
!
確
な
點
が
殘
る
︒

②
出
其
一
人
：
同
じ
家
の
者
の
う
ち
一
人
を
�
濟
の
た
め
の
勞
役
か
ら
外
し
︑

家
に
歸
ら
せ
る
︒
こ
こ
で
の
﹁
出
﹂
は
︑
居
貲
贖
債
と
し
て
勤
務
す
る
場

�
か
ら
︑
一
人
の
身
柄
を
釋
放
す
る
こ
と
︒

論
獄
︻
何
謂
︼
不
直
︒
可

(何
)
謂
縱
囚
︒
罪
當
重
而
端
輕
之
︑
當
輕
而
端

重
之
︑
是
謂
不
直
︒
當
論
而
端
弗
論
︑
9
偒
其
獄
︑
端
令
不
致
︑
論
出﹅

之
︑

是
謂
縱
囚
︒
(法
律
答
問
93
)

槫
作
倉
吿

(窖
)
︑
令
舂
勿
出﹅

︒
(嶽
麓
︹
肆
︺
25
)

③
令
q
居
之
：
¼
代
で
勞
役
に
就
か
せ
る
︒
家
に
歸
る
者
と
官
府
に
殘
る
者
と

が
輪
番
で
入
れ
替
わ
り
︑
�
濟
の
た
め
の
勞
役
に
就
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ

う
︒

封
守

鄕
某
爰
書
︒
⁝
戸
以
甲
封
付
某
等
︑
與
里
人
q﹅

守
之
︑
侍

(待
)

令
︒
(封
診
式
8
～
12
)

居
貲
贖
責

(債
)
欲
代
者
︑
耆
À
相
當
︑
許
之
︒
作
務
9
賈
而
�
責

(債
)

者
︑
不
得
代
︒
一
室
二
人
以
上
居
貲
贖
責

(債
)
而
莫
見
其
室
者
︑
出
其
一

人
︑
令
相﹅

爲﹅

Á﹅

居
之
︒
居
貲
贖
責

(債
)
者
︑
或
欲
籍

(
藉
)
人
與
竝
居
之
︑

許
之
︑
毋
除
䌛

(徭
)
戍
︒
(秦
律
十
八
種
136
～
137
)
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本
條
�
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
秦
律
十
八
種
136
～
137
で
は
﹁
q
居
之
﹂
が

﹁
相
爲
Á
居
之
﹂
に
作
ら
れ
る
︒
同
室
の
者
を
¼
互
に

(﹁
相
﹂
)
勤
務
さ
せ

る
こ
と
を
︑
本
條
�
で
は
﹁
q
﹂
と
表
現
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
︑
一
方

で
﹁
Á
﹂
の
\
味
す
る
と
こ
ろ
が
#
然
と
し
な
い
︒
ひ
と
ま
ず
︑
歸
宅
中

の
者
の
勞
役
義
務
を
︑
殘
っ
た
者
が
Á
任
し
て
い
る
こ
と
と
解
釋
し
た
︒

④
城
旦
舂
之
司
寇
：﹁
城
旦
舂
司
寇
﹂
と
も
い
う
︒
城
旦
舂
の
う
ち
︑
他
の
城

旦
舂
を
監
視

(﹁
司
寇
﹂
)
す
る
職
務
に
就
け
ら
れ
た
者
で
あ
る
︒
50
鯵
�

①
參
照
︒

⑤
繫
城
旦
舂
：
R
限
を
定
め
て
城
旦
舂
と
同
じ
勞
役
に
就
け
ら
れ
る
𠛬
罰
︒
24

～
28
鯵
�
⑧
參
照
︒

⑥
隸
臣
妾
・
城
旦
舂
之
司
寇
・
居
貲
贖
債
繫
城
旦
舂
者
：
隸
臣
妾
・
城
旦
舂
司

寇
・
居
貲
贖
債
の
三
者
が
︑
罪
を
犯
し
繫
城
旦
舂
と
な
っ
た
場
合
︒

隸
臣
妾
吉

(繫
)
城
旦
舂
︑
去
S
︑
已
奔
︑
未
論
而
自
出
︑
當
治

(笞
)
五

十
︑
備
吉

(繫
)
日
︒
(法
律
答
問
132
)

隸
臣
妾
・
收
人
S
︑
盈
卒
歲
︑
吉

(繫
)
城
旦
舂
六
歲
︒
(二
年
律
令
165
)

隸
臣
吉

(繫
)
城
旦
三
人
︒
隸
臣
居
貲
五
人
︒
(里
耶
秦
鯵
⑨
2
2
8
9
)

一
方
で
︑
居
貲
贖
債
は
衣
食
の
自
辨
が
基
本
で
あ
り

(
257
～
261
鯵
)
︑
繫
城

旦
舂
も
そ
う
だ
と
す
れ
ば
︑﹁
居
貲
贖
債
で
繫
城
旦
舂
と
な
っ
た
者
﹂
が

官
給
を
g
け
る
と
は
考
え
に
く
い
︒
そ
こ
で
﹁
隸
臣
妾
・
城
旦
舂
之
司
寇

の
二
者
が
︑
居
貲
贖
債
も
し
く
は
繫
城
旦
舂
と
な
っ
た
場
合
﹂
と
讀
む
案

も
出
た
︒
だ
が
︑
�
⑨
で
も
営
べ
る
と
お
り
︑
繫
城
旦
舂
は
自
辨
が
基
本

な
の
か
︑
そ
れ
と
も
そ
れ
は
特
殊
だ
っ
た
の
か
︑
現
�


料
か
ら
は
#
斷

し
が
た
い
︒
後
�
に
は
﹁
人
奴
婢
繫
城
旦
舂
﹂
と
あ
る
の
で
︑
こ
こ
で
は

各
種
の
﹁
繫
城
旦
舂
﹂
の
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
待
¶
が
営
べ
ら
れ
て
い
る
も
の

と
解
釋
し
︑
譯
出
し
た
︒

⑦
日
未
備
：
鯵
の
斷
裂
に
よ
り
﹁
備
﹂
字
は
存
在
し
な
い
が
︑
圖
版
か
ら
は
一

�
字
分
の
缺
落
が
確
�
で
き
︑
整
理
小
組
が
睡
虎
地
秦
鯵
に
據
り
補
う
の

に
從
っ
た
︒

⑧
出
其
衣
食
：
發
生
し
た
衣
食
の
費
用
を
帳
½
し
に
す
る
こ
と
︒

官
嗇
夫
免
︑
復
爲
嗇
夫
︑
而
坐
其
故
官
以
貲
賞

(償
)
9
�
它
責

(債
)
︑
貧

窶
毋

(無
)
以
賞

(償
)
者
︑
稍
減
其
秩
・
U
食
以
賞

(
償
)
之
︑
弗
得
居
︑

其
免
殹

(也
)
︑
令
以
律
居
之
︒
官
嗇
夫
免
︑
效
其
官
而
�
不
備
者
︑
令
與

其
稗
官
分
︑
如
其
事
︒
>
坐
官
以
�
賞

(償
)
︑
未
而
死
︑
9
�
罪
以
收
︑

抉
出
其
分
︒
其
已
分
而
死
︑
9
恆
作
官
府
以
�
責

(債
)
︑
牧
將
公
畜
生
而

殺
・
S
之
︑
未
賞

(償
)
9
居
之
未
備
而
死
︑
皆
出﹅

之
︑
毋
責
妻
・
同
居
︒

(秦
律
十
八
種
82
～
85
)

⁝
死
︑
皆
毋

(無
)
父
母
妻
子
同
居
責
殹

(也
)
︑
出﹅

之
︒
�
等
比
︒
(嶽
麓

︹
肆
︺
288
)

⑨
繫
城
旦
舂
食
縣
官
當
責
者
：
�
�
に
あ
る
と
お
り
人
の
奴
婢
が
繫
城
旦
舂
と

な
っ
た
場
合
︑
そ
の
衣
^
・
食
糧
は
あ
く
ま
で
貸
與
で
あ
り
︑
彼
ら
は

﹁
當
責
者
﹂
に
該
當
す
る
︒
し
か
し
︑
大
多
數
を
占
め
た
で
あ
ろ
う
黔
首

の
繫
城
旦
舂
が
官
給
で
あ
っ
た
の
か
自
辨
で
あ
っ
た
の
か
は
︑
こ
の
一
�

か
ら
は
#
斷
で
き
な
い
︒

⑩
泰
匠
：
大
匠
︒
二
年
律
令
で
は
宮
司
空
と
竝
ん
で
現
れ
︑
兩
者
の
關
係
性
が

示
唆
さ
れ
る
︒
ま
た
秦
代
の
陶
�
・
封
泥
に
も
﹁
大
匠
﹂﹁
宮
司
空
﹂
と
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い
う
官
名
が
見
え
る
︒

⁝
長
信
倉
︑
大
匠
︑
官
︿
宮
﹀
司
空
⁝
秩
各
六
百
石
︑
�
丞
・
尉
者
d
之
︑

田
・
鄕
部
二
百
石
︑
司
空
9
瓦
︿
衞
﹀
官
・
校
長
百
六
十
石
︒
(二
年
律
令
451

～
464
)

將
作
少
府
︑
秦
官
︑
掌
治
宮
室
︑
�
兩
丞
・
左
右
中
候
︒
景
x
中
六
年
q
名

將
作
大
匠
︒
屬
官
�
石
庫
・
東
園
b
違
・
左
右
�
後
中
校
七
令
丞
︑
印
b
違

長
丞
︒
武
x
太
初
元
年
q
名
東
園
b
違
爲
木
工
︒
成
x
陽
朔
三
年
省
中
候
9

左
右
�
後
中
校
五
丞
︒
(﹃
漢
書
﹄
百
官
公
B
表
)

⑪
移
：
'
常
は
�
書
の
移
�
を
い
い
︑
こ
こ
で
は
居
貲
贖
債
と
な
っ
た
大
匠
の

工
人
に
つ
い
て
︑
宮
司
空
な
ど
に
何
ら
か
の
申
吿
・
報
吿
が
な
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
︒
だ
が
後
�
を
缺
き
︑
如
何
な
る
理
由
で
︑
如
何
な
る
�
書

が
�
ら
れ
た
の
か
は
不
!
で
あ
る
︒

⑫
宮
司
空
：
�
�
⑩
參
照
︒

⑬
榦
都
廥
：
整
理
小
組
の
釋
�
は
﹁
除
都
廥
﹂
に
作
る
が
︑
字
形
は
﹁
除
﹂
で

は
な
く
︑
秦
鯵
に
散
見
す
る
﹁
榦
﹂
に
n
く
︑
特
に
嶽
麓
︹
肆
︺
330
鯵
の

﹁
榦
﹂
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
た
め
︑
改
釋
し
た
︒﹁
榦
都
廥
﹂
は
榦
官
に

屬
す
る
機
關
で
︑
里
耶
秦
鯵
に
も
み
え
る
︒
259
鯵
�
⑦
も
參
照
︒

一
榦
官
︑
居
宜
陽
・
怨
城
︑
名
曰
右
榦
官
︒
爲
其
丞
云
印
違
曰
右
榦
官
丞
︑

-
榦﹅

都﹅

廥﹅

丞﹅

︒
(里
耶
秦
鯵
⑧
1
8
3
1
)

【解
說
︼

居
貲
贖
債
や
繫
城
旦
舂
の
待
¶
に
か
か
わ
る
諸
規
定
︒
秦
律
十
八
種
に
ほ
ぼ

同
�
の
規
定
が
見
え
る
︒

一
室
二
人
以
上
居
貲
贖
責

(
債
)
而
莫
見
其
室
者
︑
出
其
一
人
︑
令
相
爲

Á
居
之
︒
(
136
～
137
)

隸
臣
妾
・
城
旦
舂
之
司
寇
・
居
貲
贖
責

(債
)
吉

(繫
)
城
旦
舂
者
︑
勿

責
衣
食
︑
其
與
城
旦
舂
作
者
︑
衣
食
之
如
城
旦
舂
︒
隸
臣
�
妻
・
妻
q
9

�
外
妻
者
︑
責
衣
︒
人
奴
妾
吉

(繫
)
城
旦
舂
︑
貣

(貸
)
衣
食
公
︑
日

未
備
而
死
者
︑
出
其
衣
食
︒

司
空

(
141
～
142
)

吉

(繫
)
城
旦
舂
︑
公
食
當
責
者
︑
石
卅
錢
︒

司
空

(
143
)

｢一
室
二
人
以
上
﹂
以
下
は
︑
家
族
の
う
ち
複
數
の
者
が
居
貲
贖
債
と
な
り
︑

殘
さ
れ
た
家
族
を
養
う
者
が
い
な
い
場
合
の
規
定
︒
¼
替
で
一
人
が
家
に
戾
る

こ
と
が
許
さ
れ
た
︒

｢隸
臣
妾
・
城
旦
舂
之
司
寇
﹂
以
下
は
︑
繫
城
旦
舂
へ
の
衣
食
荏
給
に
つ
い

て
規
定
す
る
︒
�
⑥
⑨
で
も
営
べ
た
本
譯
�
の
解
釋
を
︑
念
の
た
め
に
箇
條
書

き
し
て
お
く
︒

・
隸
臣
妾

+

繫
城
旦
舂
者

・
城
旦
舂
之
司
寇

+

繫
城
旦
舂
者



⁝
官
給

・
居
貲
贖
債

+

繫
城
旦
舂
者

・
黔
首

+

繫
城
旦
舂
者

︿
不
!
﹀

・
人
奴
婢

+

繫
城
旦
舂
者

⁝
⁝
⁝
自
辨

�
後
に
泰
匠
の
者
が
居
貲
贖
債
と
し
て
勞
役
に
就
く
場
合
の
規
定
が
記
さ
れ

る
が
︑
後
續
す
る
鯵
を
缺
き
︑
詳
細
は
不
!
で
あ
る
︒

《
二
七
一
～
二
七
五
︾

〼
□
□
□
□
□
城
旦┐

︒
司
寇
勿
以
爲
僕
・
養
・
守
官
府
①

9
除
�
爲
②

殹

(也
)
︒
�
上
令
除
之
︑
必
復
p
③

之┐

︒
徒
隸

271

(殘
5+

1
4
3
4
)

吉

(繫
)
城
旦
舂
・
居
貲
贖
責

(
債
)
而
敢
爲
人
僕
・
養
・
守
官
府
9
視
臣
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事
④

若
居
隱
除
者
︑
坐
日
六
錢
爲

272

(
1
4
3
0
)

盜
⑤┐

︒
>
⑥

令
者
⑦

︑
耐
⑧

︒
城
旦
舂
當
將
司
者
廿
人
︑
城
旦
司
寇
一
人
將
︒

毋
令
居
貲
贖
責

(債
)
將
城
旦
舂
︒
城
旦
司
寇

273

(
1
4
2
1
)

不
足
以
將
⑨

︑
令
隸
臣
妾
將
︒
居
貲
贖
責

(債
)
拾
日
⑩

・
坐
辠

(罪
)
人
⑪

以

作
官
府
⑫

9
當
戍
故
徼
�
故
而
作
居

274

(
1
4
2
3
)

縣
者
⑬

歸
田
農
︑
穜
時
・
治
苗
時
・
檴

(穫
)
時
⑭

各
二
旬
︒

275

(
1
3
0
6
)

【譯
︼⁝

城
旦
︒
司
寇
を
下
僕
・
炊
事
係
・
官
府
の
見
張
り
役
に
し
た
り
︑
9
び
敍

任
し
て
用
務
を
與
え
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
︒
上
§
か
ら
こ
れ
を
敍
任
す
る
命

令
が
あ
れ
ば
︑
必
ず
改
め
て
指
示
を
p
う
︒
徒
隸
で
繫
城
旦
舂
・
居
貲
贖
債
に

な
っ
た
者
が
︑
み
だ
り
に
人
の
下
僕
・
炊
事
係
・
官
府
の
見
張
り
役
と
な
っ
た

り
︑
お
よ
び
臣


の
仕
事
を
擔
當
し
た
り
︑
も
し
く
は
隱
官
・
除
官
人
と
し
て

勤
務
し
た
り
し
た
場
合
は
︑
日
ご
と
に
六
錢
を
盜
ん
だ
も
の
と
し
て
罪
に
問
わ

れ
る
︒
>
の
命
令
し
た
者
は
︑
耐
罪
に
す
る
︒
城
旦
舂
の
監
督
す
べ
き
者
は
︑

二
十
人
ご
と
に
︑
城
旦
司
寇
一
人
に
監
督
さ
せ
る
︒
居
貲
贖
債
に
城
旦
舂
の
監

督
を
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
︒
城
旦
司
寇
が
監
督
す
る
の
に
足
り
な
け
れ
ば
︑
隸

臣
妾
に
監
督
さ
せ
る
︒
必
_
な
日
數
分
を
完
Ã
す
る
た
め
に
勞
役
に
就
く
居
貲

贖
債
や
︑
罪
人
に
連
座
し
て
官
府
で
作
業
す
る
者
︑
お
よ
び
故
徼
で
戍
役
に
つ

く
べ
き
と
こ
ろ
︑
理
由
が
あ
っ
て
本
籍
地
で
作
業
す
る
者
が
︑
農
作
業
の
た
め

に
歸
る
と
き
に
は
︑
種
蒔
き
・
苗
の
世
話
・
收
穫
の
時
R
に
そ
れ
ぞ
れ
二
十
日

を
許
す
︒

【
�
︼

①
僕
・
養
・
守
官
府
：﹁
僕
﹂
は
下
僕
︑
﹁
養
﹂
は
炊
事
係
︒
109
～
110
鯵
�
⑪
參

照
︒﹁
守
官
府
﹂
は
﹁
守
府
﹂
に
作
る
こ
と
も
あ
り
︑
官
衙
の
見
張
り
役
︒

165
～
166
鯵
�
②
參
照
︒

●
令
曰
︑
毋
以
隸
妾
9
女
子
居
貲
贖
者
爲
>
僕﹅

・
養﹅

・
老
・
守﹅

府﹅

︑
9
毋
敢

以
女
子
爲
葆
(保
)
庸
︑
令
炊
養
官
府
・
寺
舍
︑
不
從
令
︑
貲
二
甲
︑
廢
︒

丞
・
令
・
令


・
官
嗇
夫
弗
得
︑
貲
二
甲
︒

●
內


倉
曹
令
弟

(第
)
乙

六

(嶽
麓
︹
伍
︺
255
～
256
)

②
除
�
爲
：
何
ら
か
の
職
に
任
命
し
︑
用
務
を
與
え
る
こ
と
︒
151
～
153
鯵
�
⑦

參
照
︒

③
復
p
：
上
§
機
關
な
ど
か
ら
の
\
見
や
指
示
に
對
し
︑
改
め
て
の
指
示
を
p

う
こ
と
︒

4
者
至
︑
發
書
︑
扶
蘇
泣
︑
入
內
舍
︑
欲
自
殺
︒
蒙
恬
止
扶
蘇
曰
︑
陛
下
居

外
︑
未
立
太
子
︑
4
臣
將
三
十
萬
衆
守
邊
︑
公
子
爲
監
︑
此
天
下
重
任
也
︒

今
一
4
者
來
︑
戸
自
殺
︑
安
知
其
非
詐
︒
p
復﹅

p﹅

︑
復
p
而
後
死
︑
未
暮
也
︒

4
者
數
趣
之
︒
扶
蘇
爲
人
仁
︑
謂
蒙
恬
曰
︑
父
而
賜
子
死
︑
尙
安
復﹅

p﹅

︒
戸

自
殺
︒
蒙
恬
不
肯
死
︑
4
者
戸
以
屬
>
︑
繫
於
陽
周
︒
(﹃


記
﹄
李
斯
列
傳
)

太
子
已
立
︑
¨
4
者
以
罪
賜
公
子
扶
蘇
・
蒙
恬
死
︒
扶
蘇
已
死
︑
蒙
恬
疑
而

復﹅

p﹅

之﹅

︒
(﹃


記
﹄
蒙
恬
列
傳
)

先
是
︑
怨
都
侯
王
厭
就
國
︑
數
年
︑
上
以
太
皇
太
后
故
徵
厭
J
京
師
︒
厭
從

弟
成
都
侯
王
邑
爲
侍
中
︑
矯
稱
太
皇
太
后
指
白
哀
x
︑
爲
厭
求
特
Å
給
事
中
︒

哀
x
復﹅

p﹅

之﹅

︑
事
發
覺
︒﹇
師
古
曰
︑
哀﹅

x﹅

反﹅

q﹅

以﹅

此﹅

事﹅

p﹅

於﹅

太﹅

后﹅

︑
太
后

本
無
此
言
︑
故
矯
事
發
覺
也
︒﹈
(﹃
漢
書
﹄
何
武
傳
)

④
視
臣


事
：﹁
臣


﹂
と
は
人
僕
や
隸
臣
な
ど
に
n
い
卑
賤
な
身
分
の


官

で
︑
睡
虎
地
秦
鯵
に
見
え
る
﹁


隸
﹂
と
類
似
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
︒

82
鯵
�
③
參
照
︑
ま
た
-
に
引
い
た
嶽
麓
鯵
か
ら
は
︑
臣


に
�
字
の
讀
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み
書
き
能
力
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒﹁
視
事
﹂
は
﹁
仕
事
す
る
︑
擔

當
す
る
﹂
の
\
味
︒

●
令
曰
︑
>
9
臣﹅


﹅

�
敎
女
子
辤

(辭
)
上
書
戸
爲﹅

書﹅

而
g
錢
財
酒
肉
焉
︑

因
反
昜
︿
易
﹀
其
言
︑
不
用
其
p

(
¹
)
實
而
令
其
〼

(嶽
麓
︹
伍
︺
308
)

諸
樂
人
9
工
若
操
緡
紅
︑
�
技
能
者
皆
毋
得
爲
臣﹅


﹅

・
佐
>
書
︑
年
不
盈
六

十
者
毋
得
守
鐘
・
鼎
・
守
內
爲

(嶽
麓
︹
伍
︺
316
)

甲
戌
︑
�
諸
北
郭
︑
崔
子
稱
疾
不
視﹅

事﹅

︒
(﹃
春
秋
左
氏
傳
﹄
襄
公
二
十
五
年
)

漢
十
二
年
︑
上
從
破
布
歸
︑
疾
益
甚
︑
«
欲
易
太
子
︒
良
諫
不
聽
︑
因
疾
不

視﹅

事﹅

︒
(﹃
漢
書
﹄
張
良
傳
)

⑤
坐
日
六
錢
爲
盜
：
食
糧
荏
給
を
g
け
る
公
務
^
役
者
の
勞
働
は
︑
一
日
六
錢

に
奄
算
さ
れ
た
︒
257
～
261
鯵
本
�
9
び
17
～
18
鯵
�
②
參
照
︒
繫
城
旦

舂
・
居
貲
贖
債
と
な
っ
た
徒
隸
が
本
來
の
職
務
に
就
か
な
い
こ
と
は
︑
一

日
あ
た
り
六
錢
の
損
É
を
官
に
與
え
た
と
み
な
さ
れ
︑
そ
の
額
に
應
じ
て

盜
罪
で
處
罰
さ
れ
る
の
だ
ろ
う

它
隱
除
犯
令
者
︑
坐﹅

日﹅

六﹅

錢﹅

爲﹅

盜﹅

︑
盜
比
隸
臣
不
守
其
�
葆
職
︒
>
令
者
︑

以
p
寄
人
灋
論
之
︒
(嶽
麓
︹
伍
︺
91
)

>
�
故
當
止
食
︑
弗
止
︑
盡
稟
出
之
︑
論
可

(何
)
殹

(也
)
︒
當
坐﹅

�
贏
出

爲﹅

盜﹅

︒
(法
律
答
問
154
)

⑥
盜
︑
>
：
整
理
小
組
は
﹁
盜
﹂﹁
>
﹂
と
釋
讀
し
て
い
る
が
︑
圖
版
で
は
鯵

の
冒
頭
二
�
字
分
の
左
部
が
ひ
ど
く
缺
け
て
お
り
︑
#
讀
が
困
難
で
あ
る
︒

し
か
し
﹁
坐
日
六
錢
爲
盜
﹂﹁
>
令
者
﹂
は
嶽
麓
︹
伍
︺
91
に
見
え
︑
右

d
の
墨
跡
と
も
矛
盾
し
な
い
︒
ひ
と
ま
ず
整
理
小
組
の
釋
讀
に
從
っ
た
︒

它
隱
除
犯
令
者
︑
坐﹅

日﹅

六﹅

錢﹅

爲﹅

盜﹅

︑
盜
比
隸
臣
不
守
其
�
葆
職
︒
>﹅

令﹅

者﹅

︑

以
p
寄
人
灋
論
之
︒
(嶽
麓
︹
伍
︺
91
)

⑦
>
令
者
：
>
の
命
令
に
よ
り
¿
反
が
發
生
し
た
場
合
︑
命
令
を
下
し
た
>
の

責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
︒

它
隱
除
犯
令
者
︑
坐
日
六
錢
爲
盜
︑
盜
比
隸
臣
不
守
其
�
葆
職
︒
>﹅

令﹅

者﹅

︑

以
p
寄
人
灋
論
之
︒
(嶽
麓
︹
伍
︺
91
)

敬
問
之
︑
>﹅

令﹅

徒
守
器
而
S
之
︑
徒
當
獨
�
︒
●
日
足
以
責
︑
>
弗
責
︑
�

者
死
S
︑
>
代
�
償
︒
徒
守
者
Ë
戍
可

(何
)
︒
敬
訊
而
�
之
︑
可
不
可
︒

其
律
令
云
何
︒
謁
報
︒
(
里
耶
秦
鯵
⑧
6
4
4
)

⑧
耐
：
-
の
﹁
二
年
律
令
﹂
に
よ
れ
ば
︑
法
律
條
�
に
﹁
耐
と
す
る
﹂
と
の
み

あ
る
場
合
は
︑
庶
人
な
ら
ば
耐
司
寇
︑
司
寇
で
あ
れ
ば
耐
隸
臣
妾
に
當
て

ら
れ
た
︒

�
罪
當
耐
︑
其
法
不
名
耐
者
︑
庶
人
以
上
耐
爲
司
寇
︑
司
寇
耐
爲
隸
臣
妾
︒

隸
臣
妾
9
收
人
�
耐
罪
︑
吉

(繫
)
城
旦
舂
六
歲
︒
吉

(繫
)
日
未
備
而
復

�
耐
罪
︑
完
爲
城
旦
舂
︒
城
旦
舂
�
罪
耐
以
上
︑
黥
之
︒
(
二
年
律
令
90
～
91
)

⑨
城
旦
司
寇
不
足
以
將
：
圖
版
で
は
274
鯵
冒
頭
の
一
�
字
が
#
讀
困
難
で
あ
る

が
︑
整
理
小
組
が
-
の
睡
虎
地
秦
鯵
に
據
り
﹁
不
﹂
と
釋
讀
す
る
の
に

從
っ
た
︒

毋
令
居
貲
贖
責

(債
)
將
城
旦
舂
︒
城
旦
司
寇
不﹅

足
以
將
︑
令
隸
臣
妾
將
︒

(秦
律
十
八
種
145
)

⑩
拾
日
：﹁
拾
﹂
は
﹁
給
﹂
に
も
'
じ
︑
働
く
べ
き
日
數
の
不
足
分
を
完
Ã
す

る
た
め
に
勞
役
に
就
く
こ
と
︒
92
鯵
�
④
・
184
～
185
鯵
�
⑦
參
照
︒

�
貲﹅

贖﹅

責﹅

(債
)
拾﹅

日﹅

而
身
居
︑
其
居
縣
官
者
︑
縣
節

(
戸
)
�
䌛

(徭
)

戍
︑
其
等
當
得
出
︑
令
䌛

(
徭
)
戍
︑
䌛

(
徭
)
戍
已
︑
輒
復
居
︒
(嶽
麓

︹
肆
︺
250
～
251
)

東 方 學 報
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⑪
坐
罪
人
：
整
理
小
組
は
﹁
人
﹂
を
﹁
入
﹂
に
作
る
が
︑
字
形
は
﹁
人
﹂
に
n

い
︒﹁
坐
罪
人
﹂
は
法
律
答
問
に
も
見
え
︑
家
族
の
罪
に
連
坐
す
る
こ
と
︒

﹁
坐
﹂
の
目
�
語
は
罪
狀
で
あ
る
場
合
が
多
い
が
︑﹁
坐
隸
﹂﹁
坐
伍
人
﹂

と
い
っ
た
事
例
も
あ
る
︒

●
室
人
者
︑
一
室
︑
盡
當
坐﹅

罪﹅

人﹅

之
謂
殹

(也
)
︒
(法
律
答
問
201
)

●
戶
爲
同
居
︑
坐﹅

隸﹅

︑
隸
不
坐
戶
謂
殹

(也
)
︒
(法
律
答
問
22
)

>
從
事
於
官
府
︑
當
坐﹅

伍﹅

人﹅

不
當
︒
不
當
︒
(法
律
答
問
155
)

一
方
で
︑
①
法
律
答
問
201
と
は
衣
な
り
︑
本
條
�
の
�
]
で
は
﹁
罪
人
﹂

は
必
ず
し
も
家
族
に
限
定
さ
れ
ず
︑
ま
た

②
そ
も
そ
も
法
律
答
問
201
の

﹁
當
坐
罪
人
﹂
は
﹁
罪
に
坐
す
る
に
當
た
る
の
人
﹂
と
訓
讀
す
べ
き
で
あ

る
︑
と
い
っ
た
理
由
か
ら
︑
む
し
ろ
原
釋
ど
お
り
﹁
入
﹂
と
釋
す
\
見
も

出
た
︒
そ
の
場
合
︑﹁
坐
罪
入
⁝
﹂
は
﹁
罪
に
坐
し
て
收
容
さ
れ
⁝
﹂
と

い
う
\
味
に
な
る
︒﹁
坐
～
入
⁝
﹂
と
い
う
言
い
囘
し
は
嶽
麓
鯵
に
も
見

え
る
︒

□
給
日
9
諸
從
事
縣
官
・
作
縣
官
9
當
戍
故
徼
而
老
病
︻
作
︼
居
縣
・
坐﹅

妬﹅

入﹅

舂﹅

︑
篤
貧
不
能
自
食
︑
皆
食
縣
官
而
益
展
其
日
以
當
食
︑
如
居
貲
責

(債
)
︒
(嶽
麓
︹
肆
︺
292
～
293
)

⑫
作
官
府
：
官
署
周
邊
で
作
業
す
る
こ
と
で
︑
比
 
�
輕
Î
な
勞
役
で
あ
る
︒

將
上
不
仁
邑
里
者
而
縱
之
︑
可

(何
)
論
︒
當
吉

(繫
)
作
如
其
�
縱
︑
以

須
其
得
︑
�
z
︑
作﹅

官﹅

府﹅

︒
(法
律
答
問
63
)

>
民
S
︑
盈
卒
歲
︑
耐
︑
不
盈
卒
歲
︑
吉

(繫
)
城
旦
舂
︑
公
士
・
公
士
妻

以
上
作﹅

官﹅

府﹅

︑
皆
償
S
日
︒
(二
年
律
令
157
)

廿
八
年
正
U
辛
丑
朔
丁
未
︑
貳
春
鄕
敬
敢
言
之
︒
從
人
城
旦
皆
非
智

(知
)

忽
田
殹

(也
)
︑
當
可
作
治
縣
官
府
︒
謁
盡
令
從
人
作﹅

官﹅

府﹅

9
�
土
・
佐
甄
︑

而
盡
¨
故
佐
�
土
男
子
田
︒
9
乘
城
卒
・
諸
黔
首
抵
辠

(罪
)
者
皆
智

(知
)

忽
田
︑
謁
上
財

(裁
)
自
敦
¨
田
者
︑
毋
令
官
獨
¨
田
者
︒
謁
報
︒
敢
言
之
︒

今
敬
正
U
壬
子
g
徒
︑
弗
報
︒
壬
子
夕
︑
佐
黑
以
來
︒
／
除
d

□
手

(里

耶
秦
鯵
⑨
2
2
)

⑬
當
戍
故
徼
�
故
而
作
居
縣
者
：﹁
故
徼
﹂
と
は
秦
の
瓜
一
後
︑
以
�
の
秦
と

六
國
と
の
境
界
を
指
す
呼
稱
︒
81
鯵
�
②
參
照
︒
ま
た
﹁
居
縣
﹂
は

﹁
戍
﹂
の
^
役
先
で
あ
る
﹁
故
徼
﹂
に
對
し
︑
本
籍
地
を
指
す
︒
261
鯵
�

⑱
參
照
︒
-
の
嶽
麓
鯵
に
よ
る
と
︑
戍
役
に
就
く
べ
き
者
が
老
人
・
病

人
・
女
子
で
あ
る
場
合
は
︑
代
わ
り
に
本
籍
地
で
就
勞
す
る
こ
と
が
�
め

ら
れ
た
︒
彼
ら
は
'
常
は
戍
役
の
對
象
外
で
あ
り
︑
犯
罪
に
よ
り
戍
邊
𠛬

と
さ
れ
る
べ
き
場
合
も
︑
本
籍
地
で
就
勞
し
た
の
だ
ろ
う
︒

□
給
日
9
諸
從
事
縣
官
・
作
縣
官
9
當﹅

戍﹅

故﹅

徼﹅

而﹅

老﹅

病﹅

︻
作
︼
居﹅

縣﹅

・
坐
妬

入
舂
︑
篤
貧
不
能
自
食
︑
皆
食
縣
官
而
益
展
其
日
以
當
食
︑
如
居
貲
責

(債
)
︒
(嶽
麓
︹
肆
︺
292
～
293
)

其
女﹅

子﹅

作﹅

居﹅

縣﹅

︑
以
當
戍﹅

日
︒
(
嶽
麓
︹
肆
︺
377
)

其
毋
勞
論
而
�
賜
9
毋
勞
論
・
賜
者
︑
皆
罰﹅

戍﹅

故﹅

徼﹅

四﹅

歲﹅

︒
(
嶽
麓
︹
伍
︺
151
)

⑭
穜
時
・
治
苗
時
・
穫
時
：
種
蒔
き
の
時
R
・
苗
の
世
話
の
時
R
・
收
穫
の
時

R
︒
秦
律
十
八
種
に
も
類
似
の
條
�
が
見
え
る
が
︑﹁
種
時
・
治
苗
時
﹂

の
み
あ
っ
て
﹁
穫
時
﹂
が
な
い
︒

夏
田
爲
苗
︑
擇
取
不
孕
任
者
若
治﹅

苗﹅

去﹅

不﹅

秀﹅

實﹅

者﹅

︒
(﹃
周
禮
﹄
大
司
馬
�
)

或
者
以
澍
穜
時
䌛

(徭
)
黔
首
而
不
Ñ
其
時
︑
9
令
�
謂
春
秋
試
射
者
︑
皆

必
以
春
秋
閒
時
殹

(也
)
︒
今
縣
或
以
黔
首
Ò
Ó
・
穜﹅

・
治﹅

苗﹅

時﹅

已
乃
試
之
︑

而
亦
曰
春
秋
試
射
之
令
殹

(
也
)
︑
此
非
!
>
�
以
用
黔
首
殹

(也
)
︒
(嶽
麓

︹
肆
︺
367
～
369
)

居
貲
贖
責

(債
)
者
歸
田
農
︑
穜﹅

(種
)
時﹅

・
治﹅

苗﹅

時﹅

各
二
旬
︒
(秦
律
十
八

嶽麓書院�藏鯵《秦律令 (壹)》譯�稿 その (四)
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種
144
)

【解
說
︼

𠛬
徒
の
勞
役
內
容
︑
城
旦
舂
𠛬
徒
の
監
督
︑
お
よ
び
農
繁
R
に
お
け
る
𠛬
徒

の
一
時
歸
休
に
か
か
わ
る
諸
規
定
︒
秦
律
十
八
種
に
ほ
ぼ
同
�
の
規
定
が
い
く

つ
か
見
え
る
︒

司
寇
毋
以
爲
僕
・
養
・
守
官
府
9
除
�
爲
殹

(也
)
︒
�
上
令
除
之
︑
必

復
p
之
︒

司
空

(
150
)

毋
令
居
貲
贖
責

(債
)
將
城
旦
舂
︒
城
旦
司
寇
不
足
以
將
︑
令
隸
臣
妾
將
︒

居
貲
贖
責

(債
)
當
與
城
旦
舂
作
者
︑
9
城
旦
傅
堅
・
城
旦
舂
當
將
司
者
︑

廿
人
︑
城
旦
司
寇
一
人
將
︒
司
寇
不
孤
︑
免
城
旦
勞
三
歲
以
上
者
︑
以
爲

城
旦
司
寇
︒

司
空

(
145
～
146
)

居
貲
贖
責

(債
)
者
歸
田
農
︑
穜

(種
)
時
・
治
苗
時
各
二
旬
︒
(
144
)

𠛬
徒
の
勞
役
內
容
に
つ
い
て
は
︑
①
司
寇
︑
お
よ
び

②
徒
隸
の
う
ち
罪
を

重
ね
て
繫
城
旦
舂
・
居
貲
贖
債
と
さ
れ
た
者
が
就
く
べ
き
で
な
い
作
業
が
擧
げ

ら
れ
る
︒
①
は
︑
特
別
な
指
示
が
あ
る
場
合
を
除
き
︑
下
僕
な
ど
の
職
に
は
就

け
ら
れ
な
か
っ
た
︒
司
寇
は
犯
罪
の
取
り
閲
ま
り
を
本
務
と
す
る
た
め
だ
ろ
う
︒

一
方
︑
②
も
下
僕
の
ほ
か
︑
書
記
係
や
隱
官
の
仕
事
な
ど
に
は
就
か
な
か
っ
た
︒

②
が
こ
れ
ら
の
職
務
に
就
か
な
い
理
由
は
定
か
で
な
い
が
︑
い
ず
れ
も
比
 
�

輕
Î
な
勞
役
で
あ
り
︑
再
犯
者
で
あ
る
②
は
よ
り
重
い
勞
役
に
就
く
こ
と
に

な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
︑
と
い
う
\
見
も
出
た
︒
下
僕
に
な
る
の
は
'
常

は
隸
臣
で
︑
隸
臣
が
不
足
す
れ
ば
居
貲
贖
債
が
用
い
ら
れ
た
︒

隸
臣
�
巧
可
以
爲
工
者
︑
勿
以
爲
人
僕
︑
養
︒

均

(秦
律
十
八
種
113
)

●
倉
律
曰
︑
毋
以
隸
妾
爲
>
僕
・
養
・
官
︻
守
︼
府
︒
隸
臣
少
︑
不
足
以

給
僕
・
養
︑
以
居
貲
責

(債
)
給
之
︑
9
且
令
以
隸
妾
爲
>
僕
・
養
・
官

守
府
︑
�
隸
臣
︑
輒
代
之
︑
倉
・
廚
守
府
如
故
︒
(嶽
麓
︹
肆
︺
165
～
166
)

各
種
の
𠛬
徒
に
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
與
え
ら
れ
る
べ
き
勞
役
が
あ
り
︑
�
⑦
な
ど
に

引
い
た
嶽
麓
︹
伍
︺
91
で
は
そ
れ
が
﹁
其
の
葆
す
る

(=

任
ず
る
)
�
の
職
﹂

と
呼
ば
れ
る
︒

它
隱
除
犯
令
者
︑
坐
日
六
錢
爲
盜
︑
盜
比
隸
臣
不
守
其﹅

�﹅

葆﹅

職﹅

︒
>
令
者
︑

以
p
寄
人
灋
論
之
︒
(
嶽
麓
︹
伍
︺
91
)

續
い
て
︑
𠛬
徒
の
勞
役
內
容
と
も
か
か
わ
る
問
題
と
し
て
︑
城
旦
舂
𠛬
徒
の

監
督
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
る
︒
本
條
�
で
は
︑
監
督
に
は
ま
ず
城
旦
司
寇
が
あ

た
り
︑
そ
の
數
が
足
り
な
け
れ
ば
隸
臣
妾
が
動
員
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
︒

右
に
引
い
た
秦
律
十
八
種
145
～
146
で
は
︑
司
寇
が
足
ら
な
け
れ
ば
^
役
R
閒
の

長
い
城
旦
舂
が
﹁
城
旦
司
寇
﹂
に
さ
れ
て
お
り
︑
監
督
に
就
く
者
は
司
寇
↓
城

旦
司
寇
↓
隸
臣
妾
の
順
で
3
ば
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
︒

�
後
に
農
繁
R
の
一
時
歸
休
に
つ
い
て
︒
歸
宅
が
�
め
ら
れ
る
の
は
比
 
�

輕
Î
な
犯
罪
者

(居
貲
贖
債
)
や
︑
本
籍
地
付
n
で
就
役
す
る
者

(作
居
縣
者
)

の
よ
う
だ
が
︑
�
⑪
で
営
べ
た
と
お
り
︑﹁
坐
罪
人
﹂
云
々
に
つ
い
て
は
そ
の

\
味
す
る
と
こ
ろ
が
#
然
と
し
な
い
︒
た
だ
し
︑﹁
作
官
府
﹂
は
比
 
�
輕
Î

な
勞
役
で
あ
り
︑
そ
れ
に
^
役
す
る
者
も
一
時
歸
休
が
�
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ

う
︒

《
二
七
六
～
二
七
七
︾

●
献

(索
)①

律
②

曰
︑
献

(
索
)
�
脫
③
不
得
者
︑
節

(
戸
)
後
得
9
自
出
︑

●
④

訊
献

(索
)
時
�
居
︑
其
死
罪
︑
>
徒
⑤

部
献

(索
)⑥
弗
得
者
︑
贖
耐
︒
城

旦
舂
到
𠛬
罪
︑
貲

276

(
1
3
5
4
)

二
甲
︒
耐
罪
以
下
︑
貲
一
甲
︒

277

(
1
3
1
4
)
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【譯
︼索

律
︒
搜
索
の
際
に
取
り
Õ
が
し
て
捕
ま
え
ら
れ
な
か
っ
た
者
が
お
り
︑
も

し
そ
の
者
が
後
に
捕
ら
え
ら
れ
た
り
︑
お
よ
び
自
ら
出
頭
し
て
き
た
り
し
た
な

ら
ば
︑
搜
索
時
に
そ
の
者
が
い
た
場
�
を
a
問
し
た
上
で
︑
そ
の
者
が
死
罪
で

あ
れ
ば
︑
>
・
徒
の
︑
當
該
地
域
を
分
擔
し
て
搜
索
し
捕
ら
え
ら
れ
な
か
っ
た

者
は
︑
贖
耐
と
す
る
︒
そ
の
者
が
城
旦
舂
か
ら
𠛬
罪
で
あ
れ
ば
︑
貲
二
甲
と
す

る
︒
そ
の
者
が
耐
罪
以
下
で
あ
れ
ば
︑
貲
一
甲
と
す
る
︒

【
�
︼

①
索
：
搜
索
す
る
︑
檢
査
す
る
︒

盜
出
黃
金
邊
關
徼
︑
>
︑
卒
徒
部
b
者
智

(知
)
而
出
9
弗
索﹅

︑
與
同
罪
︒

(二
年
律
令
76
)

>
b
若
備
盜
×
・
S
人
而
捕
罪
人
︑
9
索﹅

捕
罪
人
︑
若
�
吿
云
非
S
也
︑
或

捕
之
而
非
群
盜
也
︑
皆
勿
Ø
賞
︒
(二
年
律
令
154
～
155
)

制
詔
相
國
・
御


︑
諸
不
幸
死
︑
家
在
關
外
者
︑
關
發
索﹅

之
︑
不
宜
︒
(二
年

律
令
500
)

秦
皇
x
大
怒
︑
大
索﹅

天
下
︑
求
×
甚
Ò
︑
⁝

(﹃


記
﹄
留
侯
世
家
)

②
索
律
：
整
理
小
組
は
捕
律
の
秦
代
の
呼
稱
と
す
る
︒
ち
な
み
に
秦
律
に
は

﹁
捕
盜
律
﹂
は
見
え
る
︒

●
捕
盜
律
曰
︑
捕
人
相
移
以
g
z
者
︑
耐
︒
●
求
盜
勿
令
�
Ù
爲
它
︑
令
�

Ù
爲
它
事
者
︑
貲
二
甲
︒
(秦
律
雜
抄
38
～
39
)

③
脫
：
脫
漏
す
る
︑
取
り
Õ
す
︒

�
求
在
其
縣
�
官
畍
中
而
脫﹅

︑
不
得
︑
後
發
覺
︑
鄕
官
嗇
夫
・
>
9
丞
・

令
・
令


b
者
︑
皆
以
論
獄
失
辠
人
律
論
之
︒
(嶽
麓
﹇
伍
︺
23
～
24
)

④
●
：
整
理
小
組
は
﹁
提
示
符
號
﹂
と
す
る
が
︑
詳
細
は
不
!
︒
あ
る
い
は
條

件
節
と
︑
以
下
の
b
節
と
を
分
け
る
目
印
か
︑﹁
訊
﹂
字
が
あ
る
の
に
引

き
ず
ら
れ
た
た
め
の
)
記
で
あ
ろ
う
か
︒

黥
妾

爰
書
︒
某
里
公
士
甲
Ú
詣
大
女
子
丙
︑
吿
曰
︑
某
里
五
大
夫
乙
家

>
︒
丙
︑
乙
妾
殹

(也
)
︒
乙
4
甲
曰
︑
丙
悍
︑
謁
黥
劓
丙
︒
●﹅

訊﹅

丙
︑
辭

曰
︑
⁝
(後
略
)⁝

(封
診
式
42
～
43
)

⑤
>
徒
：
>
と
徒
︒
里
耶
秦
鯵
に
は
﹁
>
卒
徒
隸
﹂
な
ど
の
語
も
見
ら
れ
る
︒

群
盜
殺
傷
人
・
×
殺
傷
人
・
強
盜
︑
戸
發
縣
�
︑
縣
�
亟
爲
發
>﹅

徒﹅

足
以
�

捕
之
︑
⁝

(二
年
律
令
140
)

稟
>﹅

卒﹅

徒﹅

隸﹅

9
日
食
者
︑
毋
□
令


︑
謁
¨
令


監
︑
毋
留
當
稟
者
︑
⁝

(里
耶
秦
鯵
⑨
4
5
0
)

⑥
部
索
：
手
分
け
し
て
搜
索
す
る
︒

上
官
桀
謀
反
時
︑
廣
漢
部﹅

索﹅

﹇
師
古
曰
︑
部
分
搜
索
罪
人
也
﹈︑
其
殿
中
廬

�
索
長
數
尺
可
以
Ú
人
者
數
千
枚
︑
滿
一
篋
緘
封
︑
廣
漢
索
不
得
︑
它
>
Ë

得
之
︒
(﹃
漢
書
﹄
外
戚
傳
上

孝
宣
許
皇
后
)

【解
說
︼

索
律
な
る
律
名
は
胡
家
草
場
の
律
名
目
錄
に
も
見
ら
れ
ず

(﹃
考
古
﹄
二
〇
二

〇
年
第
二
R
)
︑
本
條
�
は
現
時
點
で
唯
一
の
索
律
の
條
�
︒
持
ち
場
を
決
め
︑

手
分
け
し
て
搜
索
を
行
っ
た
も
の
の
︑
犯
罪
者
を
取
り
Õ
が
し
た
場
合
︑
そ
の

犯
罪
者
の
身
柄
を
確
保
し
た
後
︑
搜
索
時
に
い
た
場
�
が
問
わ
れ
︑
そ
の
場
�

を
持
ち
場
と
し
て
擔
當
し
て
い
た
>
・
徒
が
犯
罪
者
の
罪
狀
に
應
じ
て
處
罰
さ

れ
た
︒

嶽麓書院�藏鯵《秦律令 (壹)》譯�稿 その (四)
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《
二
七
八
～
二
七
九
︾

●
□
①

律
曰
︑
冗
募
羣
戍
卒
②

9
居
貲
贖
責

(債
)
戍
者
9
冗
佐


③

・
均
人



④

︑
皆
二
歲
壹
歸
︑
取
衣
用
⑤

︑
居
家
卅
日
︒
其
父
母
□
⑥

278

(
0
9
1
4
)

以
歸
寧
⑦

︑
居
室
卅
日
外
Ë
來
︑
初
行
⑧

︑
日
八
十
里
︑
之
署
︑
日
行
七
十
里
︒

當
歸
取
衣
用
︑
貧
︑
毋

(無
)
以
歸
者
︑
貸
⑨

︑
日
令
庸
以
逋
⑩

︒

279

(
0
3
4
9
)

【譯
︼□

律
︒
冗
募
羣
戍
卒
︑
お
よ
び
居
貲
贖
債
で
戍
役
に
當
た
る
者
︑
お
よ
び
冗

佐


・
均
人


は
︑
い
ず
れ
も
二
年
に
一
囘
︑
衣
類
を
取
り
に
歸
宅
し
︑
家
に

い
る
こ
と
三
十
日
と
す
る
︒
そ
の
父
母
が
⁝
そ
れ
に
よ
っ
て
忌
引
き
で
歸
宅
す

る
と
き
は
︑
家
に
い
る
三
十
日
を
除
い
て
︑
Ë
復
の
行
Ý
は
︑
�
初
の
Ë
路
は

一
日
八
十
里
︑
部
署
に
赴
く
歸
路
は
一
日
七
十
里
と
す
る
︒
衣
類
を
取
り
に
歸

宅
す
べ
き
と
こ
ろ
︑
貧
し
く
て
歸
る
手
立
て
が
な
い
者
に
は
貸
與
し
︑
日
々
の

Þ
用
勞
働
で
償
J
さ
せ
る
︒

【
�
︼

①
□
律
：
整
理
小
組
は
□
を
あ
る
い
は
﹁
齎
﹂
か
︑
と
す
る
︒﹁
齎
﹂
に
つ
い

て
121
鯵
�
②
參
照
︒

效
公
器
贏
・
不
備
︑
以
齎﹅

律﹅

論
9
賞

(償
)
︑
毋
齎
者
乃
直

(値
)
之
︒

效

(秦
律
十
八
種
177
)

②
冗
募
羣
戍
卒
：
募
集
に
應
じ
て
長
R
閒
從
軍
す
る
兵
士
︒
257
～
261
鯵
�
⑫
參

照
︒

③
冗
佐


：
冗
佐
は
常
勤
の
佐
︒
212
～
214
鯵
�
⑪
參
照
︒

④
均
人


：
整
理
小
組
は
︑
睡
虎
地
秦
鯵
・
法
律
答
問
に
見
え
る
﹁
均
人
﹂
の

佐


と
し
︑
佐
の
字
は
�
を
承
け
て
省
略
し
た
と
す
る
︒

可

(何
)
謂
宮
均﹅

人﹅

︒
●
宮
中
b
循
者
殹

(也
)
︒
(法
律
答
問
187
)

右
の
睡
虎
地
秦
鯵
の
整
理
小
組
�
は
均=

徇
と
し
︑﹃
尙
書
﹄
泰
誓
の
僞

孔
傳
に
よ
り
徇
は
循
に
'
ず
︑
と
す
る
が
︑
均=

徇
の
訓
詁
は
不
!
︒
一

方
で
里
耶
秦
鯵
に
は
﹁
均


﹂﹁
均
佐
﹂
が
見
え
る
︒

卅
四
年
正
U
丁
卯
朔
辛
未
︑


陵
守
丞
巸
敢
言
之
︒


陵
黔
首
〼

佐
均﹅


﹅

佐﹅

日
�
泰

(大
)
牴
已
備
歸
︑
居
>
柀
䌛

(徭
)
4
9
〼

�
後
書
︑
至
今
未
得
其
代
︑
居
>
少
︑
不
足
以
給
事
〼

>
︒
謁
報
︑
署
b
>
發
︒
敢
言
之
︒

二
U
丙
申
朔
庚
戌
︑


陵
守
丞
巸
敢
言
之
︒
寫
上
〼

旦
︑
令
佐
信
行
︒
〼

(里
耶
秦
鯵
⑧
1
9
7
A
)

均﹅

佐﹅

上
�
郁
郅
Ë
舂
曰
田
□

〼

(
里
耶
秦
鯵
⑧
1
2
7
7
)

錢
三
百
六
十
︒

卅
二
年
九
U
甲
戌
朔
丁
酉
︑
少
內
殷
・
佐
處
出
稟
家
爲
占

入
錢
居
縣
g
償
署
�
均﹅

佐﹅

・
臨
邛
・
公
卒
・
奇
里
呂
吾
︑
卅
二
年
冬
夏
衣
︒

(里
耶
秦
鯵
⑫
2
3
0
1
)

�

(
印
)
令
獄
佐


均﹅

故
徼
一
歲
︒
其
故
徼
縣
獄
佐


︑
均﹅

地
¡
故
徼
︑
其

怨
地
縣
獄
佐


�
W
日
者
︑
奪
日
︑
一
歲
而
勿
均
︒
●
廷
己
八

〼

(嶽
麓

︹
伍
︺
225
～
226
)

其
爲
士
五

(伍
)
・
庶
人
者
︑
處
蒼
梧
︑
蒼
梧
守
均﹅

處﹅

少
人
�
︒
(嶽
麓
︹
伍
︺

1
7
)こ

れ
ら
の
事
例
で
の
﹁
均
﹂
と
は
﹁
均
處
﹂︑
す
な
わ
ち
均
等
に
�
置
す

る
こ
と
︒
擴
大
し
た
領
地
に
官
>
を
均
等
に
�
置
す
べ
く
︑
R
閒
を
決
め

て
>
を
¡
方
に
﹁
均
﹂
し
て
い
る
の
が
嶽
麓
︹
伍
︺
225
～
226
の
規
定
で
あ

ろ
う
︒
そ
の
よ
う
に
し
て
�
置
さ
れ
た
佐
・


が
﹁
均
佐


﹂
で
︑
本
條

�
の
﹁
均
人


﹂
も
こ
の
類
で
は
な
い
か
と
い
う
\
見
も
出
た
︒
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⑤
衣
用
：
衣
^
︒
里
耶
秦
鯵
に
は
︑
官
>
や
兵
士
に
鄕
里
か
ら
﹁
衣
用

(錢
)
﹂

が
�
ら
れ
て
い
る
事
例
が
見
え
る
︒

屯
卒
・
公
卒
・
朐
忍
・
固
陽
失
自
言
︑
室
`
廿
八
年
衣﹅

用﹅

︑
未
得
︒
今
固
陵

(里
耶
秦
鯵
⑧
4
4
5
)

〼
□
酉
陽
守
丞
印
敢
吿


陵
丞
b
︒
令


曰
︑
令
佐
莫
à
自
言
︑
上
�

〼
□
`
莫
à
衣﹅

用﹅

錢
五
百
︑
未
到


陵
︒
問
莫
à
衣
用
錢
已
到

〼
問
之
︑
莫
à
衣
用
未
到
︒
酉
陽
已
�
書
沅
陵
︒
敢
吿
b
︒
(正
)

〼
刻
︑
隸
妾
少
以
來
︒
／
á
d
︒

彼
死
手
︒
(背
)
(里
耶
秦
鯵
⑧
6
4
7
)

卅
年
五
U
戊
午
朔
辛
已
︑
司
空
守
敞
敢
言
之
︒
冗
戍
士
五

(伍
)
□

〼
歸
高
成
免
衣﹅

用﹅

︑
當
傳
︒
謁
¨
>
傳
︒
謁
報
︒

敢
言
之
︒
(正
)

辛
已
旦
食
時
食
時
︑
隸
臣
殷
行
︒

武
〼

(背
)
(里
耶
秦
鯵

⑧

6
6
6+

⑧

2
0
0
6
)

⑥
父
母
□
：
原
釋
�
は
□
□
□
︒
李
瑩
波
は
﹁
父
母
在
﹂
か
︑
と
す
る

(﹁︽
嶽

麓
書
院
藏
秦
鯵

(肆
)︾
鯵

0
9
1
4
“
父
母
在
”
補
釋
﹂
鯵
帛
網
二
〇
一
九
年
一
U
二

六
日
)
︒﹁
父
母
﹂
は
あ
る
Ý
度
#
讀
可
能
だ
が
︑
三
字
目
が
﹁
在
﹂
か
否

か
は
不
!
︒

⑦
歸
寧
：
忌
引
き
で
歸
宅
す
る
︒

●
令
曰
︑
>
父
母
死
︑
已
鉱

(葬
)
一﹅

U﹅

︑
子
・
同
產
︑
旬
五
日
︑
泰
父
母

9
父
母
同
產
死
︑
已
鉱

(葬
)
︑
五
日
之
官
︒
(嶽
麓
︹
伍
︺
295
)

●
令
曰
︑
>
9
宦
者
・
群
官
官
屬
・
冗
募
群
戍
卒
9
黔
首
䌛

(徭
)
4
・
�

縣
官
事
︑
未
得
歸
︑
其
父
母
・
泰
父
母
不
死
︑
而
謾
>
曰
死
︑
以
求
歸
者
︑

完
以
爲
城
旦
︒
其
妻
子
9
同
產
・
親
父
母
之
同
產
不
死
︑
而
謾
>
曰
死
︑
9

父
母
不
病
︑
而
︻
謾
>
︼
曰
病
︑
以
求
歸
︑
皆
䙴

(


)
之
︒

●
令
辛

(嶽
麓
︹
伍
︺
285
～
287
)

律
曰
︑
諸
�
縣
官
事
︑
而
父
母
若
妻
死
者
︑
歸
寧
卅﹅

日﹅

︒
大
父
母
・
同
產
︑

十
五
日
︒
(奏
讞
書
180
～
181

案
例
㉑
)

父
母
9
妻
不
幸
死
者
已
葬
卅﹅

日﹅

︑
子
・
同
產
產
・
大
父
母
・
大
父
母
之
同
產

十
五
日
之
官
︒
(二
年
律
令
377
)

律
︑
>
二
千
石
以
上
吿
歸
歸
寧
︑
�
不
�
行
在
�
者
︑
8
�
之
官
無
辭
︒

(﹃
漢
書
﹄
馮
野
王
傳
�
)

⑧
初
行
・
之
署
：﹁
初
行
﹂
は
官
署
か
ら
家
ま
で
の
Ë
路
︑﹁
之
署

(官
)
﹂
は

家
か
ら
官
署
ま
で
の
復
路
︒
Ë
路
よ
り
復
路
の
行
Ý
が
遲
い
の
は
︑
あ
る

い
は
官
に
戾
る
際
に
家
か
ら
衣
用
一
式
を
車
載
し
て
く
る
た
め
か
︒

【●
︼
令
曰
︑
>
歲
歸
休
卌
日
︑
險
�
日
行
八
十
里
︑
昜
︿
易
﹀
�
百
里
︒

諸
>
毋
乘
車
者
︑
日﹅

行﹅

八﹅

十﹅

里﹅

︑
之﹅

官﹅

行
五
十
里
︒
>
吿
當
行
9
擇

(釋
)

歸
居
家
︑
皆
不
用
此
令
︒

●
卒
令
丙
五
十
一

(
嶽
麓
︹
伍
︺
134
～
135
)

事
委
輸
・
傳
�
︑
重
車
重
�
日
行
五
十
里
︑
空
車
七
十
里
︑
徒﹅

行﹅

八﹅

十﹅

里﹅

︒

⁝

(二
年
律
令
412
)

⑨
貸
：
整
理
小
組
は
﹁
貸
日
﹂
と
句
讀
し
︑﹁
居
作
の
た
め
の
日
數
を
與
え
る
﹂

と
す
る
︒
し
か
し
秦
漢
鯵
牘
で
貸
は
貸
與
の
\
で
あ
り
︑
給
與
の
\
で
用

い
ら
れ
る
例
は
な
い
︒
こ
こ
で
は
﹁
貸
﹂
で
切
り
︑﹁
日
﹂
は
﹁
日
令
⁝
﹂

と
下
に
續
く
と
解
釋
し
た
︒︻
解
說
︼
も
參
照
の
こ
と
︒

廣
既
歸
鄕
里
︑
日﹅

令﹅

家
共
具
設
酒
食
︒﹇
師
古
曰
︑
日
日
設
之
也
︒﹈
(﹃
漢
書
﹄

駅
廣
傳
)

⑩
逋
：
逋
の
\
は
﹁
租
稅
の
O
付
や
徭
役
な
ど
の
義
務
を
放
置
し
︑
Õ
れ
る
こ

と
﹂
(68
～
69
鯵
�
⑥
)
で
あ
り
︑
こ
こ
で
切
れ
る
な
ら
こ
の
ま
ま
で
は
\
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味
が
'
じ
な
い
︒
整
理
小
組
は
﹁
補
﹂
の
書
き
)
り
と
し
︑﹁
令
庸
以
逋

(補
)
﹂
を
﹁
歸
れ
な
い
者
を
し
て
︑﹁
作
傭
﹂
の
方
式
で
補
償
を
さ
せ
る
﹂

と
解
す
る
︒
暫
く
こ
れ
に
從
っ
た
が
︑
秦
漢
の
鯵
牘
で
﹁
補
﹂
を
補
償
の

\
に
用
い
る
例
は
な
い
︒
あ
る
い
は
-
の
鯵
に
條
�
が
續
く
可
能
性
も
あ

る
︒

【解
說
︼

｢冗
﹂
と
し
て
長
R
閒
勤
務
す
る
戍
卒
や
下
§
官
>
の
︑
休
暇
取
得
に
關
す

る
規
定
︒
彼
ら
は
二
年
に
一
度
︑
鄕
里
に
歸
っ
て
怨
し
い
衣
^
を
ä


す
る
こ

と
が
で
き
た
︒
官
>
や
戍
卒
の
衣
^
が
自
辨
で
あ
っ
た
こ
と
は
里
耶
秦
鯵
か
ら

も
見
て
取
れ
︑
そ
こ
で
は
本
人
が
歸
鄕
す
る
の
で
は
な
く
︑
鄕
里
か
ら
衣
^
や

そ
の
代
金
が
�
ら
れ
て
い
る
︒

さ
ら
に
彼
ら
は
︑
親
族
が
死
S
し
た
時
に
も
歸
鄕
が
許
さ
れ
て
お
り
︑
本
條

�
で
は
特
に
父
母
が
他
界
し
た
場
合
に
つ
い
て
︑
6
せ
て
営
べ
ら
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
︒

續
い
て
︑
休
暇
の
R
閒
と
Ë
復
に
_
す
る
日
數
の
基
準
が
示
さ
れ
た
後
︑
貧

困
に
よ
り
歸
鄕
し
て
衣
^
を
ä


で
き
な
い
者
へ
の
處
¶
が
規
定
さ
れ
る
︒
た

だ
し
こ
の
部
分
は
︑
�
⑨
⑩
に
営
べ
た
と
お
り
︑
解
釋
が
難
し
い
︒
貧
し
く
て

歸
れ
な
い
者
に
は
官
か
ら
金
錢
な
ど
を
貸
與
し
︑
後
日
償
J
さ
せ
る
の
が
自
然

で
︑
整
理
小
組
の
い
う
︑
一
定
の
日
數
を
﹁
給
與
﹂
し
て
そ
の
閒
の
Þ
用
勞
働

で
Ë
復
旅
費
を
捻
出
さ
せ
る
と
い
う
や
り
方
は
︑
い
か
に
も
迂
¡
で
あ
り
︑
し

か
も
本
來
の
勞
働
從
事
日
數
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
︒
よ
っ
て
﹁
貸
﹂
で

句
斷
し
て
み
た
が
︑
こ
の
句
讀
だ
と
貸
の
目
�
語
が
な
く
な
り
︑
移
動
の
旅
費

を
貸
す
の
か
︑
あ
る
い
は
い
わ
ゆ
る
衣
用
錢
を
貸
す
の
か
︑
#
然
と
し
な
い
︒

﹁
逋
﹂
字
の
下
に
は
空
白
は
な
く
︑
條
�
が
-
の
鯵
に
續
く
可
能
性
も
否
定
で

き
ず
︑
正
確
な
\
味
は
不
!
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
︒

《
二
八
〇
︾

●
田
律
曰
︑
黔
首
居
田
舍
者
毋
敢
醘
︿
五

(
酤
)
﹀
酒
︑
�
不
從
令
者
䙴

(


)

之
︑
田
嗇
夫
・
士
>
・

＝

部
弗
得
︑
貲
二
甲
︒
●
第
乙
①

︒

280

(
0
9
9
4
)

【譯
︼●

田
律
︒
民
で
城
邑
外
の
宿
舍
に
居
る
者
は
︑
酒
を
賣
っ
て
は
な
ら
な
い
︒

令
に
從
わ
な
い
者
が
い
れ
ば


𠛬
と
す
る
︒
田
嗇
夫
・
士
>
・
�
å
や
擔
當
の

官
>
が
捕
ま
え
ら
れ
な
か
っ
た
な
ら
ば
︑
貲
二
甲
︒
●
第
乙
︒

【
�
︼

①
第
乙
：
干
荏
に
よ
っ
て
付
け
ら
れ
た
律
・
令
の
�
名
の
一
つ
︒
田
律
中
の
︑

第
二
�
の
\
で
あ
ろ
う
︒
た
だ
し
こ
れ
が
固
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ

と
は
︑
390
鯵
か
ら
う
か
が
え
る
︒
干
荏
に
よ
る
�
名
は
令
に
多
く
見
え
る

が
︑
律
に
つ
い
て
も
事
例
は
あ
る
︒

〼
第
甲
・
戊
・
己
・
庚
四
�
︒
(
嶽
麓
︹
伍
︺
99
)

■
廷
內


郡
二
千
︻
石
︼
官
共
令
︒

●
第
庚
︒

●
今
壬
︒
(
嶽
麓
︹
伍
︺

98
)

●
令
曰
︑
上
事
︑
散
書
︑
取
Ò
用
者
上
︑
勿
謂
刺
︒
不
從
令
︑
貲
一
甲
︒
●

卒
令
乙
廿
三

(嶽
麓
︹
伍
︺
105
)

●
尉
郡
卒
令
第
乙
七
十
六
︒
(
嶽
麓
︹
伍
︺
145
)

●
內


旁
金
布
令
第
乙
九
︒
(
嶽
麓
︹
伍
︺
262
)

徒
操
F
書
而
S
之
︑
>
與
徒
同
論
︒
●
雜
律
甲

(
嶽
麓
︹
陸
︺
266
)

【解
說
︼

本
條
�
は
︑
115
鯵
と
ほ
ぼ
同
じ
內
容
で
あ
る
︒

黔
首
居
田
舍
者
毋
敢
醯
︿
五

(
酤
)
﹀
酒
︑
不
從
令
者
䙴

(


)
之
︑
田
嗇
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夫
・
>
・
>
部
弗
得
︑
貲
各
二
甲
︑
丞
・
令
・
令


︑
各
一
甲
︒
(嶽
麓

︹
肆
︺
115
)

本
條
�
で
は
冒
頭
に
﹁
田
律
曰
﹂︑
末
尾
に
﹁
●
第
乙
﹂
と
記
さ
れ
︑
律
名
・

�
名
が
!
示
さ
れ
て
い
る
一
方
で
︑
丞
・
令
・
令


へ
の
科
罰
規
定
が
缺
落
し

て
い
る
︒
115
鯵
の
︻
解
說
︼
で
営
べ
た
と
お
り
︑
睡
虎
地
秦
鯵
に
も
同
じ
條
�

(秦
律
十
八
種
12
)
が
見
え
る
︒

《
二
八
一
～
二
八
二
︾

興
律
曰
︑
諸
書
求
報
①

者
︑
皆
吿
︑
令
署
某
曹
發
②

└
︒
弗
吿
曹
③

└
︑
報
者
署

報
書
中
某
手
④

︒
吿
而
弗
署
︑

＝

而
I

(
J
)⑤
9
弗
吿
└
︑
9

281

(
0
7
9
8
)

不
署
手
︑
貲
各
一
甲
︒

282

(
0
7
9
4
)

【譯
︼興

律
︒
お
よ
そ
�
書
を
�
っ
て
囘
答
を
求
め
る
場
合
は
︑
い
ず
れ
も
'
吿
し

て
︑﹁
某
曹
が
開
封
せ
よ
﹂
と
記
さ
せ
る
︒
曹
を
'
吿
し
て
い
な
け
れ
ば
︑
囘

答
す
る
者
は
囘
答
�
書
中
に
g
け
取
っ
た
�
書
の
書
記
者
を
記
す
︒
'
吿
し
た

の
に
記
さ
な
か
っ
た
︑
記
し
た
け
れ
ど
も
差
し
戾
さ
れ
た
︑
お
よ
び
'
吿
し
な

か
っ
た
︑
お
よ
び
書
記
者
を
記
さ
な
か
っ
た
場
合
は
︑
い
ず
れ
も
貲
一
甲
と
す

る
︒

【
�
︼

①
求
報
：
囘
答
を
求
め
る
こ
と
︒

〼
倉
書
求﹅

報﹅

未
報
︒
(里
耶
秦
鯵
⑨
5
3
6
)

②
令
署
某
曹
發
：﹁
某
曹
が
開
封
せ
よ
﹂
と
記
さ
せ
る
︒﹁
某
曹
發
﹂
は
宛
名
鯵

に
記
さ
れ
る
開
封
者
指
定
の
�
言
︒
�
付
さ
れ
る
�
書
中
に
﹁
“
～
發
”

と
署
せ
﹂
と
し
て
︑
豫
め
�
�
先
を
!
記
し
て
あ
る
事
例
も
里
耶
秦
鯵
中

に
多
く
見
ら
れ
る
︒

廷
b
戶
發

(里
耶
秦
鯵
⑧
1
5
6
)

廷
戶
曹
發

(里
耶
秦
鯵
⑧
2
6
3
)

四
U
丙
午
朔
癸
丑
︑


陵
守
丞
色
︑
下
少
內
︑
謹
案
致
之
︑
書
到
言
︑
署﹅

金﹅

布﹅

發﹅

︑
它
如
律
令
︒
(里
耶
秦
鯵
⑧
1
5
5
)

六
U
庚
子
朔
壬
子
︑


陵
守
丞
�
︑
敢
吿
閬
中
丞
b
︑
移
爲
報
︑
署﹅

b﹅

倉﹅

發﹅

︑

敢
吿
b
︒
(里
耶
秦
鯵
⑨
2
3
1
4
)

③
弗
吿
曹
：
�
書
を
�
る
側
が
︑
相
手
に
�
信
先
の
曹
名
を
'
吿
し
な
か
っ
た

こ
と
を
い
う
︒
そ
の
場
合
︑
g
け
取
っ
た
�
書
の
書
寫
責
任
者

(﹁
某
手
﹂

の
某
)
の
名
が
�
信
の
宛
先
と
さ
れ
た
と
い
う
の
が
︑
續
く
﹁
報
者
署
報

書
中
某
手
﹂
の
\
味
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う

(
靑
木
俊
介
﹁
嶽
麓
秦
鯵
﹁
興

律
﹂
の
開
封
者
'
知
に
關
す
る
規
定
﹂
h
ttp
:
/
/
w
w
w
.a
a
.tu
fs.a
c
.jp
/
u
se
rs/
E
j

in
a
/
n
o
te
/
n
o
te
.h
tm
l
參
照
)
︒
里
耶
秦
鯵
に
は
︑
宛
名
鯵
に
官
>
の
個
人
名

が
記
さ
れ
た
事
例
も
見
え
る
︒

令
佐
卻
發

(里
耶
秦
鯵
⑧
1
3
1
7
)

一
方
で
︑
規
定
と
そ
れ
に
¿
反
し
た
場
合
の
罰
則
と
か
ら
な
る
�
�
の
︑

規
定
內
容
を
営
べ
た
部
分
の
ü
中
で
︑﹁
弗
吿
曹
﹂
と
い
う
¿
反
行
爲
が

揷
入
さ
れ
︑
そ
れ
へ
の
處
置
が
記
さ
れ
る
の
は
條
�
の
液
れ
と
し
て
不
自

然
で
あ
る
︒
ま
た
﹁
吿
曹

(≒

官
署
名
)
﹂
は
'
常
﹁
～
に﹅

'
吿
す
る
﹂
と

讀
ま
れ
る
べ
き
で
︑﹁
(
囘
答
�
書
に
宛
先
と
し
て
記
す
べ
き
)
曹
名
を﹅

'
吿

す
る
﹂
と
解
す
る
の
は
や
や
難
し
い
︒

｢弗
吿
曹
﹂
の
�
後
に
は
L
字
符
號
が
付
け
ら
れ
︑
整
理
小
組
は
こ
れ

を
﹁
強
ä
符
號
﹂
だ
と
す
る
が
︑
會
讀
の
席
上
で
は
こ
れ
は
﹁
弗
吿
曹
﹂
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が
衍
字
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
か
︑
と
い
う
\
見
も
出
た
︒

そ
の
場
合
︑
本
條
�
は

(1
)
�
書
�
付
者
が
�
信
先
を
!
記
す
る
こ
と

と

(2
)
�
信
者
が
書
寫
責
任
者
を
�
信
に
!
記
す
る
こ
と
を
規
定
し
た

も
の
で
︑﹁
吿
而
弗
署
﹂
以
下
が
こ
れ
に
¿
反
し
た
と
き
の
罰
則
と
な
る
︒

④
手
：
書
寫
す
る
︒
里
耶
秦
鯵
で
は
�
書
の
末
尾
に
﹁
某
手
﹂
と
記
さ
れ
︑
書

寫
責
任
者
が
!
示
さ
れ
る
︒

卅
二
年
三
U
丁
丑
朔
朔
日
︑


陵
丞
昌
敢
言
之
︑
令
曰
︑
上
葆
繕
牛
車
´
︑

恒
會
四
U
朔
日
泰
守
府
︒
●
問
之
︑


陵
毋
當
令
者
︑
敢
言
之
︒
(正
)
三

U
丁
丑
水
十
一
刻
刻
下
二
︑
都
郵
人
□
行

尙
手

(背
)
(里
耶
秦
鯵
⑧
6
2
)

⑤
I
：
差
し
戾
す
︒
257
～
261
鯵
�
⑯
參
照
︒

【解
說
︼

�
書
を
�
り
︑
そ
れ
に
對
す
る
囘
答
を
求
め
る
場
合
の
︑
囘
答
�
書
の
宛
先

の
指
示
や
︑
宛
先
の
記
入
を
め
ぐ
る
¿
反
行
爲
へ
の
科
罰
規
定
︒
規
定
と
罰
則

と
の
關
係
は
︑
ひ
と
ま
ず
右
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
︒

A

發
信
者
・
囘
答
者
の
行
う
べ
き
こ
と

發
信
者
：
�
信
先
の
曹
名
を
'
吿
す
る

(①
)
︒

囘
答
者
：
指
定
さ
れ
た
曹
名
を
宛
先
と
し
て
記
入
す
る

(②
)
︒
曹
名
の

指
定
が
な
け
れ
ば
︑
g
け
取
っ
た
�
書
の
書
寫
責
任
者
を
宛
先
と
す
る

(③
)
︒

B

罰
則
規
定

①
へ
の
¿
反
：﹁
弗
吿
﹂

②
へ
の
¿
反
：﹁
吿
而
弗
署
﹂

③
へ
の
¿
反
：﹁
不
署
手
﹂

+

宛
先
を
記
入
し
た
が
︑
何
ら
か
の
理
由
で
差
し
戾
さ
れ
る
：﹁
署
而
I
﹂

一
方
で
︑
や
や
�
\
が
錯
綜
し
て
お
り
︑
L
字
符
號
の
揷
入
が
多
い
こ
と
と

も
相
俟
っ
て
︑
こ
の
條
�
は
複
數
の
規
定
を
無
理
矢
理
に
ま
と
め
た
も
の
で
は

な
い
か
と
い
う
印
象
を
g
け
る
︒
�
③
で
営
べ
た
よ
う
な
︑
脫
字
・
衍
字
が
疑

わ
れ
る
�
以
で
あ
る
︒
�
③
の
或
說
に
從
う
な
ら
︑
本
條
�
の
日
本
語
譯
は
-

の
と
お
り
︒

興
律
︒
お
よ
そ
�
書
で
囘
答
を
求
め
る
場
合
は
︑
必
ず
'
吿
し
て
﹁
某
曹

が
開
封
せ
よ
﹂
と
記
さ
せ
る
︒
囘
答
す
る
者
は
囘
答
�
書
中
﹁
某
が
書
い

た
﹂
と
記
す
︒
'
吿
し
た
の
に
記
さ
ず
︑
記
し
て
も
差
し
戾
さ
れ
た
︑
あ

る
い
は
'
吿
し
な
か
っ
た
︑
あ
る
い
は
書
記
者
を
記
さ
な
か
っ
た
場
合
は
︑

い
ず
れ
も
貲
一
甲
と
す
る
︒

《
二
八
三
︾

〼
□
①

下
縣
�
官
而
弗
治
②

︑
吉

(繫
)
人
而
弗
治
③

︑
盈
五
日
︑
貲
一
盾
︒
�

五
日
到
十
日
︑
貲
一
甲
︒
�
十
日
到
廿
日
︑
貲
二
甲
︑
後
�
盈
十
日
︑
輒
駕

(加
)
一
甲
④

︒

283

(
J1
4
)

【譯
︼⁝

縣
�
の
官
に
下
さ
れ
て
も
取
り
ä
べ
な
い
こ
と
や
︑
人
を
拘
禁
し
て
取
り

ä
べ
な
い
こ
と
が
五
日
に
到
れ
ば
︑
貲
一
盾
︒
五
日
を
こ
え
て
十
日
に
到
れ
ば
︑

貲
一
甲
︒
十
日
を
こ
え
て
二
十
日
に
到
れ
ば
︑
貲
二
甲
︒
そ
の
後
は
十
日
ご
と

に
︑
そ
の
つ
ど
一
甲
を
加
え
る
︒

【
�
︼

①
□
：
殘
っ
た
墨
跡
か
ら
し
て
﹁
書
﹂
字
で
は
な
い
か
と
い
う
\
見
が
出
た
︒
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そ
の
場
合
﹁
治
﹂
は
取
り
ä
べ
で
は
な
く
︑
�
書
の
處
理
を
\
味
す
る
こ

と
に
な
る
︒

書﹅

下﹅

官﹅

︑
官
當
¨
徒
而
留
弗
¨
︑
留
盈
一
日
︑
官
嗇
夫
・
>
b
者
︑
貲
各
一

甲
︑
丞
・
令
・
令


貲
各
一
盾
︒
(嶽
麓
︹
陸
︺
230
～
231
)

②
弗
治
：

下﹅

廷
尉
考
︑
會
赦
︑
不﹅

治﹅

︒
(﹃
漢
書
﹄
景
十
三
王
傳

江
都
易
王
非
)

③
治
：
整
理
小
組
の
釋
讀
に
暫
く
從
っ
た
︒
た
だ
し
︑
墨
跡
が
´
い
も
の
の
︑

上
の
﹁
治
﹂
字
と
は
字
體
が
や
や
衣
な
り
︑﹁
訊
﹂
の
よ
う
に
も
見
え
る
︒

訊﹅

者
七
人
︒
其
一
人
吉﹅

(繫
)
︑
六
人
不
吉

(繫
)
︒
(奏
讞
書
160

案
例
⑱
)

④
盈
五
日
︑
貲
一
盾
⁝
輒
加
一
甲
：
こ
の
超
�
日
數
ご
と
の
處
罰
は
238
～
239
鯵

と
同
じ
で
あ
る
︒

【⁝
9
書
已
具
︼
〼
留
弗
行
︑
盈
五
日
︑
貲
一
盾
︒
五
日
到
十
日
︑
貲
一
甲
︒

�
十
日
到
廿
日
︑
貲
二
甲
︒
後
�
盈
十
日
︑
輒
駕

(加
)
一
甲
︒
(嶽
麓
︹
肆
︺

238
～
239
)

【解
說
︼

鯵
の
上
部
を
缺
き
︑
條
�
ý
體
の
內
容
は
は
っ
き
り
し
な
い
︒﹁
繫
人
而
弗

治
﹂
以
下
は
︑
被
疑
者
等
を
拘
留
し
な
が
ら
取
ä
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
の
科

罰
規
定
で
あ
り
︑
停
滯
し
た
日
數
に
應
じ
て
𠛬
罰
に
當
て
ら
れ
た
︒
從
っ
て

﹁
下
縣
�
官
而
不
治
﹂
も
裁
#
手
續
の
滯
留
を
言
っ
て
い
る
可
能
性
が
ま
ず
考

え
ら
れ
る
が
︑
具
體
�
に
何
が
©
點
に
な
り
︑
ど
の
よ
う
な
手
續
が
遲
れ
て
い

る
の
か
︑
#
然
と
し
な
い
︒
�
①
に
営
べ
た
よ
う
な
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
︒

な
お
︑
取
ä
の
長
R
þ

︱
︱
｢獄
久
｣
︱
︱

が
問
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と

は
︑
嶽
麓
鯵
か
ら
も
う
か
が
い
知
れ
る
︒

●
制
詔
御


︒
聞
獄
多
留
或
至
數
歲
不
決
︑
令
無
辠
者
久
吉

(繫
)
而
�

辠
者
久
留
︑
甚
不
善
︒
其
舉
留
獄
上
之
︒
(
嶽
麓
︹
伍
︺
59
～
60
)

●
辠
人
久
吉

(繫
)
留
不
決
︑
大
費
殹

(也
)
︒
(嶽
麓
︹
伍
︺
78
)

《
二
八
四
～
二
八
七
︾

黔
首
居
貲
贖
責

(債
)
︑
其
父
母
妻
子
同
︻
居
①

責
︼
□
□
〼

284

(
0
5
2
8
)

〼

□
□
許
之
︒
不
可
貣

(
貸
)②
︑
令
自
衣
食
︑
亦
許
︒
隸
臣
妾
老
③

・
病
・

攣
④

・
毋
疣
⑤

・
睆
⑥

・
毋

(
無
)
賴
⑦

︑
縣
官

285

(
0
5
2
7
(
0
)
)

〼
□
□
□
□
爲
隸
臣
妾
而
皆
老
・
毋

(
無
)
賴
︑
縣
官
□
〼

286

(
0
4
6
7
-
1
)

皆
勿
令
囘
⑧

費
日
⑨

︑
以
8
毋

(無
)
病
黔
首
爲
故
⑩

︒
不
從
令
者
︑
貲
丞
・

令

＝

・


⑪

・
執

＝

灋

＝

・
丞
・
卒


各
二
甲
︒

287

(
0
0
1
9
)

【譯
︼黔

首
が
居
貲
贖
債
と
な
り
︑
そ
の
父
母
・
妻
子
や
同
居
す
る
者
に
債
務
が

⁝
⁝
︒

⁝
こ
れ
を
許
可
す
る
︒
貸
す
こ
と
が
で
き
ず
︑
衣
食
を
自
辨
さ
せ
る
場
合
も
︑

ま
た
許
可
す
る
︒
隸
臣
妾
の
う
ち
年
老
い
た
者
︑
病
氣
で
あ
る
者
︑
關
節
に
障

碍
が
あ
る
者
︑
イ
ボ
の
あ
る
者
︑
目
に
障
碍
の
あ
る
者
︑
作
業
す
る
能
力
が
無

い
者
は
︑
官
府
⁝
⁝
︒

⁝
隸
臣
妾
と
な
っ
た
が
︑
い
ず
れ
も
年
老
い
て
い
た
り
︑
作
業
す
る
能
力
が

な
く
︑
官
府
⁝
︒

⁝
い
ず
れ
も
囘
り
�
を
さ
せ
て
日
時
を
空
費
し
て
は
な
ら
ず
︑
病
氣
で
は
な

い
黔
首
に
8
宜
を
圖
る
こ
と
を
旨
と
す
る
︒
令
に
從
わ
な
い
場
合
は
︑
丞
・

令
・
令


・
執
灋
・
執
灋
丞
・
卒


は
そ
れ
ぞ
れ
貲
二
甲
︒
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【
�
︼

①
父
母
妻
子
同
居
：﹁
父
母
妻
子
の
同
居
す
る
者
﹂
と
取
れ
る
用
例
も
あ
る
が
︑

こ
こ
で
は
父
母
妻
子
お
よ
び
同
居
す
る
者
の
こ
と
と
解
釋
し
た
︒

官
嗇
夫
免
︑
復
爲
嗇
夫
︑
而
坐
其
故
官
以
貲
賞

(償
)
9
�
它
責

(債
)
︑
貧

窶
毋

(無
)
以
賞

(償
)
者
︑
稍
減
其
秩
︑
U
食
以
賞

(償
)
之
︑
弗
得
居
︑

其
免
殹

(也
)
︑
令
以
律
居
之
︒
官
嗇
夫
免
︑
效
其
官
而
�
不
備
者
︑
令
與

其
稗
官
分
︑
如
其
事
︒
>
坐
官
以
�
賞

(償
)
︑
未
而
死
︑
9
�
辠

(罪
)
以

收
︑
抉
出
其
分
︒
其
已
分
而
死
︑
9
恆
作
官
府
以
�
責

(債
)
︑
牧
將
公
畜

生
而
殺
・
S
之
︑
未
賞

(償
)
9
居
之
未
備
而
死
︑
皆
出
之
︑
毋
責
妻﹅

・
同﹅

居﹅

︒

金
布

(秦
律
十
八
種
82
～
85
)

>
�
以
治
民
也
︑
能
盡
其
治
則
民
賴
之
︑
故
重
其
祿
︑
�
以
爲
民
也
︒
今
>

六
百
石
以
上
父﹅

母﹅

妻﹅

子﹅

與﹅

同﹅

居﹅

︑
9
故
>
嘗
佩
將
軍
都
尉
印
將
兵
9
佩
二
千

石
官
印
者
︑
家
唯
給
軍
賦
︑
他
無
�
�
與
︒
(﹃
漢
書
﹄
惠
x
紀
)

②
貣
：
整
理
小
組
は
﹁
貲
﹂
に
讀
む
が
︑
圖
版
を
見
る
か
ぎ
り
左
上
に
縱
線
が

無
く
︑
貲
に
は
讀
め
な
い
︒
假
に
﹁
貣

(貸
)
﹂
と
釋
す
も
の
の
︑
\
味

す
る
と
こ
ろ
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
︒

③
老
：
老
人
と
�
定
さ
れ
る
者
︒
一
定
の
基
準
が
あ
る
の
だ
ろ
う
が
︑
秦
代
に

お
け
る
基
準
は
#
然
と
し
な
い
︒

大
夫
以
上
年
五
十
八
︑
不
q
六
十
二
︑
簪
褭
六
十
三
︑
上
�
六
十
四
︑
公
士

六
十
五
︑
公
卒
以
下
六
十
六
︑
皆
爲
免﹅

老﹅

︒
不
q
年
五
十
八
︑
簪
褭
五
十
九
︑

上
�
六
十
︑
公
士
六
十
一
︑
公
卒
・
士
五
(伍
)
六
十
二
︑
皆
爲
睆﹅

老﹅

︒
(二
年

律
令
356
～
357
)

隸
臣
妾
・
城
旦
・
城
旦
舂
司
寇
・
鬼
薪
・
白
粲
9
吉

(繫
)
城
旦
舂
老
・
干

(
癃
)
病
・
毋

(無
)
賴
不
能
作
者
︑
¨
就
食
︒
蜀
守

(嶽
麓
︹
肆
︺
358
)

④
攣
：
關
節
が
曲
が
っ
た
狀
態
︒

�
舉
孰
視
而
笑
曰
︑
先
生
曷
�
︑
巨
�
︑
魋
顏
︑
蹙
齃
︑
膝
攣﹅

[集
解
︑
攣
︑

兩
膝
曲
也
︒
⁝
索
隱
︑
謂
兩
膝
又
攣
曲
也
]︒
吾
聞


人
不
相
︑
殆
先
生
乎
︒

(﹃


記
﹄
蔡
擇
列
傳
)

彪
見
漢
祚
將
i
︑
Ã
稱
腳
攣﹅

不
復
行
︑
積
十
年
︒
(﹃
後
漢
書
﹄
楊
震
傳
)

□
董
閏
︒
迺
三
U
癸
巳
︑
病
攣﹅

右
脛
雍
種

〼

(
居
7
漢
鯵

E
.P
.T
5
3
:
1
4
)

⑤
毋
疣
：
疣
は
イ
ボ
の
こ
と
︒
整
理
小
組
は
﹁
毋
﹂
を
衍
字
で
は
な
い
か
と
す

る
︒
こ
れ
に
從
っ
た
︒

尤

(疣
)
︒
取
敝
蒲
席
若
籍
之
À

(蒻
)
︑
繩
之
︑
戸
燔
其
末
︑
以
久

(灸
)

尤

(疣
)
末
︑
熱
︑
戸
拔
尤

(疣
)
去
之
︒
(馬
王
堆
帛
書

五
十
二
病
方
)

⑥
睆
：
不
詳
︒
字
跡
も
右
d
が
ý
く
見
え
な
い
︒
何
ら
か
の
目
の
障
碍
を
指
す

も
の
か
︒

⑦
毋
賴
：
作
業
す
る
能
力
が
無
い
こ
と
︑
も
し
く
は
そ
う
し
た
人
閒
の
總
稱
︒

�
x
曰
︑
>
不
當
若
是
à
︒
尉
無﹅

賴﹅

︒
乃
詔
釋
之
拜
嗇
夫
爲
上
林
令
︒﹇
集

解
︑
張
晏
曰
︑
才
無
可
恃
︒﹈
(﹃


記
﹄
張
釋
之
馮
�
列
傳
)

隸
臣
妾
・
城
旦
・
城
旦
舂
司
寇
・
鬼
薪
・
白
粲
9
吉

(繫
)
城
旦
舂
老
・
干

(
癃
)
病
・
毋﹅

(無
)
賴﹅

不﹅

能﹅

作﹅

者﹅

︑
¨
就
食
︒
蜀
守

(嶽
麓
︹
肆
︺
358
)

●
東
郡
守
言
︑
東
郡
多
食
︑
食
賤
︑
徒
隸
老
・
干

(
癃
)
病
・
毋﹅

(無
)
賴﹅

縣
官
當
就
食
者
︑
p
止
︑
勿
`
就
食
︒
它
�
等
比
︒
●
制
曰
可
︒
(嶽
麓

︹
肆
︺
360
)

⑦
囘
：
囘
り
�
︑
迂
囘
︒
167
～
168
鯵
�
⑫
參
照
︒

當
行
市
中
者
︑
囘﹅

︑
勿
行
︒
(
秦
律
十
八
種
147
～
148
)
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⑧
費
日
：
日
時
を
空
費
す
る
こ
と
︒
244
～
247
鯵
�
⑰
參
照
︒

⑩
以
8
無
病
黔
首
爲
故
：
整
理
小
組
の
句
讀
を
大
き
く
改
め
た
︒﹁
以
～
爲
故
﹂

と
い
う
句
形
は
嶽
麓
鯵
に
も
見
え
る
︒

以
漢
�
×
臣
錯
︑
無
功
天
下
︑
�
奪
諸
侯
之
地
︑
4
>
云
繫
訊
治
︑
以﹅

�
辱

之
爲﹅

故﹅

[孟
康
曰
︑
故
︑
事
也
︒
師
古
曰
︑
言
專
以
�
辱
諸
侯
爲
事
業
︒
]︑

⁝

(﹃
漢
書
﹄
吳
王
濞
傳
)

謹

爲
職

(識
)
別
衣
・
衣

臧

(藏
)
︑
以﹅

絜

(
�
)
p

(
淸
)
爲﹅

故﹅

︒
(嶽
麓

︹
陸
︺
97
)

⑪
令

＝



：
整
理
小
組
は
﹁
令


﹂
と
釋
讀
す
る
が
︑
令
と


の
閒
に
空
閒
が

あ
り
︑
墨
跡
は
見
え
な
い
も
の
の
︑
他
例
か
ら
し
て
﹁
令
﹂
字
の
下
に
重

�
符
號
が
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
︒

黔
首
居
田
舍
者
毋
敢
醯
︿
五

(
酤
)
﹀
酒
︑
不
從
令
者
䙴

(


)
之
︑
田
嗇

夫
・
>
・
>

部
弗
得
︑
貲
各
二
甲
︑
丞
・
令
・
令


︑
各
一
甲
︒
(嶽
麓

︹
肆
︺
115
)

【解
說
︼

整
理
小
組
は
こ
の
四
鯵
が
一
つ
の
條
�
を
�
成
す
る
と
見
な
し
て
い
る
よ
う

で
︑
確
か
に
285
・
286
鯵
に
は
﹁
隸
臣
妾
﹂﹁
老
﹂﹁
無
賴
﹂
な
ど
︑
共
'
す
る
�

語
が
現
れ
る
︒
だ
が
先
頭
に
置
か
れ
る
284
鯵
は
後
續
す
る
鯵
と
の
關
連
性
が
À

く
︑
出
土
位
置
の
n
い
鯵
が
暫
定
�
に
�
置
さ
れ
て
い
る
印
象
を
g
け
る
︒
そ

れ
以
外
の
鯵
の
�
後
關
係
も
︑
斷
鯵
の
た
め
に
確
と
せ
ず
︑
暫
く
一
鯵
ご
と
に

譯
出
し
た
︒

285
・
286
鯵
は
︑
樣
々
な
理
由
で
'
常
の
作
業
に
就
け
な
い
隸
臣
妾
に
關
わ
る

規
定
の
よ
う
で
あ
る
︒
�
⑦
に
引
い
た
嶽
麓
鯵
が
営
べ
る
と
お
り
︑
勞
役
に
耐

え
ら
れ
な
い
𠛬
徒
が
蜀
に
�
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
の
で
︑
287
鯵
が
286

鯵
に
接
續
す
る
な
ら
︑
そ
う
し
た
𠛬
徒
の
移
�
に
時
閒
を
取
ら
れ
て
︑
一
般
民

に
不
8
を
強
い
る
こ
と
が
な
い
よ
う
命
じ
て
い
る
條
�
か
と
推
測
さ
れ
る
︒
蜀

へ
の
移
�
は
郡
を
越
え
た
も
の
に
な
る
の
で
︑
執
法
や
卒


が
科
罰
對
象
と

な
っ
て
い
る
の
に
も
符
合
す
る
︒

《
二
八
八
︾

死
︑
皆
毋

(無
)
父
母
妻
子
同
居
責
殹

(也
)①
︑
出
②

之
︒
�
等
比
③

︒288

(
0
5
5
7
)

【譯
︼⁝

死
S
し
︑
い
ず
れ
も
父
母
・
妻
子
や
同
居
し
て
い
る
者
の
な
か
に
債
務
を

�
う
者
が
い
な
け
れ
ば
︑
こ
れ
を
帳
½
し
に
す
る
︒
類
似
の
事
例
が
あ
れ
ば
︑

同
樣
に
す
る
︒

【
�
︼

①
皆
無
父
母
妻
子
同
居
責
也
：
故
人
の
債
務
を
�
う
べ
き
親
族
が
ま
っ
た
く
い

な
い
場
合
を
指
す
︑
條
件
節
と
し
て
譯
出
し
た
︒
し
か
し
︑﹁
皆
無
～
也
﹂

と
い
う
句
形
が
條
件
節
と
し
て
4
用
さ
れ
る
こ
と
が
法
�
中
に
は
ほ
と
ん

ど
無
く
︑﹁
い
ず
れ
も
～
が
責
め
ら
る
る
こ
と
な
く
﹂
と
譯
す
べ
き
で
は

な
い
か
と
の
案
も
出
た
︒

②
出
：
債
務
や
費
用
を
帳
½
し
に
す
る
こ
と
︒
268
～
270
鯵
�
⑧
參
照
︒

③
�
等
比
：
它
�
等
比
と
も
︒﹁
等
�
ら
ば
比
せ
﹂︑
す
な
わ
ち
類
似
の
事
案
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(=

｢等
﹂
)
が
生
じ
た
場
合
は
︑
本
條
�
を
�
用
す
べ
き
こ
と
を
指
示
す
る

定
型
句
で
あ
ろ
う
︒

囂
園
・
宜
深
�
斗
食
嗇
夫
・


各
一
人
︑
毋
與
相
襍
稍
廩
U
食
者
︒
賣
番
息

子
�
以
爲
□
□
物
9
它
當
賣
買
者
︑
令
相
監
︑
毋

(無
)
律
令
︒
議
︑
令
囂

園
・
宜
深
嗇
夫
若


相
襍
監
︑
坐
如
監
令


︑
它﹅

�﹅

等﹅

比﹅

︒
(嶽
麓
︹
肆
︺
341

～
342
)

●
東
郡
守
言
︑
東
郡
多
食
︑
食
賤
︑
徒
隸
老
・
干

(
癃
)
病
・
毋

(無
)
賴
︑

縣
官
當
就
食
者
︑
p
止
︑
勿
`
就
食
︒
它﹅

�﹅

等﹅

比﹅

︒
●
制
曰
可
︒
(嶽
麓

︹
肆
︺
360
)

其
爲
士
五

(伍
)
・
庶
人
者
︑
處
蒼
梧
︑
蒼
梧
守
均
處
少
人
�
︑
疑
S
者
︑

戒

(械
)
膠
致
桎
傳
之
︑
其
夫
妻
子
欲
與
︑
皆
許
之
︒
�﹅

等﹅

比﹅

︒
(嶽
麓
︹
伍
︺

17
～
18
)

●
令
曰
︑
叚

(假
)
廷


・
諸
倳

(
4
)
�
縣
官
事
給
殹

(也
)
︑
其
出
縣
畍

(界
)
者
︑
令
乘
倳

(
4
)
馬
︑
它
�
等
殹

(也
)
︒
卒


・
屬
・
尉
佐
〼
乘

比
叚

(假
)
廷


・
卒


�
獄
乘
倳

(
4
)
馬
者
︑
它﹅

�﹅

等﹅

比﹅

︒
(嶽
麓
︹
伍
︺

263
～
264
)

●
泰
山
守
言
︑
⁝
︒
丞
相
議
︑
年
未
盈
八
歲
者
令
寄
長
其
父
母
・
親
�
︑
盈

八
歲
輒
輸
之
如
令
︒
琅
à

(
琊
)
郡
比﹅

︒
●
十
三
〼

(嶽
麓
︹
伍
︺
73
～
75
)

●
魚

(漁
)
陽
外
�
□
賃
□
□
□
□
以
其
故
懷
︑
疑
它
縣
官
�﹅

等﹅

︒
(嶽
麓

︹
肆
︺
305
)

【解
說
︼

整
理
小
組
は
287
鯵
と
288
鯵
と
の
閒
に
缺
鯵
を
想
定
す
る
︒
287
鯵
の
下
部
に
は

空
白
が
あ
る
の
で
︑
條
�
は
287
鯵
で
い
っ
た
ん
i
わ
り
︑
本
鯵
は
そ
れ
と
は
別

の
條
�
の
末
尾
な
の
で
あ
ろ
う
︒

先
行
す
る
鯵
を
缺
き
︑
正
確
な
內
容
は
不
!
だ
が
︑
死
S
者
の
債
務
を
`
族

か
ら
取
り
立
て
ず
︑
帳
½
し
に
す
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
規
定
す
る
條
�
ら
し
い
︒

こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
︑
�
①
で
営
べ
た
と
お
り
︑
債
務
を
�
代
わ
り
で
き
る
親

族
が
い
な
け
れ
ば
︑
死
者
の
債
務
は
½
滅
す
る
と
解
釋
し
た
︒
一
方
で
︑
�
條

の
�
①
に
引
い
た
秦
律
十
八
種
82
～
85
の
よ
う
に
︑
た
と
え
`
族
が
い
て
も
︑

死
者
の
債
務
が
引
き
繼
が
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
存
在
す
る
︒
む
し
ろ
引
き
繼
が
れ

な
い
の
が
原
則
で
あ
り
︑﹁
皆
無
父
母
妻
子
同
居
責
也
﹂
は
﹁
い
ず
れ
も
親
族

か
ら
取
り
立
て
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
﹂
と
い
う
�
提
を
営
べ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
︑
と
の
別
案
が
出
た
�
以
で
あ
る
︒

《
二
八
九
︾

■
泰
上
皇
①

元
年
以
�
︑
隸
臣
妾
9
□
□
□
□
〼

289

(
0
4
7
9
)

【譯
︼泰

上
皇
元
年
以
�
に
︑
隸
臣
妾
9
び
⁝
⁝
︒

【
�
︼

①
泰
上
皇
：
秦
莊
襄
王
の
こ
と
︒

莊
王
爲
泰﹅

上﹅

皇﹅

︒
(里
耶
秦
鯵
⑧
4
6
1
)

�
�
莊
襄
王
爲
太﹅

上﹅

皇﹅

︒
(﹃


記
﹄
始
皇
本
紀
)

【解
說
︼

｢泰
上
皇
﹂
の
呼
稱
は
嶽
麓
鯵
に
他
に
も
見
え
る

(嶽
麓
︹
肆
︺
325
︑
329
)
︒
條

�
の
書
寫
年
代
を
推
定
す
る
上
で
貴
重
な
手
が
か
り
で
あ
る
︒
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《
二
九
○
～
二
九
一
︾

責

(債
)
9
司
寇
踐
q
①

者
不
足
︑
乃
¨
城
旦
・
鬼
薪
�
□
②

不
疑
S
者
③┐

︒

¨
之
不
如
令
︑
或
□
殺
9
□
□
□
□
〼

290

(
0
3
2
6
)

而
>
b
¨
者
︑
貲
各
二
甲
︑
丞
・
令
・

＝



各
一
甲
︒

291

(
0
3
2
4
)

【譯
︼⁝

債
お
よ
び
司
寇
で
輪
番
に
當
た
っ
て
い
る
者
が
不
足
す
れ
ば
︑
城
旦
や
鬼

薪
で
⁝
が
あ
っ
て
Õ
S
の
恐
れ
が
な
い
者
を
�
¨
す
る
︒
こ
れ
ら
の
者
を
�
¨

す
る
に
當
た
っ
て
令
の
'
り
に
し
な
い
︑
或
い
は
⁝
⁝
殺
し
︑
お
よ
び
⁝
︒
⁝
�

¨
を
擔
當
し
た
>
は
そ
れ
ぞ
れ
貲
二
甲
︑
丞
・
令
・
令


は
そ
れ
ぞ
れ
貲
一
甲
︒

【
�
︼

①
踐
q
：
輪
番
¼
代
で
役
務
に
就
く
こ
と
︒
17
～
18
鯵
�
④
參
照
︒

②
□
：
右
側
は
﹁
重
﹂
の
よ
う
に
見
え
る
︒

③
不
疑
S
者
：
Õ
S
の
恐
れ
が
無
い
者
︒

毋
得
免
赦
︑
皆
盜
戒

(械
)
膠
致
桎
傳
之
︒
其
爲
士
五

(伍
)
・
庶
人
者
︑
處

蒼
梧
︑
蒼
梧
守
均
處
少
人
�
︑
疑﹅

S﹅

者﹅

︑
戒

(械
)
膠
致
桎
傳
之
︑
其
夫
妻

子
欲
與
︑
皆
許
之
︒
�
等
比
︒
(嶽
麓
︹
伍
︺
17
～
18
)

【解
說
︼

整
理
小
組
は
290
鯵
の
�
に
缺
鯵
を
想
定
す
る
︒
290
鯵
と
291
鯵
は
出
土
位
置
が

n
く
︑﹁
¨
﹂
字
が
兩
者
に
見
え
る
こ
と
か
ら
︑
接
續
す
る
可
能
性
は
確
か
に

考
え
ら
れ
る
︒
內
容
は
︑
何
ら
か
の
用
務
に
�
¨
す
る
𠛬
徒
の
優
先
順
位
に
關

す
る
も
の
の
よ
う
だ
が
︑
290
鯵
の
下
d
は
字
跡
も
は
っ
き
り
せ
ず
︑
詳
細
は
不

!
︒

《
二
九
二
～
二
九
三
︾

□
①

給
日
②

9
諸
從
事
③

縣
官
・
作
④

縣
官
︑
9
當
戍
故
徼
⑤

而
老
病
︻
作
︼
居

縣
⑥

︑
坐
妬
⑦

入
舂
⑧

︑
篤
貧
不
能
自
食
︑
皆
食

292

(
J4
4
)

縣
官
而
益
展
⑨

其
日
以
當
食
︑
如
居
貲
責

(債
)
︒

293

(
0
7
0
5
)

【譯
︼⁝

決
め
ら
れ
た
日
數
分
の
勞
役
を
行
っ
た
り
︑
お
よ
そ
官
府
で
職
務
に
就
い

た
り
︑
官
府
で
作
業
に
就
い
た
り
︑
故
徼
で
戍
役
に
就
く
べ
き
と
こ
ろ
︑
老
・

病
で
あ
っ
て
本
籍
地
で
勞
働
し
て
い
た
り
︑
嫉
妬
深
い
と
い
う
廉
で
穀
物
の
脫

穀
に
從
事
し
た
り
し
て
い
る
者
が
︑
非
常
に
貧
し
く
て
食
糧
を
自
辨
で
き
な
い

と
き
は
︑
い
ず
れ
も
食
糧
が
官
給
さ
れ
︑
食
糧
を
供
給
し
た
R
閒
に
應
じ
て
勞

働
R
閒
を
7
長
す
る
こ
と
︑
居
貲
債
と
同
樣
に
す
る
︒

【
�
︼

①
□
：
整
理
小
組
は
﹁︻
諸
︼﹂
と
す
る
が
︑
字
跡
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
︒
�

]
の
う
え
で
も
﹁
諸
⁝
9
諸
⁝
﹂
と
﹁
諸
﹂
字
が
繰
り
�
さ
れ
る
の
は
不

自
然
で
あ
る
︒

②
給
日
：
決
め
ら
れ
た
日
數
分
の
勞
役
を
行
う
こ
と
︒
拾
日
と
'
じ
る
も
の
か
︒

拾
日
に
つ
い
て
は
184
～
185
鯵
�
⑦
參
照
︒

●
戍
律
曰
︑
戍
者
U
q
︒
君
子
守
官
四
旬
以
上
爲
除
戍
一
q
︒
¨
戍
︑
同
居

毋
竝
行
︒
不
從
律
︑
貲
二
甲
︒
戍
在
署
︑
父
母
・
妻
死
︑
¨
歸
葬
︒
吿
縣
︑

縣
令
拾﹅

日﹅

︒
䌛

(徭
)
發
︑
親
父
母
・
泰
父
母
・
妻
・
子
死
︑
¨
歸
葬
︒
已
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葬
︑
輒
聶

(躡
)
以
B
其
䌛

(徭
)
︒
(嶽
麓
︹
肆
︺
184
～
185
)

�
貲
贖
責

(債
)
拾﹅

日﹅

而
身
居
︑
其
居
縣
官
者
︑
縣
節

(
戸
)
�
䌛

(徭
)

戍
︑
其
等
當
得
出
︑
令
䌛

(徭
)
戍
︒
䌛

(徭
)
戍
已
︑
輒
復
居
︒
(嶽
麓

︹
肆
︺
250
～
251
)

弗
與
從
給﹅

其
事
一
日﹅

︑
□
取
□
□
□
(里
耶
秦
鯵
⑧
1
5
6
7
)

〼
去
徒
食
︑
弗
與
從
︑
給﹅

其
事
二
日﹅

︒
它
如
吿
︒
(里
耶
秦
鯵
⑧
1
6
0
5
)

②
從
事
：
職
務
に
就
く
こ
と
︒
𠛬
徒
な
ど
に
限
ら
ず
︑
官
>
が
官
府
で
職
務
を

行
う
こ
と
も
含
む
︒

隸
臣
妾
其
從﹅

事﹅

公
︑
隸
臣
U
禾
二
石
︑
隸
妾
一
石
d
︒
其
不
從
事
︑
勿
稟
︒

(秦
律
十
八
種
49
)

>
從﹅

事﹅

于
官
府
︑
當
坐
伍
人
不
當
︒
不
當
︒
(法
律
答
問
155
)

③
作
：
勞
役
に
就
く
こ
と
︒
整
理
小
組
は
居
作
の
こ
と
と
す
る
が
︑
居
作
の
\

味
で
は
﹁
居
﹂
が
4
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
︒﹁
作
﹂
は
﹁
從
事
﹂
と
比

べ
︑
よ
り
肉
體
勞
働
の
\
味
合
い
が
強
い
も
の
か
︒

隸
臣
妾
其
從﹅

事﹅

公
︑
隸
臣
U
禾
二
石
︑
隸
妾
一
石
d
︒
其
不
從
事
︑
勿
稟
︒

小
城
旦
︑
隸
臣
作﹅

者
︑
U
禾
一
石
d
石
︑
未
能
作﹅

者
︑
U
禾
一
石
︒
(秦
律
十

八
種
49
)

隸
臣
妾
9
諸
當
作﹅

縣
︻
�
︼
官
者
・
僕
・
庸
︑
爲
它
作
務
︑
其
錢
財
當
入
縣

�
官
而
逋
未
入
去
S
者
︑
�

(
印
)
坐
逋
錢
財
臧
︑
與
盜
同
灋
︒
(嶽
麓
︹
肆
︺

68
～
69
)

>
民
S
︑
盈
卒
歲
︑
耐
︑
不
盈
卒
歲
︑
吉

(繫
)
城
旦
舂
︑
公
士
・
公
士
妻

以
上
作﹅

官
府
︑
皆
償
S
日
︒
(二
年
律
令
157
)

④
當
戍
故
徼
而
老
病
︻
作
︼
居
縣
：
瓜
一
以
�
の
秦
と
六
國
の
境
界
で
あ
る
故

徼
に
お
け
る
戍
役
が
︑
居
縣
で
の
勞
働
に
よ
っ
て
代
替
さ
れ
る
こ
と
は
271

～
275
鯵
�
⑬
を
參
照
︒
ま
た
こ
の
鯵
を
參
考
に
︑﹁
居
縣
﹂
の
�
に
﹁
作
﹂

一
字
を
脫
字
と
し
て
補
っ
た
︒

居
貲
贖
責

(債
)
拾
日
・
坐
辠

(罪
)
人
以
作
官
府
9
當﹅

戍﹅

故﹅

徼﹅

�﹅

故﹅

而﹅

作﹅

居﹅

縣﹅

者
歸
田
農
︑
穜
時
・
治
苗
時
・
檴

(穫
)
時
各
二
旬
︒
(嶽
麓
︹
肆
︺
274

～
275
)

⑥
坐
妬
：
嫉
妬
が
高
じ
て
罪
を
犯
す
こ
と
か
︒
あ
る
い
は
︑
嫉
妬
す
る
こ
と
自

體
が
咎
め
ら
れ
︑
苦
役
に
就
け
ら
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒

だ
が
︑
嫉
妬
深
い
こ
と
は
女
性
を
離
緣
す
る
理
由
と
は
さ
れ
る
も
の
の
︑

そ
れ
自
體
を
犯
罪
と
し
た
例
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
見
ら
れ
な
い
︒

初
︑
叔
向
之
母
妒
叔
虎
之
母
美
而
不
4
︑
其
子
皆
諫
其
母
︒
(﹃
春
秋
左
氏
傳
﹄

襄
公
二
十
一
年
)

項
羽
妒
賢
嫉
能
︑
�
功
者
É
之
︑
賢
者
疑
之
︑
戰
�
而
不
予
人
功
︑
得
地
而

不
予
人
利
︑
此
�
以
失
天
下
也
︒
(﹃


記
﹄
高
祖
本
紀
)

女
無
美
惡
︑
入
室
見
妒
︑
士
無
賢
不
�
︑
入
á
見
嫉
︒
(﹃


記
﹄
外
戚
列
傳
)

⑦
入
舂
：
穀
物
脫
穀
の
勞
役
に
從
事
す
る
こ
と
︒
こ
の
﹁
舂
﹂
は
勞
役
𠛬
名
で

は
な
く
︑
作
業
名
で
あ
ろ
う
︒
24
～
28
鯵
に
は
﹁
舂
せ
し
め
て
出
す
勿

れ
﹂
と
あ
り
︑
こ
ち
ら
の
﹁
舂
﹂
も
作
業
名
で
あ
る
︒
い
ず
れ
も
﹁
出
﹂

﹁
入
﹂
と
い
う
動
作
を
­
い
︑
特
定
の
作
業
場
で
罰
勞
働
に
就
け
る
措
置

か
と
思
わ
せ
る
︒

■
S
不
仁
邑
里
・
官
︑
毋
以
智

(
知
)
何
人
殹

(
也
)
︑
中
縣
�
官
詣
咸
陽
︑

郡
︻
縣
︼
�
詣
其
郡
都
縣
︑
皆
吉
城
旦
舂
︑
槫
作
倉
吿

(
窖
)
︑
令﹅

舂﹅

勿﹅

出﹅

︑

將
司
之
如
城
旦
舂
︒
其
小
年
未
盈
十
四
歲
者
︑
槫
作
︑
事
之
如
隸
臣
妾
然
︒

令
人
智

(知
)
其
�
︑
爲
人
識
︑
而
以
律
論
之
︒
其
奴
婢
之
毋
罪
者
殹

(也
)
︑
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黥
其
牽
︿
顏
﹀
頯
︑
畀
其
b
︒
咸
陽
9
郡
都
縣
恆
以
計
時
上
不
仁
邑
里
9
官

者
數
獄
屬
�
執
灋
︑
縣
�
官
別
之
︑
且
令
都
>
時
�
治
之
︑
以
論
失
者
︒
�

治
之
而
戸
言
p

(
¹
)
者
︑
以
自
出
律
論
之
︒
(嶽
麓
︹
肆
︺
24
～
28
)

⑧
益
展
：
日
時
を
7
長
す
る
こ
と
︒
官
給
さ
れ
た
食
糧
を
錢
に
奄
算
し
︑
そ
れ

を
勞
働
で
償
J
す
べ
く
勞
役
日
數
が
7
長
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
︒

令
冬
U
益﹅

展﹅

一
U
︐
足
吾
事
矣
︒
(﹃


記
﹄
�
>
列
傳
)

廿
八
年
七
U
戊
戌
朔
癸
卯
︑
尉
守
竊
敢
之
︒
洞
庭
尉
¨
巫
居
貸
公
卒
安
成
徐

署


陵
︒
今
徐
以
壬
寅
事
︑
謁
令
倉
貣
食
︑
移
尉
以
展﹅

W
日
︒
敢
言
之
︒
七

U
癸
卯
︑


陵
守
丞
膻
之
吿
倉
b
︑
以
律
令
從
事
︒
�
手
︒
戸
徐
□
入
□

(里
耶
秦
鯵
⑧
1
5
6
3
)

僅

(應
)
令
9
書
�
問
且
弗
僅

(應
)
︑
弗
僅

(應
)
而
云
當
坐
之
狀
何
如
︒

其
謹
桉

(案
)
致
︑
q
上
︑
奏


展﹅

´

(
«
)
留
日
︑
毋
�
卻
它
︒
(里
耶
秦

鯵
⑧
1
5
6
4
)

【解
說
︼

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
勞
役
に
就
け
ら
れ
る
者
は
︑
貧
困
の
た
め
に
食
糧
を
自
辨

で
き
な
い
場
合
に
は
官
給
を
g
け
ら
れ
る
も
の
の
︑
g
給
額
に
應
じ
て
勞
役
R

閒
が
7
長
さ
れ
︑
そ
の
勞
役
に
よ
り
官
給
分
を
償
J
す
る
必
_
が
あ
っ
た
︒
居

貲
贖
債
と
同
樣
に
︑
一
日
の
勞
働
が
八
錢

(給
食
を
g
け
る
場
合
は
六
錢
)
に
奄

算
さ
れ

(秦
律
十
八
種
133
～
140
︑
嶽
麓
︹
肆
︺
257
～
258
)
︑
�
濟
に
必
_
な
日
數
だ

け
餘
計
に
勞
役
に
就
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
︒

條
�
の
冒
頭
に
は
︑
さ
ま
ざ
ま
な
勞
役
從
事
者
が
列
擧
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
が
︑﹁
給
日
﹂﹁
從
事
﹂﹁
作
﹂
の
\
味
內
容
に
如
何
な
る
差
衣
が
あ
る
の
か
︑

は
っ
き
り
し
な
い
︒
整
理
小
組
は
冒
頭
の
一
字
を
﹁
諸
﹂
と
す
る
も
の
の
︑
�

①
に
営
べ
た
と
お
り
こ
の
釋
字
に
は
問
題
が
あ
る
︒
こ
の
鯵
に
先
行
す
る
鯵
が

失
わ
れ
て
お
り
︑
そ
の
た
め
に
條
�
の
\
味
內
容
が
は
っ
き
り
し
な
い
の
か
も

し
れ
な
い
︒

《
二
九
四
︾

〼
□
居
貲
贖
①

Ø
賞
②

〼

294

(
0
0
9
9
-
2
)

【譯
︼⁝

勞
役
に
よ
っ
て
貲
や
贖
を
荏
拂
っ
た
り
︑
Ø
賞
⁝

【
�
︼

①
居
貲
贖
：﹁
居
﹂
は
働
い
て
�
濟
す
る
こ
と
︒
257
～
261
鯵
�
②
參
照
︒﹁
居
貲

贖
﹂
と
は
勞
役
に
よ
り
貲
・
贖
を
荏
拂
う
こ
と
︒

②
Ø
賞
：
賞
金
︑
ほ
う
び
︒

●
制
詔
丞
相
・
御


︒
兵
事
畢
矣
︒
諸
當
得
Ø﹅

賞﹅

・
貰
責

(債
)
者
︑
令
縣

皆
亟
予
之
︒
(嶽
麓
︹
肆
︺
308
)

非
群
盜
也
︑
皆
勿
Ø
賞
︒
捕
罪
人
弗
當
︑
以
得
Ø﹅

賞﹅

而
移
予
它
人
︑
9
詐
僞
︑

皆
以
取
Ø
賞
者
坐
臧

(贓
)
爲
盜
︒
(二
年
律
令
155
)

敞
到
膠
東
︑
!
設
Ø﹅

賞﹅

︑
開
羣
盜
令
相
捕
斬
除
罪
︒
(﹃
漢
書
﹄
張
敞
傳
)

【解
說
︼

本
鯵
は
�
後
の
鯵
と
は
衣
な
る
束
に
屬
し
︑
出
土
位
置
が
離
れ
る
︒
293
鯵
に

﹁
如
居
貲
責
﹂
が
見
え
る
こ
と
か
ら
こ
の
位
置
に
揷
入
さ
れ
た
も
の
か
︒
墨
跡

も
模
糊
と
し
て
お
り
︑﹁
賞
﹂
字
以
外
は
#
然
と
し
な
い
︒
釋
讀
の
と
お
り
だ

と
﹁
居
貲
贖
﹂
に
續
く
﹁
Ø
賞
﹂
は
動
詞
で
讀
み
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
︒

嶽麓書院�藏鯵《秦律令 (壹)》譯�稿 その (四)
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《
二
九
五
～
二
九
六
︾

■
諸
故
同
里

＝

門
①

而
別
爲
數
里
者
︑
皆
復
同
②

以
爲
一

＝

里

＝

︒
�
百
③

而
可
隔

垣
④

益
爲
門
者
︑
分
以
爲
二
里
︒
□

295

(
0
4
6
6
)

〼
□
出
歸
里
中
︑
里
夾
里
門
⑤

者
︑
□
車
馬
︑
衷
爲
門
介

(界
)⑥
︑
q
令
相
n

者
・
□
⑦

者
相
同
里
︒

296

(
0
9
4
4
)

【譯
︼お

よ
そ
も
と
も
と
里
と
里
門
を
同
じ
く
し
て
お
り
な
が
ら
︑
個
別
に
複
數
の

里
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
︑
い
ず
れ
も
ふ
た
た
び
合
わ
せ
て
一
つ
の
里
に
す
る
︒

一
つ
の
里
が
百
戶
を
超
え
て
い
て
︑
垣
で
隔
て
て
門
を
增
や
せ
る
場
合
は
︑
分

け
て
二
つ
の
里
に
す
る
︒

⁝
出
て
里
中
に
も
ど
る
︒
里
が
里
門
を
あ
い
だ
に
挾
ん
で
い
る
場
合
は
︑
⁝

車
⁝
︑
中
央
に
門
の
境
界
を
設
け
︑
改
め
て
互
い
に
n
接
す
る
者
や
⁝
者
を
同

じ
里
と
さ
せ
る
︒

【
�
︼

①
同
里
・
里
門
：
一
つ
の
里
を
形
成
し
︑
一
つ
の
里
門
を
4
用
す
る
こ
と
︒
'

常
︑
里
の
門
は
一
箇
�
の
み
と
い
う
の
が
原
則
で
あ
ろ
う
が
︑
實
際
に
は

複
數
の
里
が
一
つ
の
門
を
共
�
し
た
り

(
�
⑤
な
ら
び
に
︻
解
說
︼
參
照
)
︑

一
つ
の
里
に
複
數
の
門
が
あ
る
場
合
も
あ
っ
た
の
で
︑﹁
里
と
里
門
を
同

じ
く
す
る
﹂
と
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
︒

公
大
夫
以
上
擅
�
門
者
附
其
旁
里
︑
旁
里
典
・
老
坐
之
︒
(嶽
麓
︹
肆
︺
143
)

舍
在
里
中
二
門
東
入
︒
(居
7
漢
鯵

2
8
2・
5
)

②
同
：
あ
わ
せ
る
︒
た
す
︒

●
�
曰
︑
以
二
斗
七
升
者
同﹅

一
斗
︑
卅
七
也
爲
法
︒
(算
數
書
67
)

③
百
：
百
戶
︒

州
者
謂
之
�
︒
不
滿
�
者
謂
之
里
︒
故
百
家
爲
里
︑
里
十
爲
�
︑
�
十
爲
州
︑

州
十
爲
都
︑
都
十
爲
霸
國
︒
(﹃
管
子
﹄
度
地
)

五
家
爲
鄰
︑
五
鄰
爲
里
︑
四
里
爲
族
︑
五
族
爲
黨
︑
五
黨
爲
州
︑
五
州
爲
鄕
︒

鄕
︑
萬
二
千
五
百
戶
也
︒
(﹃
漢
書
﹄
食
貨
志
)

臣
印
聞
古
之
制
邊
縣
以
備
敵
也
︑
4
五
家
爲
伍
︑
伍
�
長
︒
十
長
一
里
︑
里

�
假
士
︒
(﹃
漢
書
﹄
鼂
錯
傳
)

●
尉
卒
律
曰
︑
里
自
卅
戶
以
上
置
典
・
老
各
一
人
︑
不
盈
卅
戶
以
下
︑
8
利
︑

令
與
其
旁
里
共
典
・
老
︑
其
不
8
者
︑
予
之
典
而
勿
予
老
︒
(嶽
麓
︹
肆
︺
142

～
143
)

④
垣
：
か
き
ね
︑
塀
︒

垣
︑
牆
也
︒
(﹃
說
�
解
字
﹄
十
三
�
下
)

越
里
中
之
與
它
里
界
者
︑
垣
爲
完

(
院
)
不
爲
︒
巷
相
直
爲
院
︑
宇
相
直
者

不
爲
院
︒
(法
律
答
問
186
)

⑤
里
夾
里
門
：
里
が
里
門
を
左
右
か
ら
挾
む
︒
垣
に
圍
ま
れ
た
區
畫
內
に
二
つ

の
里
が
存
在
し
︑﹁
共
�
す
る
一
つ
の
里
門
を
挾
ん
で
い
る
﹂
狀
態
の
こ

と
か
︒︻
解
說
︼
參
照
︒

印
出
百
餘
騎
Ë
來
馳
城
下
︑
步
兵
百
餘
人
夾
門
魚
鱗
陳
︑
!
"
用
兵
︒
(﹃
漢

書
﹄
陳
湯
傳
)

⑥
衷
爲
門
界
：
整
理
小
組
は
﹁
衷
﹂
を
﹁
�
切
﹂
の
\
と
す
る
︒
だ
が
こ
こ
で

は
暫
く
﹁
中
央
で
分
け
る
﹂
の
\
と
し
︑
ý
體
と
し
て
︑
二
つ
の
里
が
共

�
す
る
里
門
を
﹁
中
央
で
區
切
る
﹂
こ
と
と
解
釋
し
た
︒

^
之
不
衷
︑
身
之
災
也
︒﹇
�
︑
衷
c
�
也
︒﹈
(﹃
春
秋
左
氏
傳
﹄
僖
公
二
四
年
)
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衷
戎
師
︑
�
後
擊
之
︒
(﹃
春
秋
左
氏
傳
﹄
隱
公
九
年
)

⑦
□
：
整
理
小
組
は
﹁
n
﹂
と
釋
字
す
る
が
︑
上
の
﹁
n
﹂
と
は
字
形
を
や
や

衣
に
す
る
︒
ま
た
﹁
n
者
n
者
﹂
で
あ
れ
ば
﹁
n

＝

者

＝

﹂
と
書
く
の
が

'
例
で
あ
る
︒
暫
く
不
!
と
し
た
が
︑
も
し
も
こ
の
字
が
﹁
n
﹂
で
あ
れ

ば
︑
二
度
目
の
﹁
n
者
﹂
は
衍
字
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
︒

【解
說
︼

295
～
296
︑
お
よ
び
-
の
297
～
299
は
い
ず
れ
も
里
と
里
門
の
管
理
に
關
わ
る
內

容
を
持
ち
︑
か
つ
0
綴
紐
の
位
置
も
共
'
す
る
︒
だ
が
296
鯵
の
下
端
に
は
空
白
が

あ
る
の
で
︑
ひ
と
ま
ず
296
鯵
で
區
切
っ
た
︒
ま
た
鯵
の
斷
裂
に
よ
り
︑
295
鯵
と
296

鯵
が
連
續
す
る
か
ど
う
か
も
定
か
で
な
い
︒
背
面
に
劃
線
は
�
め
ら
れ
な
い
︒

295
鯵
は
里
の
分
割
に
つ
い
て
の
規
定
︒
一
里
の
人
口
が
百
戶
を
超
え
て
い
て
︑

さ
ら
に
里
の
內
部
を
區
切
っ
て
里
門
を
增
設
し
︑
二
つ
の
里
が
そ
れ
ぞ
れ
里
門

を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
な
ら
︑
里
の
分
割
が
�
め
ら
れ
た
︒
人
口
の
增
加
に
と

も
な
い
︑
な
し
$
し
�
に
里
が
分
割
さ
れ
︑
里
門
が
增
設
さ
れ
る
と
い
う
狀
況

が
背
景
に
あ
り
︑
そ
れ
に
齒
止
め
を
掛
け
よ
う
と
す
る
規
定
か
と
推
察
さ
れ
る
︒

296
鯵
の
規
定
に
も
同
樣
の
背
景
が
あ
り
︑
一
つ
の
里
が
二
つ
に
分
か
れ
︑
か
つ

て
の
里
門
を
共
�
し
て
い
る
場
合
︑
そ
の
中
央
に
區
切
り

(﹁
門
界
﹂
)
を
設
け
︑

各
里
が
一
つ
の
門
を
持
つ
よ
う
に
さ
せ
た
も
の
と
︑
暫
く
解
釋
し
た

(
圖
一
)
︒

一
方
で
︑
圖
二
の
よ
う
に
解
釋
す
べ
き
だ
と
い
う
或
說
も
出
た
︒
こ
れ
も
暫

く
�
記
し
て
お
く
︒
こ
の
場
合
は
﹁
衷
爲
門
・
界
﹂
の
解
釋
も
衣
な
る
︒

《
二
九
七
～
二
九
九
︾

廿
年
二
U
辛
酉
①

內


②

言
︑
里
人
③

9
少
>
④

�
治
里
中
⑤

︑
數
晝
閉
門
不
出
入
︒
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圖二



p
自
今
以
來
︑
敢
�
□
來
□
□
□
〼

297

(
0
4
4
3
)

晝
閉
里
門
︑
擅
□
□
⑥
□
□
□
□
□
□
□
□
□
者
︑
縣
以
律
論
之
︒
鄕
嗇

︻
夫
】⑦
・
>
智

(知
)
而
弗
言
縣
廷
︑
亦
論
⑧

︒
鄕

298

(
0
5
5
4
)

嗇
夫
・
>┐

令
典
・
老
吿
里
長
⑨

︑
皆
勿
敢
爲
︒
敢
擅
晝
閉
里
門
︑
不
出
入
□

□
︑
貲
鄕
嗇
夫
・
>
︒
智

(知
)
弗
言
縣
廷
︑
貲
〼

299

(
0
6
6
5
)

【譯
︼二

十
年
二
U
辛
酉
︑
內


が
言
う
︒
里
人
お
よ
び
里
中
で
公
務
に
つ
く
少
>

が
︑
し
ば
し
ば
日
中
に
門
を
閉
め
て
出
入
り
さ
せ
な
い
︒
p
う
ら
く
は
︑
今
後
︑

⁝
日
中
に
里
門
を
閉
め
︑
�
手
に
⁝
者
が
い
た
場
合
は
︑
縣
が
律
に
從
っ
て
裁

く
︒
鄕
嗇
夫
・
>
が
知
っ
て
い
な
が
ら
縣
廷
に
言
わ
な
か
っ
た
場
合
も
︑
裁
く
︒

鄕
嗇
夫
・
>
は
里
典
や
里
老
に
命
じ
て
里
の
長
老
に
吿
げ
さ
せ
︑
い
ず
れ
も
決

し
て
さ
せ
て
は
い
け
な
い
︒
不
屆
き
に
も
�
手
に
日
中
に
里
門
を
閉
め
︑
⁝
出

入
り
さ
せ
な
け
れ
ば
︑
鄕
嗇
夫
・
>
を
貲
𠛬
と
す
る
︒
知
っ
て
い
て
縣
廷
に
言

わ
な
け
れ
ば
︑
⁝
貲
𠛬
と
す
る
︒

【
�
︼

①
廿
年
二
U
辛
酉
：
始
皇
二
十
年
二
U
は
丁
亥
朔
な
の
で
︑
辛
酉
の
日
は
存
在

し
な
い
︒﹁
三
U
﹂
の
)
寫
か
︒

②
內


：
官
職
名
︒
關
中
を
管
å
す
る
行
政
官
︒﹁
郡
﹂
と
對
に
な
り
︑
そ
の

管
å
地
域
を
指
す
場
合
も
あ
る
︒

內﹅


﹅

︑
周
官
︑
秦
因
之
︑
掌
治
京
師
︒
(﹃
漢
書
﹄
百
官
公
B
表
)

●
御


大
夫
・
廷
尉
・
內﹅


﹅

・
⁝
︑
秩
各
二
千
石
︒
(二
年
律
令
440
～
441
)

爲
人
除
貲
贖
者
︑
內﹅


﹅

9
郡﹅

各
得
爲
其
畍

(界
)
中
人
除
︑
毋
得
爲
它
郡
人

除
︒
(嶽
麓
︹
伍
︺
143
)

③
里
人
：
整
理
小
組
は
﹁
里
宰
﹂﹁
里
長
﹂
の
ご
と
き
者
と
す
る
が
︑﹁
里
人
﹂

は
'
常
﹁
里
の
人
々
﹂
を
指
す
︒
里
人
の
う
ち
の
︑
里
門
の
鍵
の
管
理
者

を
指
し
て
い
る
こ
と
は
�
]
上
!
ら
か
で
あ
り
︑﹁
里
人
﹂
は
'
常
の
\

味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
み
て
い
い
だ
ろ
う
︒

封
守

鄕
某
爰
書
︒
⁝
(中
略
)
⁝
某
等
皆
言
曰
︑
甲
封
具
此
︑
毋

(無
)

它
當
封
者
︒
戸
以
甲
封
付
某
等
︑
與
里﹅

人﹅

q
守
之
︑
侍

(待
)
令
︒
(封
診
式

8
～
12
)

里﹅

正﹅

與
皆
守
宿
里﹅

門﹅

︑
>
行
其
部
︑
至
里
門
︑
正
與
開
門
內
>
︒
(﹃
墨
子
﹄

號
令
)

田
作
之
時
︑
春
父﹅

老﹅

9
里﹅

正﹅

旦
開
門
︑
坐
塾
上
︒
晏
出
後
時
者
不
得
出
︑
莫

不
持
樵
者
不
得
入
︒
(﹃
春
秋
公
羊
傳
﹄
宣
公
十
五
年
何
休
�
)

典
・
田
典
q
挾
里
門
籥

(
鑰
)
︑
以
時
開
︒
(二
年
律
令
305
)

④
少
>
：
百
石
以
下
の
下
§
官
>
︒

癸
田
怨
壄
︑
怨
壄
丞
b
幸
叚

(
假
)
癸
錢
・
食
一
歲
︒
少﹅

>﹅

莫
敢
訶
癸
︒
(嶽

麓
︹
參
︺
220

案
例
⑭
)

百
石
以
下
�
斗
食
︑
佐


之
秩
︑
是
爲
少﹅

>﹅

︒
(﹃
漢
書
﹄
百
官
公
B
表
)

⑤
�
治
里
中
：
里
で
公
務
を
行
う
︒

諸
>
�﹅

治﹅

它﹅

官﹅

者
︑
皆
去
其
家
毋
下
三
百
里
乃
治
焉
︒
(
嶽
麓
︹
陸
︺
54
)

⑥
擅
□
□
：
整
理
小
組
は
﹁
擅
貲
僞
﹂
と
釋
讀
す
る
が
︑
墨
跡
は
#
然
と
し
な

い
︒

⑦
鄕
嗇
：﹁
鄕
嗇
夫
﹂
の
書
き
)
り
だ
ろ
う
︒
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⑧
知
而
弗
言
縣
廷
︑
亦
論
：
整
理
小
組
は
﹁
知
而
弗
言
︑
縣
廷
亦
論
﹂
と
句
讀

す
る
が
︑﹁
縣
廷
亦
論
﹂
と
い
う
の
は
�
]
上
不
自
然
に
%
く
︒
以
下

﹁
言
縣
廷
﹂
で
斷
句
し
た
︒

出
之
未
献

(索
)
而
已
備
者
︑
言﹅

縣﹅

廷﹅

︑
廷
令
長
>
雜
封
其
廥
︑
與
出
之
︑

輒
上
數
廷
︑
其
少
︑
欲
一
縣
之
︑
可
殹

(也
)
︒
(秦
律
十
八
種
29
～
30
)

⑨
里
長
：
里
典
や
里
老
の
下
に
お
か
れ
た
役
職
か
︒
ひ
と
ま
ず
里
の
長
老
と
解

釋
し
た
︒

是
故
里﹅

長﹅

者
︑
里
之
仁
人
也
︒
里
長
發
政
里
之
百
姓
︑
言
曰
︑
聞
善
而
不
善
︑

必
以
吿
其
鄕
長
︒
鄕
長
之
�
是
︑
必
皆
是
之
︑
鄕
長
之
�
非
︑
必
皆
非
之
︒

⁝
︒
(﹃
墨
子
﹄
尙
同
上
)

●
黔
首
或
事
父
母
孝
︑
事
兄
姉
忠
敬
︑
親
弟

(悌
)
茲

(
慈
)
愛
︑
居
邑
里

長﹅

老﹅

瓦

(
&
)
黔
首
爲
善
︑
�
如
此
者
︑
牒
書
〼

(嶽
麓
︹
伍
︺
199
)

【解
說
︼

三
鯵
は
い
ず
れ
も
﹁
晝
閉
門
﹂
に
關
す
る
も
の
で
︑
か
つ
298
鯵
と
299
鯵
は
同

じ
束
に
屬
し
︑
出
土
位
置
も
n
い
︒
劃
線
は
連
續
し
な
い
が
︑
ひ
と
ま
ず
一
連

の
條
�
と
し
て
譯
出
し
た
︒

內
容
は
︑
晝
閒
に
里
の
門
が
閉
じ
ら
れ
て
い
た
際
の
科
罰
規
定
︒
直
接
の
責

任
者
で
あ
ろ
う
里
人
と
︑
そ
れ
を
縣
に
報
吿
し
な
か
っ
た
鄕
嗇
夫
ら
と
が
罰
せ

ら
れ
た
︒
た
だ
し
�
者
へ
の
科
罰
が
記
さ
れ
て
い
る
あ
た
り
が
︑
釋
讀
で
き
て

い
な
い
︒
里
門
の
鍵
は
里
典
・
田
典
な
ど
が
持
っ
て
い
て
︑
決
ま
っ
た
時
刻
に

開
け
ら
れ
た
こ
と
は
︑
�
③
に
擧
げ
た
記
事
か
ら
知
ら
れ
る
︒

《
三
〇
〇
︾

■
內


戶
曹
令
①

︒

第
甲
︒

300

(
1
5
2
1
)

【譯
︼

■
內


戶
曹
令
︒
第
甲
︒

【
�
︼

①
內


戶
曹
令
：﹁
內


﹂
を
冠
す
る
令
名
に
は
︑
-
の
よ
う
な
用
例
が
あ
る
︒

內


倉
曹
令
甲
卅

(嶽
麓
︹
伍
︺
254
)

內


倉
曹
令
第
乙
六

(嶽
麓
︹
伍
︺
256
)

●
內


旁
金
布
令
第
乙
十
八

(
嶽
麓
︹
伍
︺
264
)

內


官
共
令
第
戊
卌
一

(
嶽
麓
︹
伍
︺
268
)

內


郡
二
千
石
官
共
令

第
甲

(
嶽
麓
︹
肆
︺
307
)

廷
內


郡
二
千
石
官
共
令

第
己

(
嶽
麓
︹
伍
︺
62
)

【解
說
︼

297
～
299
鯵
と
は
や
や
出
土
位
置
が
離
れ
る
︒
だ
が
297
～
299
鯵
に
﹁
內


言
﹂

が
見
え
︑
か
つ
里
の
管
理
に
關
わ
る
條
�
な
の
で
︑
こ
こ
に
こ
の
表
題
鯵
が
置

か
れ
た
の
だ
ろ
う
︒

�
に
引
い
た
と
お
り
︑﹁
內


﹂
を
冠
す
る
令
名
と
﹁
內


郡
二
千
石
共
令
﹂

と
が
あ
り
︑
こ
れ
に
據
る
な
ら
︑﹁
內


﹂
と
の
み
あ
る
令
は
內


地
域
限
定

の
條
�
で
あ
っ
た
可
能
性
が
ま
ず
考
え
ら
れ
る
︒
た
だ
し
﹁
內


⁝
令
﹂
と
!

記
さ
れ
る
條
�

(嶽
麓
︹
伍
︺
257
～
258
な
ど
)
に
は
︑
ý
國
に
�
用
可
能
だ
と
映

る
も
の
も
あ
り
︑
當
初
內


限
定
で
あ
っ
た
條
�
が
︑
ý
土
に
も
�
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
經
雲
な
ど
も
︑
同
時
に
想
定
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
︒

﹁
內


﹂
を
冠
す
る
律
令
名
稱
に
つ
い
て
は
︑
-
條
�
⑨
お
よ
び
︻
解
說
︼
も
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參
照
の
こ
と
︒

《
三
〇
一
～
三
〇
二
︾

●
十
三
年
六
U
辛
丑
①

以
來
︑
!
吿
黔
首
②

︒
相
貸
'
③

緡
④

者
︑
必
F
書
⑤

>┐

︒

其
不
F
書
而
訟
︑
乃
勿
聽
︑
如
廷
律
⑥

︒
�
此

301

(
0
6
3
0
)

令
不
F
書
訟
者
︑
爲
治
其
緡
⑦

︑
毋
治
其
息
⑧

︑
如
內


律
⑨

︒

302

(
0
6
0
9
)

【譯
︼●

十
三
年
六
U
辛
丑
以
影
︑
民
に
し
か
と
吿
げ
よ
︒
錢
財
を
貸
す
場
合
は
︑

必
ず
>
に
申
し
出
て
F
書
を
作
成
す
る
︒
も
し
F
書
を
つ
く
ら
ず
に
訟
え
た
な

ら
ば
︑
g
理
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
︑
廷
律
の
規
定
'
り
と
す
る
︒
こ
の
令
の

發
布
以
�
に
︑
F
書
を
つ
く
ら
ず
に
訟
え
た
場
合
︑
そ
の
錢
財
に
つ
い
て
は
取

り
ä
べ
︑
そ
の
利
息
に
つ
い
て
は
取
り
ä
べ
な
い
こ
と
︑
內


律
の
規
定
'
り

と
す
る
︒

【
�
︼

①
十
三
年
六
U
辛
丑
：
始
皇
十
三
年
六
U
は
丙
寅
朔
で
︑
辛
丑
の
日
は
存
在
し

な
い
︒
本
條
と
類
似
す
る
鯵
に
は
﹁
十
三
年
三
U
辛
丑
以
來
﹂
と
あ
り
︑

こ
れ
は
三
U
五
日
に
當
た
る
︒
あ
る
い
は
﹁
六
U
﹂
は
﹁
三
U
﹂
の
)
寫

か
︒

●
十
三
年
三
U
辛
丑
以
來
︑
取
(
嫁
女
必
參
辨
F
︒
不
F
而
訟
︑
乃
勿
聽
︑

如
廷
律
︒
�
此
令
不
F
訟
者
︑
治
之
如
內


律
︒

●
謹
布
令
︑
令
黔
首
!

智

(知
)
︒

●
廷
卒
□

(嶽
麓
︹
伍
︺
188
～
189
)

②
!
吿
黔
首
：
官
>
に
對
し
て
︑
民
に
し
か
と
周
知
さ
せ
る
よ
う
命
じ
た
�
言

か
︒
類
似
條
�

(
�
①
�
引
嶽
麓
︹
伍
︺
188
～
189
鯵
)
で
は
︑
命
令
�
に
續

い
て
﹁
謹
布
令
︑
令
黔
首
!
知
﹂
と
あ
る
︒
た
だ
し
﹁
～
以
影
に
︑
黔
首

に
!
吿
す
る
﹂
と
い
う
�
違
は
不
自
然
で
あ
り
︑
類
似
條
�
と
同
樣
に
︑

こ
の
四
�
字
は
命
令
�
の
末
尾
の
方
に
來
る
べ
き
と
こ
ろ
︑
)
っ
て
こ
こ

に
揷
入
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
︒

如
下
邽
Ì
者
輒
壞
︑
q
爲
Ì
8
地
�
淸
�
︒
弗
q
而
祠
焉
︑
皆
棄
市
︒
各
謹

!﹅

吿﹅

縣
�
令
丞
9
>
b

(
嶽
麓
︹
肆
︺
321
)

●
今
上
丞
相
︑
鄕
部
嗇
夫
・
令


・
里
戸
爲
讀﹅

令﹅

︑
布﹅

令﹅

不
謹
︑
>
b

(嶽

麓
︹
陸
︺
189
)

③
'
：
財
物
︒

單
穆
公
曰
︑
不
可
︒
古
者
天
影
災
戾
︑
於
是
乎
量
'
)
︑
權
輕
重
︑
以
救
民
︒

﹇
應
劭
曰
︑
'
︑
財
也
︒﹈
(﹃
漢
書
﹄
食
貨
志
下
)

④
緡
：
錢
さ
し
︒
こ
こ
は
錢
さ
し
に
さ
し
た
錢
そ
の
も
の
の
こ
と
︒

算
軺
車
賈
人
緡
錢
︒﹇
集
解
︑
李
斐
曰
︑
緡
︑
絲
也
︒
以
貫
錢
也
︒
一
貫
千

錢
︐
出
二
十
算
也
︒﹈
(﹃


記
﹄
B
準
書
)

⑤
F
書
：
F
に
刻
齒
を
入
れ
︑
�
字
で
記
錄
す
る
こ
と
︒
254
鯵
�
⑤
參
照
︒

⑥
廷
律
：
不
詳
︒
廷
尉
に
關
わ
る
律
︑
な
い
し
は
廷
尉
が
發
令
し
た
律
の
こ
と

か
︒
�
①
�
引
の
類
似
條
�
に
も
見
え
る
︒
他
に
も
﹁
廷
﹂
を
冠
し
た
令

名
が
看
取
で
き
る
︒

■
廷
內


郡
二
千
石
官
共
令

●
第
己

●
今
辛

(
嶽
麓
︹
伍
︺
62
)

廷
卒
令
甲
〼

(嶽
麓
︹
伍
︺
154
)

●
廷
甲

四

(嶽
麓
︹
伍
︺
193
)
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⑦
緡
：﹁
息
﹂
と
對
に
な
る
こ
と
か
ら
し
て
︑
こ
こ
で
の
﹁
緡
﹂
は
元
本
を
\

味
す
る
︒

⑧
息
：
利
息
︒

貸
錢
者
多
不
能
與
其
息
︒
(﹃


記
﹄
孟
嘗
君
列
傳
)

貣

(貸
)
錢
百
錢
︑
息
八
錢
︒
(嶽
麓
︹
貳
︺﹁
數
﹂
143
)

⑨
內


律
：
內


に
關
わ
る
律
か
︒﹁
內


﹂
を
冠
す
る
令
に
つ
い
て
は
�
條

も
參
照
の
こ
と
︒

內


襍
律

(嶽
麓
︹
肆
︺
169
)

【解
說
︼

割
り
符
が
作
成
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
︑
錢
財
の
貸
借
に
關
わ
る
訴
訟
を
g
理

し
な
い
旨
︑
規
定
し
た
條
�
︒
こ
れ
と
類
似
す
る
嶽
麓
︹
伍
︺
188
～
189
の
方
は
︑

婚
姻
に
關
わ
る
訴
訟
に
つ
い
て
同
樣
の
方
針
を
示
す
︒
た
だ
し
始
皇
十
三
年
を

境
と
し
て
︑
そ
れ
以
�
の
訴
訟
で
あ
れ
ば
︑
一
部
に
せ
よ
g
理
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
︒
十
三
年
以
影
は
﹁
廷
律
﹂
に
︑
十
三
年
以
�
は
﹁
內


律
﹂
に

沿
っ
て
取
り
ä
べ
る
と
あ
り
︑﹁
內


律
﹂
が
﹁
廷
律
﹂
に
先
行
す
る
規
定
で

あ
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
︒
會
讀
の
席
上
で
は
︑
秦
の
領
土
擴
大
に
­
っ

て
︑﹁
內


の
律
を
他
地
域
で
も
準
用
す
る
﹂
と
い
う
體
制
が
﹁
廷
尉
が
ý
國

共
'
の
律
を
發
令
す
る
﹂
體
制
へ
と
切
り
替
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
︑
と
い
う

\
見
も
出
た
︒
さ
ま
ざ
ま
な
律
名
・
令
名
の
一
覽
が
出
土
し
た
胡
家
草
場
漢
鯵

の
な
か
に
は
︑﹁
廷
律
﹂﹁
內


律
﹂
は
い
ず
れ
も
現
れ
ず
︑
秦
代
獨
特
の
律
名

か
と
思
わ
れ
る
︒

《
三
〇
三
～
三
〇
四
︾

■
故
徼
外
蠻
□
①

□
□
②

⁝
⁝
p
令
縣
以
□
︑
令
>
毋

(無
)
É
③

者
303

(
0
5
3
2
-
1
)

一
人
與
蠻
夷
偕
④

︑
戸
爲
御
⑤

︑
到
縣

(？
)
以
□
□
□
□
□
□
蠻
夷
到
縣

＝

⑥

︒

亦
求
具
⑦

︒
令

＝



與
皆

(偕
)
者
︑
毋
敢
令
蠻
夷
⑧

□

304

(
0
6
8
6
)

【譯
︼故

徼
外
の
蠻
夷
⁝
⁝
p
う
ら
く
は
︑
縣
に
⁝
⁝
︑
>
の
無
É
な
る
者
一
人
を

蠻
夷
と
同
行
さ
せ
︑
御
者
と
な
り
︑
縣
に
到
着
し
た
ら
⁝
⁝
蠻
夷
到
縣
︒
縣
も

ま
た
同
樣
に
具
え
る
こ
と
を
求
め
る
︒
令


に
同
行
さ
せ
る
場
合
は
︑
決
し
て

蠻
夷
に
⁝
⁝
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
︒

【
�
︼

①
故
徼
外
蠻
□
：﹁
蠻
□
﹂
は
﹁
蠻
夷
﹂
だ
ろ
う
︒
故
徼
は
瓜
一
以
�
の
秦
と

六
國
と
の
境
界
︒
81
鯵
�
②
參
照
︒
嶽
麓
︹
伍
︺
に
﹁
故
塞
徼
外
蠻
夷
﹂︑

︹
陸
︺
に
﹁
故
徼
外
蠻
夷
﹂
が
見
え
る
︒

●
捕
以
城
邑
反
9
非
從
興
殹

(
也
)
︑
而
捕
�
故﹅

塞﹅

徼﹅

外﹅

蠻﹅

夷﹅

來
爲
閒
︑
賞

毋
律
︒
(嶽
麓
︹
伍
︺
170
)

禁
黔
首
毋
得
買
故﹅

徼﹅

外﹅

蠻﹅

夷﹅

筋
角
皮
革
︑
不
從
令
者
︑
以
其
�
買
筋
角
皮
革

直

(値
)
賈

(價
)
︑
與
盜
出
禁
故
徼
關
同
灋
︒
�
盜
出
入
禁
其
關
出
入
而
弗

得
︑
貲
府
嗇
夫
・
>
b
者
各
二
甲
︑
丞
・
令
・
令


各
一
甲
︒
●
十
六

︱
︱

(嶽
麓
︹
陸
︺
72
～
73
)

②
□
□
：
整
理
小
組
は
﹁
⁝
﹂
と
す
る
が
︑
二
字
分
の
墨
跡
は
確
�
で
き
る
︒

③
無
É
：
職
務
Ã
行
に
あ
た
っ
て
差
し
さ
わ
り
が
な
い
こ
と
を
い
う
︒
143
鯵
�
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⑩
參
照
︒

●
令
曰
︑
>
9
臣


�
敎
女
子
辤

(辭
)
上
書
戸
爲
書
而
g
錢
財
酒
肉
焉
︑

因
反
昜

(易
)
其
言
︑
不
用
其
p

(
¹
)
實
而
令
其
〼
︑
□
□
盜
︑
爲
険

(詐
)
僞
︑
辠
完
爲
城
旦
以
上
︑
已
諭
︿
論
﹀
輒
盜
戒

(械
)
︑
令
粼

(
遴
)

徒
・
毋﹅

É﹅

>﹅

謹
將
傳
輸
巴
縣
鹽
︑
唯
勿
失
︑
其
耐
城
旦
︑
已
論
輸
巴
縣
鹽
︑

�
能
捕
黥
城
旦
辠
一
人
︑
Ø
金
二
兩

(嶽
麓
︹
伍
︺
308
～
310
)

當
封
者
︑
司
寇
以
下
穴
︿
冗
﹀
作
官
者
︑
令
其
官
¨
令


若
官
嗇
夫
︑
>﹅

毋﹅

É﹅

者﹅

〼

(嶽
麓
︹
伍
︺
322
)

④
偕
：﹁
と
も
に
﹂
の
\
︒
後
�
で
は
﹁
皆
﹂
が
﹁
偕
﹂
に
'
假
す
る
︒
嶽
麓

︹
伍
︺
に
は
﹁
同
行
す
る
﹂
の
用
例
が
あ
る
︒

縣
上
食
者
籍
9
它
費
大

(太
)
倉
︑
與
計
偕﹅

︒
都
官
以
計
時
讎
食
者
籍
︒

倉

(秦
律
十
八
種
37
)

〼
□
□


陵
將
計
叚
丞
〼

〼
數
︑
與
計
偕﹅

︒
●
問
之
□
〼

(里
耶
秦
鯵
⑧
1
0
8+
⑧
2
)

後
上
之
恆
與
上
攻
皆﹅

(偕
)
︒
(嶽
麓
︹
肆
︺
349
)

●
令
曰
︑
諸
乘
傳
・
乘
馬
・
倳

(
4
)
馬
倳

(
4
)
9
�
獄
行
縣
官
︑
留
�

十
日
者
︑
皆
勿
食
縣
官
︑
以
其
傳
稟
米
︑
叚

(假
)
鬵
甗
炊
之
︑
其
︻
�
︼

走
・
僕
・
司﹅

御﹅

偕﹅

者
︑
令
自
炊
︒
其
毋

(無
)
走
・
僕
・
司
御
者
︑
縣
官
叚

(假
)
人
爲
炊
而
皆
勿
給
薪
采
︒
它
如
�
令
︒
●
內


倉
曹
令

(嶽
麓
︹
伍
︺

257
～
258
)

吾
不
與
皆
斃
︒﹇
皆
︑
俱
也
︒﹈
(﹃
國
語
﹄
晉
語
九
)

⑤
御
：
馬
・
馬
車
を
あ
や
つ
る
者
︒
秦
鯵
に
は
司
御
な
る
語
も
見
え
る
︒

●
駕
騶
除
四
歲
︑
不
能
駕
御﹅

︑
貲
敎
者
一
盾
︑
免
︑
賞

(償
)
四
歲
䌛

(徭
)

戍
︒
除
>
律
︒
(秦
律
雜
抄
2
～
3
)

騎
作
乘
輿
御﹅

︑
騎
馬
於
它
馳
�
︑
若
>
︻
徒
︼
〼

(
龍
崗
秦
鯵
59
)

置
>
律
曰
︑
敢
任
除
戰
北
・
耎
・
故
徼
外
盜
不
0
9
廢
官
者
以
爲
>
9
軍

>
・
御﹅

右﹅

・
把
鉦
鼓
志
9
它
論
官
者

(
嶽
麓
︹
肆
︺
215
)

上
�
以
下
到
官
佐
・


毋

(
無
)
z
者
︑
9
卜
・


・
司﹅

御﹅

・
寺
・
府
︑
狛

(糲
)
米
一
斗
︑
�
釆

(
1
)
羹
︑
鹽
廿
二
分
升
二
︒

傳
食
律

(秦
律
十
八

種
182
)

⑥

＝

：
整
理
小
組
は
﹁┐

﹂
の
記
號
と
す
る
が
︑
重
�
符
號
に
み
え
る
︒

⑦
求
具
：
不
詳
︒
具
は
﹁
具
わ
る
﹂
あ
る
い
は
﹁
W
載
の
具

(馬
車
の
部
品
)
﹂

の
こ
と
か
︒﹁
求
見
﹂
で
あ
れ
ば
用
例
は
頻
見
す
る
が
︑
字
形
は
﹁
見
﹂

で
は
な
い
︒

君
á
令
而
夕
求﹅

具﹅

︑
民
肆
其
財
物
與
其
五
穀
︒
爲
讎
厭
而
去
︒
(﹃
管
子
﹄
揆

度
)

發
傳
�
︑
縣
官
車
牛
不
足
︑
令
大
夫
以
下
�
訾

(貲
)
者
︑
以
訾

(貲
)
共

出
車
牛
9
益
︑
令
其
毋
訾

(貲
)
者
與
共
出
牛
食
・
W
載
具﹅

︒
>
9
宦
皇
x

者
不
與
給
傳
�
事
︒
委
輸
・
傳
�
︑
重
車
重
�
日
行
五
十
里
︑
空
車
七
十
里
︑

徒
行
八
十
里
︒
(二
年
律
令
411
～
412
)

墨
者
夷
之
︑
因
徐
辟
而
求﹅

見﹅

孟
子
︒
(﹃
孟
子
﹄
滕
�
公
上
)

⑧
蠻
夷
：
こ
の
二
字
は
殆
ど
見
え
な
い
︒
�
\
に
よ
っ
て
補
っ
た
も
の
だ
ろ
う
︒

【解
說
︼

故
徼
の
外
の
蠻
夷
に
關
す
る
規
定
と
し
て
︑
二
鯵
は
接
續
す
る
と
#
斷
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
︒
だ
が
原
鯵
番
號
の
示
す
'
り
出
土
位
置
が
2
接
し
て
い

る
わ
け
で
も
な
く
︑
背
面
の
畫
線
や
綴
じ
紐
跡
の
一
致
も
見
ら
れ
な
い
︒
接
續
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す
る
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
︒

ひ
と
ま
ず
連
續
す
る
と
み
る
な
ら
ば
︑
蠻
夷
が
縣
に
お
も
む
く
際
の
同
行
者

や
︑
車
馬
の
提
供
に
つ
い
て
規
定
し
た
條
�
か
と
推
測
さ
れ
る
︒
だ
が
不
!
な

字
も
多
く
︑
正
確
な
內
容
は
つ
か
め
な
い
︒
ま
た
3
色
圖
版
だ
と
ま
っ
す
ぐ
な

鯵
だ
が
︑
赤
外
線
版
だ
と
鯵
が
割
れ
て
い
る
︒

《
三
〇
五
︾

●
魚

(漁
)
陽
①

外
�
②

□
賃
③

□
□
□
④

□
以
其
故
懷
⑤

︒
疑
它
縣
官
�
等
︒
p

自
今
以
來
︑
�
賃
爲
«
⑥

︑
□
□
〼

305

(
0
5
3
0
)

【譯
︼漁

陽
の
外
�
︑
⁝
⁝
賃
⁝
⁝
︑
そ
の
た
め
に
懷
妊
し
て
い
る
︒
お
そ
ら
く
は
︑

他
の
官
府
で
も
類
似
の
事
例
が
�
る
と
疑
わ
れ
ま
す
︒
p
う
ら
く
は
︑
今
よ
り

以
影
︑
貸
し
出
し
が
�
れ
ば
帳
«
を
作
り
︑
□
□
⁝
⁝

【
�
︼

①
漁
陽
：
漁
陽
郡
漁
陽
縣
の
こ
と
︒

二
世
元
年
七
U
︑
發
閭
左
�
戍
漁﹅

陽﹅

︒
(﹃


記
﹄
陳
涉
世
家
)

漁
陽
郡
﹇
秦
置
︒
⁝
﹈︑
戶
六
萬
八
千
八
百
二
︑
口
二
十
六
萬
四
千
一
百
一

十
六
︒
縣
十
二
︒
漁
陽
﹇
沽
水
出
塞
外
︑
東
南
至
泉
州
入
海
︑
行
七
百
五
十

里
︒
�
鐵
官
︒﹈
(﹃
漢
書
﹄
地
理
志
下
)

〼
弦
三
︑
旌
弦
一
︑
矢
五
十
︑
枲
□
一
︑
竹
籣
一
︑
凡
百
八
︒
卅
二
年
□
U

壬
辰
︑
庫
武
・
佐
橫
〼
不
q
成

(
城
)
父
安
B
□
徒
・
上
�
廣
武
竈
灶
・
簪

褭
魚﹅

(漁
)
陽﹅

□
︒
凡
以
︒
(正
)
(里
耶
秦
鯵
⑧
2
6+

⑧
7
5
2
)

②
外
�
：
整
理
小
組
は
﹁
宮
外
の
馬
を
肥
育
す
る
場
�
﹂
と
し
︑
秦
封
泥
に
見

え
る
﹁
中
�
﹂
と
對
に
な
る
施
設
だ
と
い
う
︒﹁
徼
外
﹂
と
﹁
徼
中
﹂
な

ど
︑
外
と
中
の
對
應
が
秦
鯵
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
︑
そ
の
論
據
か
と
思
わ

れ
る
︒
秦
鯵
で
は
大
�
・
中
�
・
宮
�
が
6
稱
さ
れ
る
︒
傳
世
�
獻
で
は

﹁
外
�
﹂
は
﹁
內
�
﹂
と
對
に
な
る
こ
と
が
多
く
︑﹃
韓
非
子
﹄
の
引
用
で

あ
ろ
う
﹃
怨
序
﹄
の
記
事
で
は
︑
そ
れ
が
﹁
中
�
﹂
に
書
き
奄
え
ら
れ
て

い
る
︒

其
大
�
・
中﹅

�﹅

・
宮
�
馬
牛
殹

(也
)
︑
以
其
筋
・
革
・
角
9
其
賈

(
價
)
錢

效
︑
其
人
詣
其
官
︒
(秦
律
十
八
種
18
)

泰
�
城
旦
不
將
司
從
馬
︑
S
而
得
者
︑
斬
其
左
止
︑
復
爲
城
旦
︒
後
復
S
︑

勿
斬
︑
如
它
城
旦
然
︒
(
嶽
麓
︹
肆
︺
49
)

荀
息
曰
︑
彼
不
假
我
�
︑
必
不
敢
g
我
)
︒
若
g
我
)
而
假
我
�
︑
則
是
寶

c
取
之
內
府
而
藏
之
外
府
也
︑
馬
c
取
之
內﹅

�﹅

而
著
之
外
�
也
︑
君
勿
憂
︒

(﹃
韓
非
子
﹄
十
�
)

則
是
我
取
之
中
府
︑
置
之
外
府
︑
取
之
中
�﹅

︑
置
之
外
�﹅

︒
(﹃
怨
序
﹄
善
謀
第

九
)

③
賃
：
貸
す
︑
な
い
し
は
借
り
る
︒
特
に
�
償
の
4
用
貸
借
に
つ
い
て
用
い
る
︒

﹁
賃
﹂
の
原
義
は
庸
作
で
あ
る
が
︑
嶽
麓
鯵
に
は
馬
の
貸
し
借
り
に
﹁
賃
﹂

が
用
い
ら
れ
る
例
が
あ
る
︒﹁
賃
﹂
は
﹁
假
﹂
と
同
じ
く
4
用
貸
借
で
あ

り
︑
½
費
貸
借
で
あ
る
﹁
貸
﹂
と
は
衣
な
る
︒﹁
假
﹂
と
﹁
賃
﹂
の
¿
い

は
︑﹁
假
﹂
が
廣
く
貸
し
借
り
の
\
で
用
い
ら
れ
る
の
に
對
し
︑﹁
賃
﹂
は

特
に
�
償
の
場
合
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
︒

賃
︑
庸
也
︒﹇
段
�
︑
庸
者
︑
今
之
傭
字
︒﹈
(﹃
說
�
解
字
﹄
六
�
下
)

令
曰
︑
守
以
下
行
縣
︑
縣
以
傳
馬
・
>
乘
給
不
足
︑
毋
賃﹅

黔
首
馬
︒
犯
令
9

乘
者
︑
貲
二
甲
︑
廢
︒

●
郡
卒
令
己
十
二

(
嶽
麓
︹
伍
︺
136
)
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円
初
二
年
正
U
十
五
日
︑
侍
廷
里
父
老
僤
祭
�
于
季
︑
b
䟽
左
巨
等
廿
五
人
︑

共
爲
W
束
石
F
里
治
中
︑
廼
以
永
B
十
五
年
六
U
中
︑
�
©
僤
︑
斂
錢
共
�

六
萬
一
千
五
百
︑
買
田
八
十
二
畝
︑
僤
中
其
�
訾
-
當
給
爲
里
父
老
者
︑
共

以
客
田
借
與
︑
得
收
田
上
毛
物
穀
實
自
給
︑
戸
訾
下
不
中
︑
J
田
轉
與
當
爲

父
老
者
︑
傳
後
子
孫
以
爲
常
︑
其
�
物
故
︑
得
傳
後
代
戶
者
一
人
︑
戸
僤
中

皆
訾
下
不
中
父
老
︑
季
・
巨
等
共
假﹅

賃﹅

田
︑
它
如
W
束
︒
(﹁
侍
廷
里
父
老
僤
W

束
石
F
﹂
)

里
內
之
人
以
賣
棺
槨
爲
業
︑
賃﹅

輀
車
爲
事

(﹃
洛
陽
伽
藍
記
﹄
法
雲
寺
)

④
□
□
：
整
理
小
組
は
﹁
賃
□
«
︑
故
﹂
と
釋
す
が
︑﹁
«
﹂﹁
故
﹂
の
二
字
を

圖
版
で
確
�
で
き
な
い
︒

⑤
懷
：
整
理
小
組
は
﹁
壞
﹂
に
作
る
が
︑
そ
れ
で
は
�
\
が
'
ら
な
い
︒
圖
版

に
よ
れ
ば
左
側
は
#
然
と
し
な
い
た
め
︑﹁
懷
﹂
と
釋
し
︑
身
ご
も
る
︑

懷
妊
す
る
の
\
と
し
た
︒︻
解
說
︼
も
參
照
の
こ
と
︒

甲
懷﹅

子
六
U
矣
︒
(封
診
式
84
)

毋
殺
孡

(胎
)
︒
謂
禽
獸
・
六
畜
懷﹅

任

(妊
)
�
孡

(胎
)
者
也
︑
盡
十
二
U

常
禁
︒
(懸
泉
置
﹁
四
時
U
令
詔
條
﹂
粹
272
)

⑥
«
：
こ
こ
で
は
﹁
帳
«
﹂
の
\
︒
な
お
﹁
記
錄
す
る
﹂
の
\
も
あ
る
︒
10
鯵

�
⑤
參
照
︒

丗
一
年
︒
司
空
十
二
U
以
來
︑
居
貲
・
贖
・
責

(債
)
´﹅

(
«
)
︑
盡
三
U
城

旦
舂
︒
廷
︒
(里
耶
秦
鯵
⑧
2
8
4
)

●
令
曰
︑
制
書
下
9
g
制
�
問
議
者
︑
皆
爲
´﹅

(
«
)
︑
署
初
到
初
g
�
9

上
年
日
U
・
官
別
留
日
數
・
傳
留
狀
︑
與
對
皆

(偕
)
上
︒
不
從
令
︑
貲
一

甲
︒

●
卒
令
乙
五

(嶽
麓
︹
伍
︺
100
～
101
)

【解
說
︼

｢
p
自
今
以
來
﹂
は
左
d
分
を
缺
き
︑
か
つ
右
側
も
だ
い
ぶ
掠
れ
て
お
り
︑

ほ
ぼ
#
別
不
能
で
あ
る
︒﹁
p
自
今
以
來
﹂
の
表
現
が
嶽
麓
鯵
に
頻
出
す
る
こ

と
か
ら
︑
こ
う
補
っ
た
と
見
ら
れ
る
︒

鯵
頭
の
﹁
漁
陽
外
�
﹂
か
ら
︑
官
馬
の
肥
育
に
關
連
す
る
規
定
で
あ
る
と
推

測
さ
れ
る
が
︑
整
理
小
組
の
釋
讀
に
從
う
と
︑
養
馬
を
め
ぐ
っ
て
何
が
﹁
壞
れ

る
﹂
の
か
︑
そ
う
し
た
事
態
へ
の
對
策
と
し
て
︑
な
ぜ
今
後
は
﹁
賃
す
る
�
ら

ば
«
を
つ
く
る
﹂
こ
と
に
な
る
の
か
︑
�
\
が
つ
か
み
に
く
い
︒
そ
こ
で

﹁
壞
﹂
で
は
な
く
﹁
懷
﹂
と
釋
讀
し
た
︒
民
閒
に
貸
し
出
さ
れ
た
官
馬
を
用
い

て
︑
馬
の
繁
殖
が
行
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
の
で
︑
今
後
は
帳
«
の
作
成
に

よ
り
︑
馬
の
貸
借
を
嚴
密
に
管
理
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
る
︑
と
の
解
釋
で

あ
る
︒
た
だ
し
︑
そ
の
よ
う
な
事
態
が
あ
り
得
た
の
か
︑
未
釋
讀
の
部
分
に
ど

の
よ
う
な
內
容
が
書
か
れ
て
い
た
と
想
定
す
る
の
か
等
︑
若
干
の
問
題
點
は
殘

る
︒

《
三
〇
六
～
三
〇
七
︾

●
諸
假
①

弩
矢
以
給
事
②

者┐

︑
戸
�
折
傷
□
□
□
辠

□
〼

306

(
0
7
4
8
)

■
內


郡
二
千
石
官
共
令
③

第
甲
④

307

(
0
3
5
5
)

【譯
︼●

お
よ
そ
弩
や
矢
を
借
り
て
給
事
す
る
場
合
は
︑
も
し
折
れ
や
損
傷
が
あ
る

な
ら
ば
□
□
□
⁝
⁝

■
內


・
郡
二
千
石
官
共
令

第
甲
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【
�
︼

①
假
：
借
り
る
︒
241
鯵
�
④
を
參
照
︒

百
姓
叚﹅

(假
)
公
器
9
�
責

(債
)
未
賞

(償
)
︑
其
日
孤
以
收
責
之
︑
而
弗

收
責
︑
其
人
死
S
︑
9
隸
臣
妾
�
S
公
器
・
畜
生
者
︑
以
其
日
U
減
其
衣
食
︑

毋
�
三
分
取
一
︑
其
�
S
衆
︑
計
之
︑
i
歲
衣
食
不
孤
以
稍
賞

(償
)
︑
令

居
之
︑
其
弗
令
居
之
︑
其
人
︻
死
︼
S
︑
令
其
官
嗇
夫
9
>
b
者
代
賞

(償
)
之
︒

金
布

(秦
律
十
八
種
77
～
79
)

□
□
律
曰
︑
諸

當
叚﹅

(假
)
官
器

者
︑
必
�

令
・
丞
致
乃
叚

(假
)
︒
毋

(無
)
致
官
擅
叚

(假
)
︑
貲
叚

(假
)
9
假
者
各
二
甲
︒
(嶽
麓
︹
肆
︺
241
)

②
給
事
：
勤
務
す
る
︒
奉
職
す
る
︒
官
の
用
務
を
行
う
︒

⁝
(
�
略
)
⁝
至
今
未
得
其
代
︑
居
>
少
︑
不
足
以
給﹅

事﹅

⁝
(後
略
)
⁝

(里
耶

秦
鯵
⑧
1
9
7
)

用
善
書
給﹅

事﹅

尙
書
︒﹇
師
古
曰
︑
于
尙
書
中
給
事
也
︒
給
︑
供
也
︒﹈
(﹃
漢
書
﹄

張
湯
傳
)

●
令
曰
︑
>
從
軍
治
粟
將
漕
長
輓
者
︑
自
敦
長
以
上
到
二
千
石
>
︑
居
軍
治

粟
漕
長
輓
�
︑
得
賣

(買
)
�
㱃

(飮
)
食
衣
^
物
9
�
以
㱃

(飮
)
食
居

處
9
給﹅

事﹅

器
兵
︒
買
此
物
而
弗
㱃

(飮
)
食
衣
^
用
給﹅

事﹅

者
︑
皆
爲
私
利
︒

毋
重
車
者
︑
得
買
以
給
事
︑
舍
︑
毋
�
□
□
□
人
︒
丞
相
・
御


言
︑
�
軍

軍
>
治
粟
將
曹

(漕
)
長
輓
︑
>
或
不
給
>
事
而
務
爲
私
利
︑
�
苦
卒
︒
(嶽

麓
︹
伍
︺
146
～
148
)

③
共
令
：
複
數
の
官
署
も
し
く
は
事
項
に
共
'
す
る
令
の
こ
と
︒
廣
瀨
薰
雄

﹃
秦
漢
律
令
硏
究
﹄
(汲
古
書
院
︑
二
〇
一
〇
)
第
二
部
第
三
違
に
よ
る
︒
こ

の
﹁
共
﹂
は
﹁
供
﹂
に
'
じ
︑﹁
各
官
署
に
提
供
さ
れ
る
令
﹂
だ
と
す
る

解
釋
も
あ
る
が
︑
そ
の
場
合
特
に
﹁
共
﹂
字
が
:
え
ら
れ
る
\
味
が
#
然

と
し
な
い
︒

■
廷
內


郡
二
千
石
官
共﹅

令﹅

●
第
己

●
今
辛

(
嶽
麓
︹
肆
︺
353
)

●
內


官
共﹅

令﹅

第
戊
卌
一

(
嶽
麓
︹
伍
︺
268
)

■
食
官
共﹅

令﹅

●
甲

(嶽
麓
︹
陸
︺
95
)

④
第
甲
：
十
干
の
付
さ
れ
た
�
名
に
つ
い
て
は
︑
280
鯵
�
①
參
照
︒

【解
說
︼

305
鯵
と
306
鯵
の
背
面
の
劃
線
は
連
續
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
︒
305
鯵
の
內
容

は
一
本
の
鯵
で
完
結
し
︑
そ
の
後
に
表
題
鯵
で
あ
る
306
鯵
が
續
く
と
見
て
︑
ま

と
め
て
�
置
し
た
︒
條
�
の
方
は
︑
貸
與
さ
れ
た
弩
を
折
傷
し
た
場
合
の
規
定

ら
し
い
︒
類
似
す
る
條
�
が
秦
律
雜
抄
に
見
ら
れ
る
︒

●
軍
怨
論
攻
城
︑
城
陷
︑
尙
�
棲
未
到
戰
�
︑
吿
曰
戰
圍
以
折
S
︑
叚

(假
)
者
︑
耐
︒
敦

(屯
)
長
・
什
伍
智

(知
)
弗
吿
︑
貲
一
甲
︑
伍
二
甲
︒

●
敦

(屯
)
表
律

(秦
律
雜
抄
35
～
36
)

右
の
規
定
で
は
︑﹁
叚
者

︱
︱
借
り
た
物
品
︱
︱
﹂
を
戰
闘
中
に
壞
し
た
り

な
く
し
た
り
し
た
場
合
は
︑
耐
𠛬
と
さ
れ
た
︒

《
三
〇
八
～
三
一
〇
︾

↓
《
肆
三
〇
八
～
三
一
〇
︑
三
三
八
～
三
三
九
︑
三
七
三
︑
伍
二
六
九
～
二
七

〇
︑
陸
六
八
～
六
九
︾

●

制
詔
①

丞
相
・
御


︒
兵
事
畢
②

矣┐

︒
諸
當
得
Ø
賞
③

・
貰
責

(債
)④

者
︑
令
縣
皆
亟
予
之
︒
令
到
縣
︑

＝

各
盡
以
見

(現
)
錢
⑤

不
禁
⑥

肆
308=

陸
68

(
1
9
1
8
)

【
者
亟
予
之
︼︑
不
足
︑
各
p

其
屬
�

執

＝

灋

＝

︑
ä
均
⑦

︒
不
足
︑
乃
p
御
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︑
p
以
禁
錢
⑧

貸
之
︒
以
�
貸
多
少
爲
償
久
昜

(易
)
R
⑨

︒
�

陸
69

(
J3
3+

J6
2
-
1
)

【錢
弗
予
︼︑
�
一
U
⑩

︑
丞
・
令
・

＝



・
官
嗇
夫
・
>
b
者
奪
z
⑪

各
一
§
︑

無
z
者
以

(？
)
官
爲
怨
地
>
⑫

四
歲
︒
執
灋
令
都
>
⑬

伍
269

(
J3
8
)

循
行
⑭

︑
案
舉
不
如
令
〖
者
〗
⑮

︑
論
之
︑
而
上
奪
z
者
名
丞

＝

相

＝

︑
上
御


⑯

︒

都
官
�
Ø
賞
・
貰
責
不
□
⑰

者
如
縣
︒
●
內


官
共

伍
270

(
1
6
6
2
)

舉
不
如
令
者
︑
論
之
︑
而
上
奪
z
者
名
丞

＝

相

＝

︑
上
御

┐

︒
都
官
�
Ø
賞
・

貰
責

(債
)
者
︑
如
縣
︒
兵
事
畢

肆
338

(
0
6
6
8
)

矣
︒
諸
當
得
Ø
賞
貰
責

(債
)
者
⑱

︑

肆
339

(
0
5
9
1
)

者
︑
勿
令
巨

(
歫
)
辠
⑲

︑
令
縣
皆
亟
予
之
︒
■
丞
相
御


p
︑
令
到
縣
︑

＝

各

盡
以
見

(現
)
錢
不
禁
者
亟
予
之
︑
不
足
︑
各
p
其
屬

肆
309

(
0
5
5
8
)

�
執

＝

灋

＝

︑
ä
均
︒
不
足
︑
乃
p
御


︑
p
以
禁
錢
貸
之
︒
以
�
貸
多
少
爲

償
久
昜

(易
)
R
︒
�
錢
弗
予
︑
�
一
U
⑳

︑

肆
310

(
0
3
5
8
)

丞
・
令
・

＝



・
官
嗇
夫
・
>
b
者
□
□
□
□
□
者
以
其
官
爲
□
□
□
□
□
〼

肆
373

(
0
3
9
1
)

【譯
︼●

制
︒
丞
相
・
御


に
詔
す
る
︒
戰
爭
は
i
わ
っ
た
︒
お
よ
そ
Ø
賞
・
貰
責

を
得
る
の
に
該
當
す
る
者
に
關
し
て
は
︑
縣
に
い
ず
れ
も
;
や
か
に
こ
れ
を
荏

給
さ
せ
よ
︒
令
が
縣
に
到
着
し
た
ら
︑
縣
は
そ
れ
ぞ
れ
4
用
を
禁
止
さ
れ
て
い

な
い
現
�
の
錢
で
す
べ
て
;
や
か
に
荏
給
す
る
︒
足
り
な
け
れ
ば
︑
そ
れ
ぞ
れ

そ
の
�
屬
の
執
灋
に
申
p
し
︑
執
灋
が
ä
整
し
て
均
等
に
�
分
す
る
︒
足
り
な

け
れ
ば
︑
そ
こ
で
御


大
夫
に
申
p
し
︑
禁
錢
を
こ
れ
に
貸
與
す
る
こ
と
を
p

う
︒
貸
し
た
金
額
の
多
寡
に
よ
っ
て
︑
�
濟
す
る
R
限
の
長
さ
を
定
め
る
︒
錢

が
�
る
の
に
荏
給
し
な
い
こ
と
が
︑
一
か
U
を
超
�
す
れ
ば
︑
縣
の
丞
・
令
・

令


・
官
嗇
夫
・
擔
當
官
>
は
そ
れ
ぞ
れ
奪
z
一
§
と
し
︑
z
の
な
い
者
は
︑

官
の
身
分
の
ま
ま
怨
地
>
と
す
る
こ
と
四
年
と
す
る
︒
執
灋
は
都
>
を
<
察
さ

せ
て
︑
令
の
と
お
り
に
し
な
い
者
を
案
舉
し
︑
こ
れ
を
裁
き
︑
奪
z
者
の
名
�

を
丞
相
に
上
り
︑
丞
相
は
御


大
夫
に
上
る
︒
都
官
に
お
い
て
Ø
賞
・
貰
責
の

⁝
で
な
い
⁝
が
�
る
場
合
は
︑
縣
と
同
樣
に
す
る
︒
●
內


官
共
令
︒

⁝
令
の
と
お
り
に
し
な
い
者
を
案
舉
し
︑
こ
れ
を
裁
き
︑
奪
z
者
の
名
�
を

丞
相
に
上
り
︑
丞
相
は
御


大
夫
に
上
る
︒
都
官
に
お
い
て
Ø
賞
・
貰
責
の
�

る
場
合
は
︑
縣
と
同
樣
に
す
る
︒
戰
爭
は
i
わ
っ
た
︒
お
よ
そ
Ø
賞
・
貰
責
を

得
る
の
に
該
當
す
る
者
に
關
し
て
は
︑
罪
を
犯
さ
せ
て
は
な
ら
ず
︑
縣
に
い
ず

れ
も
;
や
か
に
こ
れ
を
荏
給
さ
せ
よ
︒
■
丞
相
・
御


が
申
p
す
る
に
︑
令
が

縣
に
到
着
し
た
ら
︑
縣
は
そ
れ
ぞ
れ
4
用
を
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
現
�
の
錢
で

す
べ
て
;
や
か
に
荏
給
す
る
︒
足
り
な
け
れ
ば
︑
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
�
屬
の
執
灋

に
申
p
し
︑
執
灋
が
ä
整
し
て
均
等
に
�
分
す
る
︒
足
り
な
け
れ
ば
︑
そ
こ
で

御


大
夫
に
申
p
し
︑
禁
錢
を
こ
れ
に
貸
與
す
る
こ
と
を
p
う
︒
貸
し
た
金
額

の
多
寡
に
よ
っ
て
︑
�
濟
す
る
R
限
の
長
さ
を
定
め
る
︒
錢
が
�
る
の
に
荏
給

し
な
い
こ
と
が
︑
一
か
U
を
超
�
す
れ
ば
︑
縣
の
丞
・
令
・
令


・
官
嗇
夫
・

擔
當
官
>
は
︑
⁝
者
は
︑
官
の
身
分
の
ま
ま
⁝

【
�
︼

①
制
詔
：
皇
x
が
命
令
を
下
す
時
に
用
い
ら
れ
る
語
︒﹁
制
詔
﹂
と
は
皇
x
の

發
言
を
\
味
す
る
が
︑
嚴
密
に
い
え
ば
︑﹁
制
﹂
は
皇
x
の
命
令
で
あ
る

こ
と
を
表
示
す
る
�
字
で
︑﹁
詔
﹂
は
吿
げ
る
こ
と
で
あ
る
︒
な
お
本
鯵

で
は
●
と
制
詔
の
閒
に
二
�
字
分
の
空
白
が
あ
る
︒
擡
頭
と
の
關
係
は
不

!
︒

□

制﹅

︒
詔﹅

相
國
・
御


︑
諸
不
幸
死
︑
家
在
關
外
者
︑
關
發
索
之
︑
不
宜
︒

東 方 學 報
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其
令
勿
献

(索
)
︑
具
爲
令
︒
相﹅

國﹅

・
御﹅


﹅

p﹅

︑
關
外
人
宦
・
爲
>
︑
若
䌛

(徭
)
4
�
事
關
中
︑
〼
縣
�
各

(？
)
屬
�
官
謹
視
收
斂
︑
毋
禁
物
︑
以
令

若
丞
印
封
櫝
槥
︑
以
印
違
吿
關
︑
關
完
封
出
︑
勿
献

(索
)
︒
櫝
槥
中
�
禁

物
︑
視
收
斂
9
封

(二
年
律
令
500
～
501
)

●
g
制﹅

詔﹅

以
4
者
或
下
云
>
︑
>
治
之
︑
云
節

(
戸
)
不
讎
︑
或
節

(
戸
)

徵
遝
4
者
︑
p
自
今
以
來
g
制
詔
以
4
︑
其
�
舉
云
〼
書
具
言
不
讎
�
)
狀
︑

署
〼
之
︒

●
三

︱
︱

(嶽
麓
︹
伍
︺
63
～
65
)

漢
天
子
正
號
曰
皇
x
︒
自
稱
曰
=
︒
臣
民
稱
之
曰
陛
下
︒
其
言
曰
制﹅

詔﹅

︒

(﹃
獨
斷
﹄
上
)

②
兵
事
畢
：﹁
兵
事
﹂
は
軍
事
行
動
︑
こ
こ
で
は
六
國
を
征
^
す
る
戰
爭
を
指

す
の
で
あ
ろ
う
︒

武
B
君
年
少
︑
不
知
兵﹅

事﹅

︑
勿
聽
︒
(﹃


記
﹄
陳
涉
世
家
)

兵
不
得
休
八
年
︑
萬
民
與
苦
甚
︑
今
天﹅

下﹅

事﹅

畢﹅

︑
其
赦
天
下
殊
死
以
下
︒

(﹃
漢
書
﹄
高
x
紀
)

③
Ø
賞
：
賞
金
︑
褒
美
︒
294
鯵
�
②
參
照
︒

④
貰
責
：﹁
貰
﹂
は
﹁
赦
す
﹂
の
\
味
で
︑﹁
貰
責

(債
)
﹂
は
︑
戰
場
で
の
功

績
に
よ
り
債
務
を
免
除
す
る
こ
と
か
︒
類
似
の
語
に
は
棄
責
や
除
責
な
ど

が
あ
る
︒

皆
貰﹅

其
罪
︒﹇
師
古
曰
︑
貰﹅

︑
>﹅

也
︒﹈
(﹃
漢
書
﹄
�
>
傳
)

高
祖
每
酤
留
飮
︑
酒
讎
數
倍
︒
9
見
怪
︑
歲
悦
︑
此
兩
家
常
折
F
棄﹅

責﹅

︒

(﹃
漢
書
﹄
高
x
紀
)

●
諸
當
�
償
︑
険

(詐
)
相
移
居
之
9
相
幷
令
一
人
獨
名
�
之
︑
皆
坐
�
移

與
盜
同
灋
︒
今
雍
氏
卒
険

(詐
)
僞
相
移
甲
叚

(假
)
而
毄

(繫
)
治
者
千

餘
人
︑
其
叚

(假
)
或
自
雍
氏
軍
︑
以
至
破
荊
軍
叚

(假
)
殹

(也
)
︒
>
弗

輒
收
令
至
今
︑
今
其
人
或
死
S
9
不
存
︑
>
利
其
得
解
z
以
除﹅

責﹅

(債
)
︑

戸
Ò
責
其
見
存
9
不
存
者
妻
子
︑
戸
與
存
者
共
謀
移
敦

(屯
)
人
︑
令
幷
名

而
解
z
以
除﹅

責﹅

(債
)
︒
丞
・
令
・
令


・
>
或
智

(知
)
其
険

(詐
)
僞
相

移
︑
利
其
昜

(易
)
責

(
債
)
而
弗
云
論
︒
●
�
後
坐
相
移
居
⁝
⁝
爲
除
叚

(假
)
責

(債
)
者
當
與
同
辠
︑
丞
・
令
・
令


智

(
知
)
而
弗
云
論
︑
當
爲

縱
辠
人
︒
其
弗
智

(知
)
〼
得
︑
貲
各
二
甲
︒

□
七

(嶽
麓
︹
陸
︺
18
～

23
)一

方
で
﹁
貰
責
﹂
は
﹁
貸
し
借
り
﹂
の
\
で
﹁
爲
>
之
�
﹂
に
見
え
︑
ま

た
貰
に
は
掛
け
買
い
と
い
う
\
味
が
あ
る
︒
こ
れ
ら
に
據
り
︑
貰
責
は

﹁
掛
け
買
い
の
債
權
﹂
の
こ
と
と
す
る
說
も
出
た
︒
こ
の
場
合
﹁
貰
責
が

�
る
﹂
と
は
︑
民
が
官
に
掛
け
賣
り
し
︑
そ
の
代
金
が
未
拂
い
で
あ
る
こ

と
を
指
し
︑
そ
の
;
や
か
な
荏
拂
い
は
︑
戰
爭
に
關
わ
っ
た
民
す
べ
て
へ

の
恩
典
と
い
う
こ
と
に
な
る
︒

貰﹅

責

(債
)
在
外
︒
(爲
>
之
�
13
)

縣
官
無
錢
︑
從
民
貰﹅

馬
︒﹇
索
隱
︑
貰
{
時
夜
反
︒
貰﹅

︑
賒﹅

也
︒﹈
(﹃


記
﹄

汲
黯
傳
)

⑤
見
錢
：
現
錢
︒
實
際
に
手
元
に
あ
る
錢
の
こ
と
︒

是
時
外
戚
貲
千
萬
者
少
耳
︑
故
少
府
水
衡
見﹅

錢﹅

多
也
︒﹇
師
古
曰
︑
見﹅

在﹅

之﹅

錢﹅

也﹅

︒﹈
(﹃
漢
書
﹄
王
嘉
傳
)

⑥
禁
：
禁
止
す
る
︑
4
用
や
液
'
を
制
限
す
る
︒﹁
現
錢
不
禁
者
﹂
と
は
4
用

上
の
制
限
が
な
い
︑
地
方
官
府
の
裁
量
で
荏
出
で
き
る
錢
の
こ
と
︒
後
�

に
は
﹁
禁
錢
﹂
と
あ
り
︑
實
質
�
に
は
禁
錢

︱
︱
皇
室
に
屬
す
る
錢

︱
︱

以
外
の
錢
を
指
す
の
だ
ろ
う
が
︑
こ
こ
で
は
﹁
禁
﹂
が
動
詞
と
し

嶽麓書院�藏鯵《秦律令 (壹)》譯�稿 その (四)
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て
用
い
ら
れ
︑﹁
皇
x
專
用
﹂
を
示
す
“
符
號
”
と
し
て
の
用
法
と
は
若

干
衣
な
る
︒

臣
狀
・
臣
綰
p
︑
其
禁﹅

樹
木
盡
如
禁
苑
樹
木
︑
而
令
蒼
梧
謹
!
爲
駱
;
山
以

南
�
封
刊
︒
臣
敢
p
︒
制
曰
可
︒
●
廿
七

(嶽
麓
︹
伍
︺
57
～
58
)

�
盜
出
入
禁﹅

其
關
出
入
而
弗
得
︑
貲
府
嗇
夫
・
>
b
者
各
二
甲
︑
丞
・
令
・

令


各
一
甲
︒
●
十
六
︱
︱

(嶽
麓
︹
陸
︺
73
)

相
國
・
御


p
︑
關
外
人
宦
・
爲
>
︑
若
䌛

(徭
)
4
�
事
關
中
︑
〼
縣
�

各

(？
)
屬
�
官
謹
視
收
斂
︑
毋
禁﹅

物﹅

︑
以
令
若
丞
印
封
櫝
槥
︑
以
印
違
吿

關
︑
關
完
封
出
︑
勿
献

(索
)
︒
(二
年
律
令
500
～
501
)

禁﹅

苑﹅

>
・
苑
人
9
黔
首
�
事
禁﹅

中﹅

︑
或
取
其
□
□
□
〼

(龍
崗
秦
鯵
6
)

⑦
ä
均
：
ä
整
し
て
B
均
す
る
︒
漢
代
の


料
に
も
﹁
ä
均
﹂
が
見
え
︑
地
方

郡
國
か
ら
中
央
大
司
農
へ
の
垂
直
方
向
の
輸
�
で
あ
る
委
輸
に
對
し
︑
各

郡
國
閒
を
水
B
方
向
に
移
動
す
る
物
'
輸
�
を
指
す
︒
本
條
か
ら
︑
秦
代

で
は
執
法
が
同
樣
の
事
務
を
擔
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
︒

¨
大
司
農
非
ä
ä﹅

均﹅

錢
穀
河
決
�
灌
之
郡
︒
(﹃
漢
書
﹄
@
洫
志
)

ä﹅

均﹅

報
度
︑
輸
漕
委
輸
︒﹇
胡
廣
曰
︑
邊
郡
諸
官
p
ä
者
︑
皆
爲
ä
均
報
給

之
也
︒﹈
(﹃
續
漢
書
﹄
百
官
志
大
司
農
條
補
�
引
﹃
漢
官
解
詁
﹄
)

漁
陽
以
東
︑
本
備
邊
塞
︑
地
接
外
虜
︑
貢
稅
Î
´
︑
安
B
之
時
︑
尙
'﹅

內﹅

郡﹅

︑

況
今
荒
@
︑
豈
足
先
圖
︒
(﹃
後
漢
書
﹄
伏
湛
傳
)

以
臨
萬
貨
︑
以
ä﹅

盈
虛
︒﹇
師
古
曰
︑
ä﹅

︑
B﹅

均﹅

也
︒﹈
(﹃
漢
書
﹄
食
貨
志
下
)

⑧
禁
錢
：
少
府
が
b
管
す
る
︑
皇
室
財
政
に
屬
す
る
錢
︒

大
司
農
錢
盡
︑
乃
以
少
府
禁﹅

錢﹅

續
之
︒﹇
師
古
曰
︑
少
府
錢
b
供
天
子
︑
故

曰
禁
錢
︒﹈
(﹃
漢
書
﹄
賈
捐
之
傳
)

郡
國
頗
被
菑
É
︑
貧
民
無
產
業
者
︑
募
徙
廣
饒
之
地
︒
陛
下
損
膳
省
用
︑
出

禁﹅

錢﹅

以
振
元
元
︑
寬
貸
賦
︑
而
民
不
齊
出
於
南
畝
︑
商
賈
滋
眾
︒
貧
者
畜
積

無
�
︑
皆
仰
縣
官
︒
(﹃


記
﹄
B
準
書
)

皆
當
爲
禁﹅

錢﹅

□
〼

(里
耶
秦
鯵
⑧
1
3
)

⑨
以
�
貸
多
少
爲
償
久
易
R
：
貸
與
し
た
禁
錢
の
多
寡
に
應
じ
て
︑
長
R
・
短

R
の
�
濟
R
限
を
設
け
る
こ
と
︒
嶽
麓
鯵
に
は
︑
難
／
易
・
¡
／
n
に
應

じ
て
﹁
R
を
爲
す
︱
R
日
を
設
け
る
︱
﹂
と
い
う
句
作
り
が
見
ら
れ
る
︒

︻
解
說
︼
に
紹
介
す
る
陳
洩
論
�
も
同
樣
に
解
釋
し
︑
こ
の
場
合
は
﹁
易
﹂

が
﹁
久
﹂
と
對
に
な
り
﹁
短
R
﹂
を
\
味
す
る
こ
と
に
な
る
︒
た
だ
し
典

籍


料
に
は
︑﹁
易
＝
短
R
﹂
と
す
る
確
た
る
訓
詁
が
見
い
だ
せ
な
い
︒

﹃


記
﹄
天
官
書
集
解
の
徐
廣
�
は
﹁
易
c
輕
;
也
﹂
と
す
る
が
︑
衣
說

も
あ
る
︒

郡
守
9
縣
官
各
以﹅

其
事
難﹅

昜﹅

(易
)
・
�
里
¡﹅

n﹅

︑
善
爲﹅

R﹅

︒
�
失
R
9
竊

去
其
事
者
︑
自
一
日
以
到
七
日
︑
貲
二
甲
︒
(
嶽
麓
︹
伍
︺
323
)

其
居
久﹅

︑
其
國
福
厚
︒
易﹅

︑
福
´
︒﹇
集
解
︑
徐
廣
曰
︑
易﹅

c﹅

輕﹅

;﹅

也﹅

︒﹈

(﹃


記
﹄
天
官
書
)

�
居
久
︑
其
鄕
利
︒
(疾
)
︹
易
︺︑
其
鄕
凶
︒﹇
集
解
︑
蘇
林
曰
︑
疾﹅

�﹅

也
︒﹈

(﹃


記
﹄
天
官
書
)

�
居
久
︑
其
國
利
︒
易
︑
其
鄕
凶
︒
入
七
日
復
出
︑
將
軍
戰
死
︒﹇
蘇
林
曰
︑

疾
�
也
︒
一
說
︑
易
鄕
而
出
入
也
︒
晉
灼
曰
︑
上
言
出
而
易
︑
言
疾
�
是

也
︒﹈
(﹃
漢
書
﹄
天
�
志
)

⑩
【錢
弗
予
︼
�
一
U
：
整
理
小
組
は
﹁
□
□
坐
一
□
﹂︑
陳
洩
は
﹁
□
□
︻
坐

之
︑
縣
︼﹂
と
釋
讀
す
る
が
︑
圖
版
な
ら
び
に
後
�
と
の
比
 
に
よ
り
︑

後
d
を
﹁
�
一
U
﹂
に
改
め
︑
そ
の
�
の
不
!
字
は
三
�
字
分
と
見
て
︑

﹁
錢
弗
予
﹂
を
補
っ
た
︒
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⑪
奪
z
：
官
>
へ
の
罰
則
と
し
て
z
を
奪
う
例
は
嶽
麓
︹
陸
︺
に
も
見
え
る
︒

叚

(假
)
責

(債
)
故
吉

(繫
)
治
9
其
辠
已
斷
當
貲
盾
以
上
者
︑
五
十
人

以
上
皆
�
⁝
⁝
〼
〼
以
上
︑
盈
五
十
人
以
上
者
︑
執
灋
亦
輒
�
論
之
︑
皆
以

書
言
官
名
〼
⁝
⁝
者
五
十
人
到
不
盈
百
人
︑
丞
・
令
・
令


b
者
貲
各
二
甲
︑

免
︑
百
人
到
不
盈
千
人
︑
奪﹅

z﹅

各
一
§
︑
千
人
以
上
︑
奪
各
二
§
︒
其
毋
z

者
︑
令
以
卒
戍
怨
地
︑
§
四
賞
︒
謹
布
令
︑
令
>
・
卒
・
黔
首
!
焉
︑
毋
巨

(
歫
)
辠
︒
●
六

(嶽
麓
︹
陸
︺
13
～
17
)

⑫
以
官
爲
怨
地
>
：
官
の
身
分
の
ま
ま
で
怨
地
>
と
す
る
︒
卒
の
身
分
で
戍
邊

に
行
か
せ
る
の
に
對
し
︑
官
>
の
身
分
の
ま
ま
怨
地
に
左


す
る
こ
と
を

い
う
︒

〼
□
出
貸
>﹅

以﹅

卒﹅

戍﹅

士
五

(伍
)
込
陵
戲
里
去
死
︑
十
一
U
食
︒
(里
耶
秦
鯵

⑧
1
0
9
4
)

●
死
事
者
︑
置
後
如
律
︒
大
痍
臂
臑
股
胻
︑
或
誅
斬
︑
除
︒
與
盜
×
¶
而
去

北
︑
9
力
足
以
�
�
捕
之
而
官
□
□
□
□
□
W
留
畏
耎
弗
敢
就
︑
奪
其
將
z

一
絡
︿
§
﹀︑
免
之
︑
毋
z
者
戍
邊
二
歲
︑
而
罰
其
�
將
>
徒
以﹅

卒﹅

戍﹅

邊﹅

各

一
歲
︒
(二
年
律
令
142
～
143
)

諸
不
爲
戶
︑
�
田
宅
︑
附
令
人
名
︑
9
爲
人
名
田
宅
者
︑
皆
令
以﹅

卒﹅

戍﹅

邊﹅

二

歲
︑
沒
入
田
宅
縣
官
︒
(二
年
律
令
323
)

●
定
陰
忠
言
︑
律
曰
︑
顯
大
夫
�
辠
當
廢
以
上
勿
擅
斷
︑
必
p
之
︒
今
南
郡

司
馬
慶
故
爲
冤
句
令
︑
険

(詐
)
課
︑
當
廢
官
︑
令
以﹅

故﹅

秩﹅

爲﹅

怨﹅

地﹅

>﹅

四
歲

而
勿
廢
︑
p
論
慶
︒
制
書
曰
︑
諸
當
廢
而
爲
怨
地
>
勿
廢
者
︑
戸
非
廢
︒
已

後
此
等
勿
言
︒

●
廿
六

(嶽
麓
︹
伍
︺
53
～
55
)

⑬
都
>
：
郡
�
屬
の
官
︒
24
～
28
鯵
�
㉓
參
照
︒

⑭
循
行
：
<
視
︑
<
察
︒
124
鯵
�
④
參
照
︒

⑮
案
舉
不
如
令
者
：﹁
者
﹂
字
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
︑
後
�
よ
り
補
っ
た
︒

﹁
案
舉
﹂
は
ä
査
し
て
檢
擧
す
る
こ
と
︒

制
書
曰
︑
擧﹅

事
可
爲
恆
Ý
者
︑
上
丞
相

(
里
耶
秦
鯵
⑧
1
5
9
)

今
且
令
人
案﹅

行﹅

之
︑
舉﹅

云﹅

不
從
令
者
︑
致
以
律
︑
論
9
令
・
丞
︒
(語
書
7
～

8
)

先
是
顯
爲
太
僕
十
餘
年
︑
與
官
屬
大
爲
姦
利
︑
臧
千
餘
萬
︑
司
隸
校
尉
昌
案﹅

云﹅

︑
罪
至
不
�
︑
奏
p
�
捕
︒
(﹃
漢
書
﹄
丙
吉
傳
)

二
千
石
上
其
官
屬
︑
三
輔
舉﹅

不﹅

如﹅

法
令﹅

者
︑
皆
上
丞
相
御


p
之
︒
(﹃
漢
書
﹄

景
x
紀
)

⑯
丞
相
上
御


：﹁
御


﹂
は
﹁
大
夫
﹂
が
省
略
さ
れ
て
い
る
と
す
る
整
理
小

組
の
說
に
從
う
︒

⑰
□
：
整
理
小
組
は
﹁
出
﹂
と
釋
す
が
︑
�
字
の
左
d
を
缺
き
︑
字
跡
が
#
然

と
し
な
い
︒

⑱
者
：﹁
者
﹂
字
の
下
は
空
白
に
な
っ
て
い
る
︒
陳
洩
は
こ
れ
を
重
複
が
C
ら

れ
た
の
だ
と
し
︑
さ
ら
に
-
鯵
冒
頭
の
﹁
者
﹂
字
を
衍
字
と
見
て
い
る
︒

こ
れ
に
從
っ
た
︒
な
お
︑
339
鯵
が
347
鯵
の
︑
340
鯵
が
348
鯵
の
背
面
に
映
っ

て
お
り
︑
本
來
は
339
↓
340
と
鯵
が
竝
ん
で
い
た
可
能
性
が
高
い
も
の
の
︑

�
違
は
!
ら
か
に
339
鯵
か
ら
309
鯵
へ
と
續
く
︒

⑲
巨
辠
：
罪
を
犯
す
︒
巨
は
歫
に
'
じ
︑﹁
至
る
﹂
の
\
︒

令
>
!
布
︑
令
>
民
皆
!
智

(
知
)
之
︑
毋
巨

(
歫
)
于
辠

(罪
)
︒
(語
書
4
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～
5
)

謹
布
令
︑
令
黔
首
・
>
・
官
徒
隸
・
奴
婢
!
智

(知
)
之
︑
毋
巨﹅

(
歫
)
辠﹅

︒

●
十
五

(嶽
麓
︹
伍
︺
28
～
29
)

縣
�
曰
︑
令


・
鄕
部
嗇
夫
發
D
黔
首
︑
布
大
書
市
門
・
離
鄕
市
門
此

(壁
)
︑
令
黔
首
智

(知
)
︑
毋
巨﹅

(
歫
)
罪﹅

︒
(嶽
麓
︹
陸
︺
201
)

勿
令
巨﹅

罪﹅

︒
〼

(龍
崗
秦
鯵
96
)

⑳
U
：
整
理
小
組
は
﹁
金
﹂
と
釋
讀
す
る
が
︑
圖
版
お
よ
び
陳
洩
論
�
の
指
摘

に
よ
り
改
め
た
︒

【解
說
︼

元
來
は
308
～
310
鯵
︑
さ
ら
に
は
311
鯵
が
一
つ
の
條
�
と
し
て
�
列
さ
れ
て
い

た
︒
だ
が
整
理
者
の
一
人
で
も
あ
る
周
海
鋒
に
よ
り
0
聯
の
)
り
が
指
摘
さ
れ

(﹁︽
嶽
麓
書
院
藏
秦
鯵

(肆
)︾
�
收
令
�
淺
析
﹂﹃
鯵
帛
硏
究
二
〇
一
八

(春
夏
卷
)﹄
廣

西
師
範
大
學
出
版
社
︑
二
〇
一
八
)
︑﹃
嶽
麓
書
院
藏
秦
鯵

(陸
)
﹄
(上
海
世
紀
出
版

集
團
・
上
海
辭
書
出
版
社
︑
二
〇
二
〇
)
で
は
︑
308
鯵
が
﹁
68
鯵
﹂
と
し
て
再
錄

さ
れ
︑
69
鯵
に
繫
が
る
と
さ
れ
て
い
る
︒
關
連
す
る
諸
鯵
の
0
聯
に
つ
い
て
は
︑

陳
洩
﹁
“
諸
當
得
Ø
賞
貰
債
者
皆
亟
予
之
令
”
復
原
試
說
﹂
(
鯵
帛
網
二
〇
二
〇
年

五
U
四
日
)
や
︑
王
可
﹁
讀
嶽
麓
秦
鯵
札
記
一
則
﹂
(
鯵
帛
網
二
〇
一
九
年
五
U
八

日
)
も
あ
る
︒

こ
れ
ら
の
�
說
の
詳
し
い
紹
介
︑
お
よ
び
論
ª
は
こ
こ
で
は
省
略
す
る
︒
本

硏
究
班
で
は
三
つ
の
說
を
ふ
ま
え
つ
つ
︑
筆
跡
と
內
容
を
檢
討
し
た
う
え
で
︑

提
示
し
た
よ
う
に
�
列
・
釋
讀
を
改
め
た
︒
周
海
鋒
が
指
摘
す
る
と
お
り
︑
筆

跡
は
大
き
く
二
種
類
に
分
か
れ
︑
そ
れ
に
從
う
な
ら
﹁
兵
事
畢
矣
﹂
に
關
す
る

詔
敕

(の
斷
片
)
が
二
組
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
︒
暫
く
︹
肆
︺
308
鯵
か
ら
始

ま
る
方
を
册
書
A
︑︹
肆
︺
338
鯵
か
ら
の
方
を
册
書
B
と
呼
ん
で
お
く
︒
筆
跡

は
册
書
A
の
方
が
謹
直
で
あ
る
︒

ほ
ぼ
同
內
容
の
册
書
が
二
組
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
︑
二
つ
の
\
見
が
出
た
︒

一
つ
は
﹁
丞
相
御


p
﹂
と
い
う
提
案
を
含
む
册
書
B
が
册
書
A
に
先
行
し
︑

册
書
B
で
示
さ
れ
た
提
案
を
�
加
す
る
か
た
ち
で
�
i
�
に
册
書
A
が
詔
敕
と

し
て
完
成
し
た
︑
と
い
う
見
方
で
あ
る
︒
-
の
二
つ
の
條
�
が
參
考
に
な
る
︒

●
御


p
︑
制
�
頃

(
譴
)
而
當
論
者
︑
皆
貲
二
甲
︒
罪
重
于
頃

(譴
)
︑

以
律
論
之
︒
●
制
曰
︑
>
�
擧
云
以
聞
9
上
書
者
︑
�
言
殹

(
也
)
︑
其

︹
陸
︺
210

(
1
9
9
3
)

�
云
言
者
︑
節

(
戸
)
當
治
論
︑
皆
毋
以
頃

(譴
)
︑
它
如
p
︒
●
廿
三

︹
陸
︺
211

(
J0
8
)

●
令
曰
︑
制
�
¨

(
譴
)
而
當
論
者
︑
皆
貲
二
甲
︒
辠
重
於
¨

(譴
)
︑
以

律
令
論
之
︒
>
�
擧
云
︻
以
聞
︼
9
上
書
者
︑
�
言
殹

(也
)
︑
其
�
云

言
者
︑
節

(
戸
)

︹
伍
︺
214

(
J2
7
)

當
治
論
︑
皆
毋
以
頃

(
譴
)
論
︒

●
廷
甲
第
廿
一

︹
伍
︺
215

(
J5
2
)

�
者
で
は
御


の
﹁
p
﹂
に
對
し
︑
皇
x
が
﹁
制
﹂
で
規
定
內
容
を
�
加
し
て

い
る
︒
一
方
︑
後
者
で
は
﹁
p
﹂
と
﹁
制
﹂
と
が
一
體
に
な
り
︑
ý
體
が
﹁
廷

甲
第
廿
一
﹂
と
い
う
令
に
な
っ
て
い
る
︒
つ
ま
り
︑
後
者
は
�
者
を
整
理
し
て
︑

�
i
�
に
完
成
し
た
令
�
だ
と
い
え
る
︒
こ
れ
と
同
じ
關
係
が
册
書
A
と
册
書

B
に
も
想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
か
︒

具
體
�
に
說
!
す
る
な
ら
︑
ま
ず
册
書
B
で
は
︑
制
詔

(傍
線
部
)
に
よ
っ

て
褒
賞
の
荏
給
︑
お
よ
び
遲
�
に
對
す
る
罰
則
が
︱
こ
の
部
分
の
鯵
は
失
わ
れ

て
い
る
が

︱
︱
命
じ
ら
れ
︑
ま
た
都
官
も
縣
と
同
樣
で
あ
る
と
の
指
示
が
下

さ
れ
た
︒
こ
れ
に
�
加
し
て
︑
丞
相
・
御


は
現
錢
が
不
足
し
た
場
合
の
對
處

法
を
上
奏
し
︑
こ
の
�
加
提
案

(
波
線
部
)
が
册
書
B
の
現
存
部
分
の
大
d
を

占
め
て
い
る
︒
こ
の
皇
x
と
丞
相
・
御


と
の
¨
り
取
り
を
︑
す
べ
て
T
攝
す
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る
か
た
ち
で
出
來
上
が
っ
た
の
が
册
書
A
で
あ
る
︱
︱

以
上
が
第
一
案
の
槪

_
で
あ
る
︒
缺
鯵
を
含
め
て
敢
え
て
復
原
す
る
な
ら
︑
-
の
よ
う
な
內
容
が
想

定
で
き
る
︒

册
書
B

(︹

︺
內
は
册
書
A
の
內
容
か
ら
補
っ
た
部
分
)

〔●
制
詔
丞
相
・
御


︒
諸
當
得
Ø
賞
貰
責
者
︑
令
縣
皆
亟
予
之
︒
�
錢
弗
予
︑
�

一
U
︑
丞
・
令
・

＝



・
官
嗇
夫
・
>
b
者
奪
z
各
一
§
︑
無
z
者
以
官
爲
怨
地
>

四
歲
︒
執
灋
令
都
>
循
行
案
︺
舉
不
如
令
者
︑
論
之
︑
而
上
奪
z
者
名
丞

＝

相

＝

︑
上
御


︒
都
官
�
Ø
賞
貰
責
者
︑
如
縣
︒
兵
事
畢
矣
︒
諸
當
得
Ø

賞
貰
責
者
︑
勿
令
巨
辠
︑
令
縣
皆
亟
予
之
︒
■
丞
相
御


p
︑
令
到

縣
︑

＝

各
盡
以
見
錢
不
禁
者
亟
予
之
︑
不
足
︑
各
p
其
屬
�
執

＝

灋

＝

︑
ä

均
︒
不
足
︑
乃
p
御


︑
p
以
禁
錢
貸
之
︒
以
�
貸
多
少
爲
償
久
昜
R
︒

�
錢
弗
予
︑
�
一
U
︑
丞
・
令
・

＝



・
官
嗇
夫
・
>
b
者
□
□
□
□
□

者
以
其
官
爲
□
□
□
□
□
□
⁝

←

册
書
A

●

制
詔
丞
相
・
御


︒
兵
事
畢
矣
︒
諸
當
得
Ø
賞
貰
責
者
︑
令
縣
皆

亟
予
之
︒
令
到
縣
︑

＝

各
盡
以
見
錢
不
禁
者
亟
予
之
︑
不
足
︑
各
p
其
屬

�
執

＝

灋

＝

︑
ä
均
︒
不
足
︑
乃
p
御


︑
p
以
禁
錢
貸
之
︑
以
�
貸
多

少
爲
償
久
昜
R
︒
�
錢
弗
予
︑
�
一
U
︑
丞
・
令
・

＝



・
官
嗇
夫
・
>

b
者
奪
z
各
一
§
︑
無
z
者
以
官
爲
怨
地
>
四
歲
︒
執
灋
令
都
>
循
行
︑

案
舉
不
如
令
者
︑
論
之
︑
而
上
奪
z
者
名
丞

＝

相

＝

︑
上
御


︒
都
官
�

Ø
賞
貰
責
不
□
者
如
縣
︒
●
內


官
共

た
だ
し
こ
の
解
釋
に
は
︑
①
册
書
B
の
﹁
制
詔
﹂
部
分

(傍
線
部
)
が
不
自
然

で
あ
る

︱
︱
冒
頭
に
來
る
べ
き
﹁
兵
事
畢
矣
﹂
が
後
に
囘
さ
れ
る
・
科
罰
規

定
が
す
で
に
か
な
り
具
體
�
で
あ
る
︱
︱
︑
②
｢制
詔
﹂
で
始
ま
り
︑﹁
～
令
﹂

で
結
ば
れ
る
形
式
の
令
�
は
︑
今
の
と
こ
ろ
存
在
し
な
い
︑
な
ど
︑
い
く
つ
か

の
問
題
點
が
あ
る
︒
そ
こ
で
も
う
一
つ
の
見
方
と
し
て
示
さ
れ
た
の
が
︑
册
書

A
と
册
書
B
は
一
つ
の
詔
敕
の
︑
二
つ
の
衣
な
る
抄
本
で
あ
る
と
い
う
解
釋
で

あ
る
︒
そ
の
場
合
︑
)
記
や
節
略
の
な
い
底
本
と
し
て
︑
-
の
よ
う
な
詔
敕
が

想
定
で
き
る
︒

●
制
詔
丞
相
・
御


︒
兵
事
畢
矣
︒
諸
當
得
Ø
賞
貰
責
者
︑
勿
令
巨
辠
︑

令
縣
皆
亟
予
之
︒
■
丞
相
・
御


p
︑
令
到
縣
︑

＝

各
盡
以
見
錢
不
禁
者

亟
予
之
︑
不
足
︑
各
p
其
屬
�
執

＝

灋

＝

︑
ä
均
︒
不
足
︑
乃
p
御


︑

p
以
禁
錢
貸
之
︑
以
�
貸
多
少
爲
償
久
昜
R
︒
�
錢
弗
予
︑
�
一
U
︑

丞
・
令
・

＝



・
官
嗇
夫
・
>
b
者
奪
z
各
一
§
︑
無
z
者
以
官
爲
怨
地

>
四
歲
︒
執
灋
令
都
>
循
行
︑
案
舉
不
如
令
者
︑
論
之
︑
而
上
奪
z
者
名

丞

＝

相

＝

︑
上
御


︒
都
官
�
Ø
賞
貰
責
不
□
者
如
縣
︒
制
曰
︑
可
︒

こ
の
解
釋
に
據
る
な
ら
︑
册
書
A
が
詔
敕
の
ほ
ぼ
正
確
な
抄
本
で
あ
る
の
に
對

し
︑
册
書
B
は
底
本
の
末
尾
を
書
寫
し
た
後
︑
再
び
そ
の
冒
頭
邊
り
か
ら
書
き

始
め
た
︑
い
さ
さ
か
混
亂
し
た
抄
本
で
あ
る
こ
と
に
な
る
︒
そ
れ
ぞ
れ
の
書
寫

部
分
を
示
し
て
お
く

(︹

︺
內
は
書
か
れ
て
い
な
い
部
分
)
︒

册
書
A

●
制
詔
丞
相
・
御


︒
兵
事
畢
矣
︒
諸
當
得
Ø
賞
貰
責
者
︑︹
勿
令
巨

辠
︑︺
令
縣
皆
亟
予
之
︒︹
■
丞
相
・
御


p
︑︺
令
到
縣
︑

＝

各
盡
以
見
錢

不
禁
︻
者
亟
予
之
︼︑
不
足
︑
各
p
其
屬
�
執

＝

灋

＝

︑
ä
均
︒
不
足
︑
乃

p
御


︑
p
以
禁
錢
貸
之
︑
以
�
貸
多
少
爲
償
久
昜
R
︒︻
�
錢
弗
予
︼︑

�
一
U
︑
丞
・
令
・

＝



・
官
嗇
夫
・
>
b
者
奪
z
各
一
§
︑
無
z
者
以

官
爲
怨
地
>
四
歲
︒
執
灋
令
都
>
循
行
︑
案
舉
不
如
令
〖
者
〗︑
論
之
︑

而
上
奪
z
者
名
丞

＝

相

＝

︑
上
御


︒
都
官
�
Ø
賞
貰
責
不
□
者
如
縣
︒

︹
制
曰
︑
可
︒︺
●
內


官
共
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册
書
B

〔●
制
詔
丞
相
・
御


︒
兵
事
畢
矣
︒
諸
當
得
Ø
賞
貰
責
者
︑
勿
令
巨
辠
︑

令
縣
皆
亟
予
之
︒
■
丞
相
・
御


p
︑
令
到
縣
︑

＝

各
盡
以
見
錢
不
禁
者

亟
予
之
︑
不
足
︑
各
p
其
屬
�
執

＝

灋

＝

︑
ä
均
︒
不
足
︑
乃
p
御


︑

p
以
禁
錢
貸
之
︑
以
�
貸
多
少
爲
償
久
昜
R
︒
�
錢
弗
予
︑
�
一
U
︑

丞
・
令
・

＝



・
官
嗇
夫
・
>
b
者
奪
z
各
一
§
︑
無
z
者
以
官
爲
怨
地

>
四
歲
︒
執
灋
令
都
>
循
行
︑
案
︺
舉
不
如
令
者
︑
論
之
︑
而
上
奪
z
者

名
丞

＝

相

＝

︑
上
御


︒
都
官
�
Ø
賞
貰
責
︹
不
□
︺
者
如
縣
︒︹
制
曰
︑

可
︒

●
制
詔
丞
相
・
御


︒︺
兵
事
畢
矣
︒
諸
當
得
Ø
賞
貰
責
者
︑
勿
令
巨
辠
︑

令
縣
皆
亟
予
之
︒
■
丞
相
・
御


p
︑
令
到
縣
︑

＝

各
盡
以
見
錢
不
禁
者

亟
予
之
︑
不
足
︑
各
p
其
屬
�
執

＝

灋

＝

︑
ä
均
︒
不
足
︑
乃
p
御


︑

p
以
禁
錢
貸
之
︑
以
�
貸
多
少
爲
償
久
昜
R
︒
�
錢
弗
予
︑
�
一
U
︑

丞
・
令
・

＝



・
官
嗇
夫
・
>
b
者
︹
奪
z
各
一
§
︑
無
z
︺
者
以
其
官

爲
︹
怨
地
>
四
歲
︒
執
灋
令
都
>
循
行
︑
案
舉
不
如
令
者
︑
論
之
︑
而
上

奪
z
者
名
丞

＝

相

＝

︑
上
御


︒
都
官
�
Ø
賞
貰
責
不
□
者
如
縣
︒
制
曰
︑

可
︒︺

こ
の
場
合
︑
册
書
B
は
﹁
抄
本
﹂
と
い
う
よ
り
も
︑
む
し
ろ
內
容
を
G
記
す
る

た
め
な
ど
の
目
�
で
︑
手
"
い
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
だ
と
見
た
方
が
よ
い
だ

ろ
う
︒

《
三
一
一
︾

貲
二
甲
︒

311

(
0
3
5
7
)

【譯
︼

⁝
貲
二
甲
︒

【解
說
︼

311
鯵
は
310
鯵
と
出
土
位
置
が
n
く
︑
整
理
小
組
は
兩
鯵
を
接
續
さ
せ
て
︑

﹁
�
錢
弗
予
︑
�
一
金マ
マ

︑
貲
二
甲
﹂
と
解
釋
し
て
い
る
︒
だ
が
﹁
金
﹂
字
は

﹁
U
﹂
と
釋
讀
す
べ
き
で
あ
り
︑
ま
た
そ
の
後
�
は
﹁
丞
・
令
・
令


・
官
嗇

夫
・
>
b
者
奪
z
各
一
§
︑
⁝
﹂
と
續
く
こ
と
は
�
條
で
営
べ
た
︒
311
鯵
が
ど

の
よ
う
な
條
�
の
末
尾
な
の
か
は
不
!
で
あ
る
︒

《
三
一
二
︾

■
內


郡
二
千
石
官
共
令

第
戊

312

(
0
4
6
5
)

【譯
︼■

內


・
郡
二
千
石
官
共
令

第
戊

【解
說
︼

｢共
令
﹂
の
﹁
戊
﹂
�

(第
五
�
)
に
屬
す
こ
と
を
示
す
表
題
鯵
︒
280
鯵
�
①

お
よ
び
306
～
307
鯵
�
③
を
參
照
の
こ
と
︒

《
三
一
三
～
三
一
四
︾

縣
官
毋
得
�
驂
乘
①

︑
�
�
縣
以
律
食
馬
9
禾
之
②

└
︒
御


言
︑
令
�
獄
③

乘

恆
馬
④

者
︑
日
行
八
十
里
⑤

└
︑
p
許
⑥

如

313

(
0
6
9
8
)

�
�
留
I
︒
不
從
令
︑
貲
二
甲
︒

314

(
0
6
4
1
)
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【譯
︼⁝

官
府
⁝
は
驂
乘
の
他
に
陪
乘
者
を
乘
せ
て
は
な
ら
ず
︑
'
�
す
る
縣
で
は

律
に
則
っ
て
馬
に
飼
料
を
與
え
︑
お
よ
び
禾
を
與
え
る
﹂︒
御


が
申
し
上
げ

ま
す
︒﹁
�
獄
に
當
た
っ
て
恆
馬
に
乘
る
者
に
は
︑
一
日
八
十
里
を
行
か
せ
ま

す
︒
滯
留
さ
せ
た
り
I
け
た
り
す
る
�
が
あ
っ
た
場
合
と
同
樣
に
す
る
こ
と
が

許
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
︒
令
の
'
り
に
し
な
け
れ
ば
︑
貲
二
甲
と
し
ま

す
︒﹂

【
�
︼

①
驂
乘
：
そ
え
の
り
︒
御
者
に
加
え
て
三
人
目
に
乘
車
す
る
陪
乘
者
︒

●
令
曰
︑
叚

(假
)
廷


・
廷


・
卒


�﹅

獄﹅

乘
倳

(
4
)
馬
︑
9
乘
馬
�

物
故
不
備
︑
若
益
驂﹅

駟﹅

者
︒
議
︑
令
得
與
書


・
僕
・
走
乘
︑
毋
得
驂﹅

乘﹅

︒

它
執
灋
官
得
乘
倳

(
4
)
馬
�
獄
・
行
縣
官
9
它
縣
官
事
者
比
︒
●
內


旁

金
布
令
第
乙
九

(嶽
麓
︹
伍
︺
261
～
262
)

乃
令
宋
昌
驂﹅

乘﹅

﹇
師
古
曰
︑
乘
車
之
法
︑
�
者
居
左
︑
御
者
居
中
︑
印
�
一

人
處
車
之
右
︑
以
備
傾
側
︒
是
以
戎
事
則
稱
車
右
︑
其
餘
則
曰
驂
乘
︒
驂
者
︑

三
也
︑
蓋
取
三
人
爲
名
義
耳
﹈︑
張
武
等
六
人
乘
六
乘
傳
詣
長
安
︒
(﹃
漢
書
﹄

�
x
紀
)

②
禾
之
：﹁
禾
﹂
は
莖
が
つ
い
た
ま
ま
の
穀
物
︒
111
～
113
鯵
�
④
參
照
︒
こ
こ

で
は
禾
を
飼
料
と
し
て
與
え
る
こ
と
︒
'
常
馬
に
與
え
ら
れ
る
飼
料
は

芻
・
稾
だ
が
︑
そ
れ
以
外
に
禾
な
ど
が
與
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
︒

駕
傳
馬
︑
一
食
禾
︑
其
Ñ
來
�

(
印
)
一
食
禾
︑
皆
八
馬
共
︒
其
數
駕
︑
毋

�
日
一
食
︒
駕
縣
馬
勞
︑
�

(
印
)
益
壼
︿
壹
﹀
禾﹅

之﹅

︒

倉
律

(秦
律
十

八
種
47
)

食﹅

馬﹅

如
律
︑
禾﹅

之﹅

比
乘
傳
者
馬
︒
(二
年
律
令
234
)

馬
牛
當
食
縣
官
者
︑
犙
以
上
牛
日
芻﹅

二
鈞
八
斤
︒
馬
日
二
鈞
□
斤
︑
食
一
石

十
六
斤
︑
芻﹅

稾﹅

d
︒
乘
輿
馬
芻
二
稾
一
︒
(
二
年
律
令
421
)

●
田
律
曰
︑
>
歸
休
・
�
縣
官
>
︿
事
﹀︑
乘
乘
馬
9
縣
官
乘
馬
�
縣
︑
欲

貣
芻﹅

稾﹅

・
禾﹅

・
粟﹅

・
米﹅

9
買
叔﹅

(
菽
)
者
︑
縣
以
朔
日
B
賈

(價
)
g
錢
︒

(嶽
麓
︹
肆
︺
111
～
112
)

□
□
馬
日
K
二
斗
粟﹅

・
一
斗
叔﹅

(菽
)
︒
傳
馬
・
4
馬
・
都
�
馬
日
K
叔﹅

(菽
)
一
斗
d
斗
︒
(二
年
律
令
425
)

③
�
獄
：
改
め
て
取
ä
を
行
う
こ
と
︒
24
～
28
鯵
�
㉕

(﹁
�
治
﹂
)
參
照
︒
�

獄
の
任
務
に
當
た
る
官
>
が
乘
る
馬
車
に
つ
い
て
は
︑
�
①
�
引
の
嶽
麓

︹
伍
︺
261
～
262
も
參
照
︒

气

(乞
)
鞫
者
各
辭
在
�
縣
�
︑
縣
�
官
令
・
長
・
丞
謹
聽
︑
書
其
气

(
乞
)

鞫
︑
上
獄
屬
�
二
千
石
官
︑
二
千
石
官
令
都
>
�﹅

之
︒
(
二
年
律
令
116
)

�﹅

獄﹅

沅
陵
獄
佐

己
治
�


陵
傳
︒
洞
庭
︒
(
里
耶
秦
鯵
⑧
2
5
5
)

●
令
曰
︑
諸
乘
傳
・
乘
馬
・
倳

(
4
)
馬
倳

(
4
)
9
�﹅

獄﹅

行
縣
官
︑
留
�

十
日
者
︑
皆
勿
食
縣
官
︑
以
其
傳
稟
米
︑
叚

(假
)
鬵
甗
炊
之
︑
其
︻
�
︼

走
・
僕
・
司
御
偕
者
︑
令
自
炊
︒
其
毋
走
・
僕
・
司
御
者
︑
縣
官
叚

(
假
)

人
爲
炊
而
皆
勿
給
薪
采
︒
它
如
�
令
︒

●
內


倉
曹
令

(嶽
麓
︹
伍
︺
257
～

258
)

④
恆
馬
：
不
!
︒
整
理
小
組
は
﹁
每
日
¼
奄
す
る
の
で
は
な
い
馬
﹂
と
す
る
︒

こ
れ
に
對
し
て
﹁
'
常
の
馬
﹂
(
髙
x
紀
�
に
見
え
る
﹁
中
足
﹂
)
︑
あ
る
い
は

﹁
常
規
に
沿
っ
て
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
馬
﹂
だ
と
い
う
\
見
も
出
た
︒

朔
病
六
十
二
日
︑
行
�
六
十
日
︑
乘
恆﹅

馬﹅

9
�
行
五
千
一
百
卌
六
里
︒
構

(
&
)
之
︑
日
行
八
十
五
里
︑
畸

(
奇
)
卌
六
里
不
構

(
&
)
︒
(奏
讞
書
127
～
128

嶽麓書院�藏鯵《秦律令 (壹)》譯�稿 その (四)

107



案
例
⑱
)

律
︑
四
馬
高﹅

足﹅

爲
置
傳
︑
四
馬
中﹅

足﹅

爲
馳
傳
︑
四
馬
下﹅

足﹅

爲
乘
傳
︑
一
馬
二

馬
爲
軺
傳
︒
Ò
者
乘
一
乘
傳
︒
(﹃
漢
書
﹄
髙
x
紀
如
淳
�
)

十
六
︒
相
國
上
長
沙
丞
相
書
言
︑
長
沙
地
卑
濕
︑
不
宜
馬
︒
置
缺
不
備
一
駟
︑

未
�
傳
馬
︑
p
得
買
馬
十
︑
給
置
傳
︑
以
爲
恆﹅

︒
●
相
國
・
御


以
聞
︑
p

許
給
買
馬
︒
●
制
曰
︑
可
︒
(二
年
律
令
516
～
517
)

⑤
日
行
八
十
里
：
一
日
に
八
十
里
と
い
う
の
は
︑
官
>
が
移
動
す
る
際
の
標
準

�
な
行
Ý
で
あ
る
︒

【●
︼
令
曰
︑
>
歲
歸
休
卌
日
︑
險
�
日﹅

行﹅

八﹅

十﹅

里﹅

︑
昜
︿
易
﹀
�
百﹅

里﹅

︒

諸
>
毋
乘
車
者
︑
日﹅

行﹅

八﹅

十﹅

里﹅

︑
之
官
行
五
十
里
︒
(嶽
麓
︹
伍
︺
134
)

●
□
律
曰
︒
冗
募
羣
戍
卒
9
居
貲
贖
責

(債
)
戍
者
9
冗
佐


・
均
人


︑

皆
二
歲
壹
歸
︑
取
衣
用
︑
居
家
卅
日
︒
其
父
母
□
以
歸
寧
︑
居
室
卅
日
外
Ë

來
︑
初
行
︑
日﹅

八﹅

十﹅

里﹅

︑
之
署
︑
日
行
七
十
里
︒
(嶽
麓
︹
肆
︺
278
～
279
)

⑥
p
許
：﹁
御


自
言
﹂
に
先
行
す
る
上
奏
を
御


が
取
り
-
ぎ
︑
補
足
を
加

え
た
う
え
で
裁
可
を
求
め
た
も
の
か
︒

鴻
嘉
中
︑
太
傅
輔
奏
︑
立
一
日
至
十
一
犯
法
︑
臣
下
愁
苦
︑
莫
敢
親
n
︑
不

可
諫
止
︒
願
令
王
︑
非
Ó
・
祠
︑
法
駕
毋
得
出
宮
︑
盡
出
馬
置
外
苑
︑
收
兵

杖
藏
私
府
︑
毋
得
以
金
錢
財
物
假
賜
人
︒
事
下
丞
相
・
御


︑
p﹅

許﹅

︒
奏
可
︒

(﹃
漢
書
﹄
�
十
三
王
傳
)

居
室
言
︑
⁝
(中
略
)
⁝
其
得
它
縣
官
當
封
者
︑
各
吿
作
�
縣
官
︑
作
�
縣
官

□
□
□
移
封
牒
居
室
︒
●
御


p﹅

︑
許﹅

泰
倉
徒
9
它
官
徒
別
離
〼

(嶽
麓

︹
伍
︺
319
～
320
)

十
二

相
國
議
︑
關
外
郡
買
計
獻
馬
者
︑
守
各
以
K
數
吿
買
�
內


・
郡
守
︑

內


・
郡
守
謹
籍
馬
職

(識
)
物
・
齒
・
高
︑
移
其
守
︑
9
爲
致
吿
津
關
︑

津
關
案
閱
︑
出
︑
它
如
律
令
︒
御


以
聞
︑
p﹅

許﹅

︑
9
諸
乘
私
馬
出
︑
馬
當

復
入
而
死
S
︑
自
言
在
縣
官
︑
縣
官
診
9
獄
訊
審
死
S
︑
皆
︻
吿
︼
津
關
︒

制
曰
可
︒
(二
年
律
令
509
・
508
)

⑦
留
I
：
不
!
︒
法
律
條
�
で
は
︑﹁
留
﹂
は
�
書
傳
�
や
手
續
の
遲
滯
︑

﹁
I
﹂
は
處
罰
の
囘
I
を
\
味
す
る
語
と
し
て
現
れ
る
︒
あ
る
い
は
﹁
辟

(=

辟
書
)
を
留
め
る
﹂
の
\
で
は
な
い
か
と
い
う
\
見
も
出
た
︒

行
者
�﹅

�﹅

留﹅

︒
(尹
灣
漢
鯵

Y
M
6
D
9
B
)

〼
諸
険

(詐
)
增
減
F
書
︑
9
爲
書
故
険

(
詐
)
弗
副
︑
其
以
I
�
償
︑
若

g
賞
賜
財
物
︑
皆
坐
臧

(贓
)
爲
盜
︒
其
以
I
論
︑
9
�
不
當
︻
得
爲
︼︑

以
�﹅

I﹅

罪
罪
之
︒
�
I
毋
罪
名
︑
罪
名
不
盈
四
兩
︑
9
毋
I
也
︑
皆
罰
金
四

兩
︒
(二
年
律
令
14
～
15
)

【它
如
︼
辟
書

〼

(里
耶
秦
鯵
⑧
6
8
0

正
面
)

諸
獄
辟
書
五
百
里
以
上
︑
9
郡
縣
官
相
付
g
財
物
當
校
計
者
書
︑
皆
以
郵
行
︒

(二
年
律
令
276
)

【解
說
︼

圖
版
を
仔
細
に
觀
察
す
る
と
︑
313
鯵
背
面
の
劃
線
が
314
鯵
に
繫
が
っ
て
い
る

よ
う
に
も
見
え
︑
ひ
と
ま
ず
兩
鯵
を
接
續
す
る
と
見
て
譯
出
し
た
︒
先
行
す
る

鯵
を
缺
く
も
の
の
︑
公
用
旅
行
者
の
從
者
や
一
日
に
Å
む
べ
き
行
Ý
に
つ
い
て

い
ず
れ
か
の
官
が
上
奏
し
た
後
︑
そ
れ
を
取
り
-
い
だ
御


が
︑
�
獄
者
な
ど

に
つ
い
て
補
足
し
た
上
で
︑
皇
x
に
上
聞
し
た
�
違
だ
と
推
察
さ
れ
る
︒
た
だ

し
︑
兩
鯵
の
接
續
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
﹁
如
�
�
留
I

︱
︱
留
I
す
る
と
こ

ろ
�
る
が
ご
と
く
す
︱
︱
﹂
と
い
う
句
は
︑
他
に
類
例
が
な
く
︑﹁
留
I
﹂
の

語
義
や
�
d
と
の
繫
が
り
も
不
!
確
で
あ
る
︒
兩
鯵
が
繫
が
ら
な
い
可
能
性
も

排
除
で
き
な
い
︒
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《
三
一
五
︾

〼
□
□
乘
其
乘
車
①

馬
②

︑
歸
⁝
⁝
〼

315

(
0
7
5
4
)

【譯
︼⁝

そ
の
乘
車
・
馬
に
乘
り
︑
⁝
に
歸
り
⁝

【
�
︼

①
乘
車
：
安
車
︒
座
っ
て
乘
る
小
さ
な
車
︒
官
>
が
4
用
し
︑
そ
の
身
分
を
表

示
す
る
目
安
の
一
つ
と
も
な
る
︒

4
御
廣
車
而
行
︑
己
皆
乘
乘﹅

車﹅

︒﹇
杜
預
�
︑
乘﹅

車﹅

︑
安﹅

車﹅

︒﹈
(﹃
春
秋
左
氏

傳
﹄
襄
公
二
十
四
年
)

安﹅

車﹅

︑
蓋
卑
坐
乘
︑
今
>
�
乘
小
車
也
︒
(﹃
釋
名
﹄
釋
車
)

以
其
乘﹅

車﹅

載
女
子
︑
可

(何
)
論
︒
貲
二
甲
︒
以
乘
馬
駕
私
車
而
乘
之
︑
毋

論
︒
(法
律
答
問
1
7
5
)

●
關
內
縣
>
共
者
︑
乘
車
以
下
毋
�
五
十
人
︒
(嶽
麓
︹
陸
︺
138
)

②
乘
車
馬
：
乘
車
お
よ
び
乘
車
に
つ
け
る
馬
の
こ
と
か
︒

廿
六
年
後
九
U
己
酉
朔
甲
戌
︑
□
官
守
衷
敢
言
之
︒
令
下
制
書
曰
︑
上
□
□

g
乘﹅

車﹅

・
馬﹅

・
僕
・
養
・
走
式
八
牒
︑
放

(
仿
)
式
上
屬
�
執
灋
︒
毋
當
令

者
︑
亦
言
︑
´
留
日
︒
●
問
之
︑
毋
當
令
者
︒
´
留
一
牒
□
︒︻
敢
︼
言
之
︒

(正
)

後
九
U
甲
戌
水
下
□
□
以
來
／
�
d

今
手

(背
)
(里
耶
秦
鯵
⑨
1
8
5
7
)

●
傷
乘
輿
馬
︑
夬

(决
)
革
一
寸
︑
貲
一
盾
︑
二
寸
︑
貲
二
盾
︑
�
二
寸
︑

貲
一
甲
︒
●
課
駃
騠
︑
卒
歲
六
K
以
下
到
一
K
︑
貲
一
盾
︒
●
志
馬
舍
乘﹅

車﹅

馬﹅

後
︑
毋

(勿
)
敢
炊
飭
︑
犯
令
︑
貲
一
盾
︒
已
馳
馬
不
去
車
︑
貲
一
盾
︒

(秦
律
雜
抄
27
～
29
)

【解
說
︼

背
面
に
劃
線
等
は
見
え
な
い
︒
車
馬
に
關
わ
る
規
定
と
お
ぼ
し
い
こ
と
か
ら
︑

こ
の
位
置
に
暫
定
�
に
揷
入
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒﹁
乘
馬
﹂
と
官
>
の

﹁
歸
﹂
休
に
關
連
す
る
規
定
と
し
て
は
︑
-
の
條
�
が
あ
る
︒

●
田
律
曰
︑
>
歸
休
・
�
縣
官
>
︿
事
﹀︑
乘
乘
馬
9
縣
官
乘
馬
�
縣
︑

欲
貣
芻
稾
・
禾
・
粟
・
米
9
買
叔

(菽
)
者
︑
縣
以
朔
日
B
賈

(價
)
g

錢
︒
⁝
(後
略
)⁝

(嶽
麓
︹
肆
︺
111
～
113
)

《
三
一
六
︾

〼
□
以
當
□
而
□
①

之
︑
�
〼

316

(
0
8
0
1
)

【譯
︼⁝

に
相
當
し
て
こ
れ
を
⁝

【
�
︼

①
□
：
整
理
小
組
は
﹁
輸

(
？
)
﹂
と
釋
讀
す
る
が
︑
車
T
し
か
見
え
な
い
︒

【解
說
︼

不
!
字
が
多
く
︑
正
確
な
解
釋
は
不
可
能
で
あ
る
︒

《
三
一
七
︾

諸
書
當
傳
①

者
勿
漕
②

└
︒
斷
辠
③

輸
䙴

(


)
蜀
巴
④

者
└
︑
令
獨
水
�
⑤

漕
傳
︒

317

(
0
5
8
9
)
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【譯
︼お

よ
そ
�
書
が
傳
�
す
る
の
に
相
當
す
る
場
合
は
︑
水
U
で
�
っ
て
は
な
ら

な
い
︒
罪
を
斷
じ
て
蜀
巴
に
移
�
し
た
り


𠛬
と
し
た
り
す
る
場
合
は
︑
水
路

の
み
を
用
い
て
水
U
で
傳
�
さ
せ
る
︒

【
�
︼

①
書
當
傳
：
リ
レ
ー
式
に
�
る
べ
き
�
書
︒﹁
書
當
以
郵
行
﹂
に
對
し
て
言
う
︒

﹁
傳
﹂
は
リ
レ
ー
式
に
�
る
こ
と
︒

●
令
曰
︑
書
當
以
郵
行
︑
爲
檢
令
高
可
以
旁
見
印
違
︒
堅
W
之
︑
書
檢
上
應

署
︑
令
幷
�
以
疾
走
︒
不
從
令
︑
貲
一
甲
︒

●
卒
令
丙
三

(嶽
麓
︹
伍
︺

109
～
110
)

②
漕
：
水
U
︒
水
路
で
U
ぶ
︒

關
中
事
計
戶
口
轉
漕

[索
隱
︑
漕﹅

︑
水﹅

U﹅

︒
]
給
軍
︑
漢
王
數
失
軍
�
去
︑

何
常
興
關
中
卒
︑
輒
補
缺
︒
(﹃


記
﹄
蕭
相
國
世
家
)

p
爲
夾
谿
河
置
關
︑
諸
漕﹅

上
下
河
中
者
︑
皆
發
傳
︒
(二
年
律
令
523
)

③
斷
辠
：﹁
獄

(已
)
斷
﹂
は
裁
#
が
完
了
す
る
こ
と
︒
160
～
162
鯵
�
⑧
參
照
︒

﹁
斷
辠
﹂
は
裁
#
が
完
了
し
て
罪
が
確
定
す
る
こ
と
だ
ろ
う
︒

④
輸


蜀
巴
：


𠛬
に
處
さ
れ
て
︑
あ
る
い
は
他
の
𠛬
に
處
さ
れ
て
巴
蜀
に
移

�
さ
れ
る
︒

䙴

(


)
子

爰
書
︒
⁝
(中
略
)
⁝
吿
灋

(廢
)
丘
b
︒
士
五

(伍
)
咸

陽
才

(在
)
某
里
曰
丙
︑
坐
父
甲
謁
鋈
其
足
︑
䙴

(


)
蜀
邊
縣
︑
令
i
身

毋
得
去
䙴

(


)
�
︒
論
之
︑
䙴

(


)
丙
如
甲
吿
︑
以
律
T
︒
今
鋈
丙
足
︑

令
>
徒
將
傳
9
恆
書
一
封
詣
令


︑
可
g
代
>
徒
︑
以﹅

縣﹅

-﹅

傳﹅

詣﹅

成﹅

都﹅

︑
成

都
上
恆
書
太
守
處
︑
以
律
食
︒
灋

(廢
)
丘
已
傳
︑
爲
報
︑
敢
吿
b
︒
(封
診

式
46
～
49
)

●
諸﹅

�﹅

辠﹅

當﹅

䙴﹅

(


)
輸﹅

蜀﹅

巴﹅

9
恆
䙴

(


)
�
者
︑
辠
已
決
︑
當
傳
而
欲

�
吿
9
行
�
吿
︑
縣
官
皆
勿
聽
而
亟
傳
詣
䙴

(


)
輪
︿
輸
﹀
�
︑
勿
留
︒

●
十
九

(嶽
麓
︹
伍
︺
33
～
34
)

●
諸
取
�﹅

辠﹅

䙴﹅

(


)
輪﹅

︿
輸
﹀
9
處﹅

蜀﹅

巴﹅

9
取
不
當
出
關
爲
葆
庸
︑
9
私

載
出
困
關
・
漢
陽
關
9
�
�
之
出
蜀
巴
畍

(界
)
者
︑
其
葆
庸
9
�
私
載
・

�
�
者
S
9
雖
不
S
︑
皆
以
�
�
S
故
徼
外
律
論
之
︒
同
�
食
・
敦
長
・
將

>
見
其
爲
之
而
弗
吿
云
︑
論
與
同
辠
︒
弗
見
︑
貲
各
二
甲
而
除
其
故
令
︒

●
廿
四

(嶽
麓
︹
伍
︺
45
～
47
)

獄
校
律
曰
︑
略
妻
9
奴
騷
悍
︑
斬
爲
城
旦
︑
當
輸
者
︑
謹
將
之
︑
勿
庸

(用
)
傳
□
︑
到
輸
�
乃
傳
之
︒
䙴﹅

(


)
者﹅

・
䙴﹅

(


)
者﹅

T﹅

9
諸﹅

辠﹅

當﹅

輸﹅

□
9
會
獄
治
它
縣
官
而
當
傳
者
︑
縣
官
皆
言
獄
斷
9
行
年
日
U
9
會
獄
治
者

行
年
日
U
其
䙴

(


)
・
輸
□
會
獄
治
︑
詣
�
縣
官
屬
�
執
灋
︑
戸
亟
¨
︑

爲
質
日
︑
署
行
日
︒
日
行
六
十
里
︑
留
弗
亟
¨
�
五
日
9
留
弗
傳
�
二
日
到

十
日
︑
貲
縣
令
以
下
b
者
各
二
甲
︒
其
後
弗
¨
復
�
五
日
︑
弗
傳
�
二
日
到

十
日
︑
輒
駕

(加
)
貲
二
甲
︒
留
�
二
U
︑
奪
z
一
§
︑
毋

(無
)
z
者
︑

以
卒
戍
江
東
・
江
南
四
歲
︒
(
嶽
麓
︹
肆
︺
232
～
236
)

⑤
水
�
：
水
路
︒

今
以
長
沙
・
豫
違
Ë
︑
水﹅

�﹅

多
絕
︑
難
行
︒
(﹃


記
﹄
西
南
夷
列
傳
)

丞
相
上
廬
江
假
守
書
言
︑
廬
江
莊
�
時
敗
絕
不
補
︑
則
莊
�
敗
絕
不
逋
而
行

水
�
︑
水
�
衣
¡
︒
莊
�
者
⁝

(嶽
麓
鯵

0
5
5
6

陳
松
長
﹃
嶽
麓
書
院
藏
秦
鯵
�

整
理
與
硏
究
﹄
二
五
二
頁
)
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【解
說
︼

｢
諸
﹂
字
で
始
ま
り
︑
下
部
に
は
空
白
が
あ
る
の
で
︑
一
本
の
鯵
に
記
さ
れ

た
短
い
條
�
で
あ
る
と
︑
ひ
と
ま
ず
考
え
ら
れ
る
︒
�
書
や
身
柄
の
移
�
に
際

し
︑
水
U
を
用
い
る
べ
き
も
の
と
用
い
な
い
も
の
と
に
つ
い
て
規
定
す
る
︒
傳

�
す
る
�
書
に
は
水
U
を
用
い
ず
︑
Ù
に
𠛬
徒
移
�
の
場
合
は
水
U
で
あ
っ
た
︒

だ
が
秦
の
ý
領
域
か
ら
水
路
の﹅

み﹅

で
巴
蜀
ま
で
到


で
き
た
と
は
考
え
に
く
く
︑

本
條
�
の
�
用
地
域
に
は
制
限
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
あ
る
い
は

①
｢獨

水
�
﹂
は
﹁
水
路
し
か
利
用
で
き
な
い
場
�
で
は
﹂
と
い
う
\
味
だ
と
の
\
見

や
︑
②
お
よ
そ
�
書
傳
�
に
は
水
路
が
4
え
な
い
の
に
對
し
︑
𠛬
徒
輸
�
の﹅

み﹅

に
は
漕
U
が
許
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
\
見
も
出
た
︒

《
三
一
八
～
三
二
〇
︾

丞
相
議
①

︑
>
歸
治
病
②

9
�
它
物
故
③

︑
免
不
復
之
官
④

者
︑
令
其
>
舍
人
⑤

・

僕
・︻
庸
】⑥
行
〼

318

(
0
6
9
1
)

如
故
︒
事
已
⑦

者
︑
輒
⑧

罷
歸
⑨

︑
以
書
致
其
縣
官
⑩

︑
它
官
當
用
者
⑪

︑
亦
皆
用

之
︒

319

(
0
0
1
6
)

■
內


郡
二
千
石
官
共
令
⑫

︒

第
己
︒

320

(
0
3
1
6
)

【譯
︼丞

相
の
議
に
-
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
︒﹁
>
が
歸
鄕
し
て
病
氣
療
養
を
行
っ

た
た
め
に
︑
お
よ
び
他
に
事
故
が
あ
っ
た
た
め
に
︑
罷
免
さ
れ
て
ふ
た
た
び
官

署
に
戾
ら
な
い
場
合
は
︑
當
該
の
>
の
舍
人
・
下
僕
・
4
用
人
に
行
⁝
さ
せ
⁝

⁝
も
と
の
よ
う
に
す
る
︒
用
務
が
i
わ
っ
た
ら
︑
た
だ
ち
に
任
務
を
解
い
て

歸
ら
せ
︑
�
書
を
官
府
に
提
出
さ
せ
る
︒
他
の
官
の
こ
の
規
定
を
準
用
す
べ
き

者
も
︑
ま
た
い
ず
れ
も
こ
れ
を
準
用
す
る
︒

■
內


・
郡
二
千
石
官
共
令
︒
第
己
︒

【
�
︼

①
議
：
討
議
す
る
︑
ま
た
討
議
の
結
論
を
記
し
た
�
書
︒﹁
丞
相
議
﹂
か
ら
始

ま
る
條
�
は
嶽
麓
鯵
に
は
類
例
が
な
く
︑
多
く
の
場
合
は
他
部
局
か
ら
の

提
案
が
そ
れ
に
先
行
す
る
の
で
︑
318
鯵
が
條
�
の
冒
頭
で
は
な
い
可
能
性

も
あ
る
︒
た
だ
し
二
年
律
令
に
は
﹁
相
國
の
議
﹂
で
始
ま
る
令
�
が
見
え

る
︒

●
臣
訢
與
丞
相
�
・
執
灋
議﹅

曰
︑
⁝
︒
(
嶽
麓
︹
陸
︺
7
)

●
令
曰
︑
制
書
下
9
g
制
�
問
議﹅

者
︑
皆
爲
´

(
«
)
︑
署
初
到
初
g
�
9

上
年
日
U
・
官
別
留
日
數
・
傳
留
狀
︑
與
對
皆

(
偕
)
上
︒
(嶽
麓
︹
伍
︺
100
)

御


上﹅

議﹅

︑
御
牘
尺
二
寸
︑
官
F
牒
尺
六
寸
︒
(
嶽
麓
︹
伍
︺
121
)

●
丞
相
議﹅

︑
如
南
陽
議﹅

︑
它
�
等
比
︒
(
嶽
麓
︹
伍
︺
301
)

十
二
︑
相﹅

國﹅

議﹅

︑
⁝
(中
略
)
⁝
︒
●
御


以
聞
︑
⁝
(中
略
)
⁝
制
曰
可
︒

(二
年
律
令
509
・
508
)

②
治
病
：
病
を
�
や
す
︒

病
篤
不
能
視
事
︑
材

(
裁
)
令
治﹅

病﹅

︑
父
母
病
篤
︑
歸﹅

旬
︒
(嶽
麓
︹
伍
︺
278

～
279
)

賜
吿
治﹅

病﹅

︑
牛
酒
雜
帛
︒
居
數
U
︑
�
瘳
︑
視
事
︒
(﹃


記
﹄
b
父
偃
列
傳
)

③
物
故
：
事
故
︒
不
測
の
事
態
︒

戸
�
物
故
︑
鼓
︑
>
至
而
止
︑
夜
以
火
指
鼓
�
︒﹇
孫
詒
讓
閒
詁
︑
物
故
︑

c
言
事
故
︑
言
�
事
故
則
擊
鼓
也
︒﹈
(﹃
墨
子
﹄
號
令
)

④
之
官
：
勤
務
先
の
官
署
に
赴
く
︒

嶽麓書院�藏鯵《秦律令 (壹)》譯�稿 その (四)
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【●
︼
令
曰
︑
>
歲
歸
休
卌
日
︑
險
�
日
行
八
十
里
︑
昜
︿
易
﹀
�
百
里
︒

諸
>
毋
乘
車
者
︑
日
行
八
十
里
︑
之﹅

官﹅

行
五
十
里
︒
(嶽
麓
︹
伍
︺
134
)

父
母
9
妻
不
幸
死
者
已
葬
卅
日
︑
子
・
同
產
・
大
父
母
・
大
父
母
之
同
產
十

五
日
之﹅

官﹅

︒
(二
年
律
令
377
)

⑤
舍
人
：
私
�
に
召
し
X
え
ら
れ
た
n
侍
︒

長
信
侯
毐
作
亂
而
覺
︑
矯
王
御
璽
9
太
后
璽
以
發
縣
卒
9
衞
卒
・
官
騎
・
戎

翟
君
公
・
舍﹅

人﹅

︑
將
欲
攻
蘄
年
宮
爲
亂
︒
(﹃


記
﹄
秦
始
皇
本
紀
)

●
叚

(假
)
正
夫
言
︑
得
n
︿
從
﹀
人
故
趙
將
軍
樂
突
弟
・
舍﹅

人﹅

袑
等
廿
四

人
︑
皆
當
完
爲
城
旦
︑
輸
巴
縣
鹽
︒
(嶽
麓
︹
伍
︺
13
)

〼
之
而
私
爲
□
庸﹅

・
舍﹅

人﹅

・
徒
︻
食
︼
〼

(里
耶
秦
鯵
⑧
1
7
4
9
)

⑥
僕
・
庸
：
僕
は
下
僕
︑
庸
は
4
用
人
︒
109
～
110
鯵
�
⑪
︑
68
～
69
鯵
�
③
參

照
︒

隸
臣
妾
9
諸
當
作
縣
︻
�
︼
官
者
︑
僕
・
庸
爲
它
作
務
︑
其
錢
財
當
入
縣
�

官
而
逋
未
入
去
S
者
︑
�

(
印
)
坐
逋
錢
財
臧

(贓
)
︑
與
盜
同
灋
︒
(嶽
麓

︹
肆
︺
68
～
69
)

⑦
事
已
：
用
務
や
作
業
が
完
了
す
る
︒

軍
>
・
緣
邊
縣
�
︑
得
和
爲
詠
︒
詠
矢
謹
臧

(藏
)
︒
節

(
戸
)
�
外
蠻
夷
盜
︑

以
假
之
︑
事﹅

已﹅

輒
收
臧

(藏
)
︒
(二
年
律
令
19
)

卌
七
年
十
二
U
丙
子
朔
辛
卯
︑
廣
陵
宮
司
空
長
�
・
丞
□
敢
吿
土
b
︒
廣
陵

石
里
男
子
王
奉
世
�
獄
事
︒
事﹅

已﹅

︑
復
故
郡
鄕
里
︑
¨
自
致﹅

︑
移
栺
穴
卌
八

年
獄
計
︒
□
書
從
事
︑
如
律
令
︒
(江
蘇
邗
江
胡
場
五
號
漢
墓
出
土
鯵

散
見

1
0
6
0～
1
0
6
1
)

⑧
輒
：
こ
こ
で
は
﹁
そ
の
つ
ど
﹂
で
は
な
く
︑﹁
た
だ
ち
に
﹂
の
\
が
強
い
︒

184
～
185
鯵
�
⑩
參
照
︒

⑨
罷
歸
：
任
務
を
解
か
れ
て
歸
る
︒

五
U
︑
兵
皆
罷﹅

歸﹅

家
︒
(﹃


記
﹄
高
祖
本
紀
)

候
丞
[
移
�
�
︒
應
募
士
長
安
棘
里
王
豐
︑
事﹅

已﹅

︑
罷﹅

歸﹅

家
︒

□
苛
留
如
律
令

(糴
)
︹
米
︺
斗
八
升

卩

(懸
泉
置
漢
鯵
Ⅰ

9
1
D
X
T
0
4
0
5
④

A
:
0
1
2
張
俊
民
﹁
鯵
牘
�
書
�
見
“
長
安
”

'
料
輯
考
﹂
鯵
帛
網
二
〇
〇
七
年
一
二
U
八
日
)

出
粟
四
斗
︒

以
食
疎
勒
王
・
王
妻
4
者
呼
留
竭
等
十
人
︑
獻
事﹅

已﹅

︑
罷﹅

歸﹅

︒

人
再
食
︑
食
四
升
︒
西
︒
(
懸
泉
置
漢
鯵
Ⅴ

9
2
D
X
T
1
3
1
0
③
：
1
7
0
張
俊
民
﹁
敦

煌
懸
泉
出
土
漢
鯵
�
見
人
名
綜
営

(
二
)
︱
︱
以
少
數
民
族
人
名
爲
中
心
�
考

察
﹂
西
域
硏
究
二
〇
〇
六
年
第
四
R
)

⑩
以
書
致
其
縣
官
：﹁
致
﹂
は
�
書
を
�
り
屆
け
る
こ
と
︒
こ
こ
で
の
﹁
書
﹂

と
は
歸
鄕
で
き
る
こ
と
を
證
!
す
る
�
書
の
類
か
︒

始
元
六
年
八
U
丙
子
朔
丙
戌
︑
氐
池
守
丞
可
置
敢
言
之
︒
謹
寫
除
書
移
︑
¨

外
人
自
致﹅

︒
敢
言
之
︒
(
地
灣
漢
鯵

8
6
E
D
T
7
:
2
A
)

⑪
當
用
者
：
g
け
取
っ
た
規
定
や
指
示
に
則
っ
て
職
務
を
行
う
べ
き
者
︒
た
だ

し
︑
'
常
は
下
行
�
書
の
末
尾
に
現
れ
︑
本
條
�
で
の
用
法
は
そ
れ
と
は

相
¿
す
る
︒

毋
奪
黔
首
時
︑
內


布
當﹅

用﹅

者﹅

︒
(
嶽
麓
︹
肆
︺
389
)

洞
庭
尉
下
洞
庭
除
�
尉
︑
除
�
尉
下
當﹅

用﹅

者﹅

︒
(
里
耶
秦
鯵
⑨
2
6
)

⑫
共
令
：
306
～
307
鯵
�
③
參
照
︒
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【解
說
︼

318
鯵
は
下
端
を
缺
き
︑
319
鯵
に
接
續
す
る
か
否
か
は
︑
確
か
に
兩
者
に

﹁
歸
﹂
字
が
見
え
る
も
の
の
︑
#
斷
で
き
な
い
︒
318
鯵
背
面
に
は
劃
線
が
あ
る

が
︑
こ
れ
も
319
鯵
に
は
接
續
し
な
い
︒
一
方
︑
319
鯵
と
320
鯵
の
劃
線
は
接
續
す

る
位
置
に
あ
る
︒
319
鯵
の
下
部
に
は
空
白
が
あ
る
の
で
︑
條
�
が
こ
こ
で
i

わ
っ
た
後
︑
表
題
鯵

(
320
鯵
)
が
そ
れ
に
續
い
た
も
の
と
し
て
譯
出
し
た
︒

318
鯵
は
︑
歸
鄕
し
た
官
>
が
病
氣
そ
の
他
の
理
由
で
官
署
に
戾
れ
ず
︑
そ
の

ま
ま
罷
免
さ
れ
た
場
合
の
︑
當
該
官
>
の
4
用
人
に
關
す
る
規
定
の
よ
う
だ
が
︑

詳
細
は
分
か
ら
な
い
︒
長
R
の
療
養
が
必
_
に
な
っ
た
場
合
︑
官
>
が
一
旦
罷

免
さ
れ
た
こ
と
は
︑

一
歲
病
不
視
事
盈
三
U
以
上
者
︑
皆
免
︒
(嶽
麓
︹
伍
︺
276
)

な
ど
か
ら
う
か
が
え
る
︒

319
鯵
は
︑
何
ら
か
の
任
務
や
用
件
が
i
了
し
た
後
︑
そ
れ
に
從
事
し
て
い
た

者
が
歸
鄕
す
る
際
の
手
續
き
に
つ
い
て
営
べ
て
い
る
ら
し
い
︒
こ
の
鯵
が
318
鯵

と
繫
が
る
な
ら
︑
こ
の
場
合
の
歸
鄕
者
は
官
>
の
舍
人
や
僕
・
庸
と
推
測
さ
れ

る
が
︑
兩
鯵
の
接
續
が
は
っ
き
り
し
な
い
以
上
︑
こ
の
點
も
不
!
と
せ
ざ
る
を

得
な
い
︒

《
三
二
一
～
三
二
三
︾

如
下
邽
①

Ì
者
輒
壞
②

︑
q
爲
Ì
8
地
③

�
淸
④

�
︒
弗
q
而
祠
焉
︑
皆
棄
市
︒

各
謹
!
吿
縣
�
令
丞
9
>
b

321

(
0
6
2
4
)

q
︑
五
日
壹
行
Ì
⑤

︑
令


旬
壹
行
└
︑
令
若
丞
U
行
Ì
□
□
□
〼

322

(
J4
7
)

〼
相
議
⑥

︒

〼

323

(
0
5
4
9
)

【譯
︼⁝

下
邽
の
Ì
の
ご
と
き
者
⁝
︑
そ
の
つ
ど
壞
し
︑
改
め
て
Ì
を
都
合
の
よ
い

土
地
の
淸
�
な
場
�
に
つ
く
る
︒
改
築
し
な
い
で
祭
祀
を
行
え
ば
︑
い
ず
れ
も

棄
市
と
す
る
︒
そ
れ
ぞ
れ
嚴
正
に
縣
�
の
令
・
丞
お
よ
び
擔
當
官
>
⁝
に
は
っ

き
り
と
'


し
⁝

q
︑
五
日
に
一
囘
Ì
を
見
ま
わ
り
︑
令


は
十
日
に
一
囘
見
ま
わ
り
︑
令
も

し
く
は
丞
が
U
ご
と
に
Ì
を
見
ま
わ
り
⁝

⁝
相
の
議
の
と
お
り
に
す
る
︒

【
�
︼

①
下
邽
：
內


�
屬
の
縣
︒
地
理
志
で
は
京
兆
尹
�
屬
︒

下
邽
︒﹇
應
劭
曰
︑
秦
武
公
伐
邽
戎
︑
置
�
上
邽
︑
故
加
下
︒
師
古
曰
︑
邽

{
圭
︑
取
邽
戎
之
人
而
來
爲
此
縣
︒﹈
(﹃
漢
書
﹄
地
理
志
)

西
亦
�
數
十
祠
︒
於
湖
�
周
天
子
祠
︒
於﹅

下﹅

邽﹅

�﹅

天﹅

神﹅

︒
豐
・
鎬
�
昭
!
・

天
子
辟
池
︒
於
杜
・
亳
�
五
杜
b
之
祠
・
壽
星
祠
︒
而
雍
・
菅
Ì
祠
亦
�
杜

b
︒
杜
b
︑
故
周
之
右
將
軍
︑
其
在
秦
中
�
小
鬼
之
神
者
也
︒
各
以
歲
時
奉

祠
︒
(﹃
漢
書
﹄
郊
祀
志
)

②
輒
壞
：
そ
の
た
び
に
壞
す
︒
祭
祀
の
た
び
に
古
い
円
物
を
壞
し
︑
怨
た
に
円

て
る
︒

先
是
十
餘
歲
︑
河
決
︑
灌
梁
・
楚
地
︑
固
已
數
困
︑
而
緣
河
之
郡
隄
塞
河
︑

輒
壞
決
︑
費
不
可
�
計
︒
(﹃
漢
書
﹄
食
貨
志
)

③
8
地
：
都
合
の
よ
い
場
�
︒

趙
已
先
據
8﹅

地﹅

爲
壁
︒
(﹃


記
﹄
淮
陰
侯
列
傳
)

地
險
陝
不
可
置
郵
者
︑
得
Å
`
就
8﹅

處﹅

︒
(
二
年
律
令
266
～
267
)

嶽麓書院�藏鯵《秦律令 (壹)》譯�稿 その (四)
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④
�
淸
：
淸
�
な
︒

常
衣
敝
補
衣
溺
袴
︑
R
爲
不
絜﹅

淸﹅

︑
以
是
得
幸
︒
(﹃


記
﹄
周
�
列
傳
)

□

詔
︑
泰
宰
・
祠
祀
・
泰
祝
㱃

(飮
)
酎
︑
大
祠
殹

(也
)
︑
其
謹
齋
戒
䰍

︿
髤

(沐
)
﹀
浴
絜﹅

(
�
)
淸﹅

辦
治
之
︑
加
敬
它
時
︑
9
令

(嶽
麓
︹
陸
︺
105
)

侍
祠
者
齋
戒
︑
務
以
謹
敬
鮮﹅

絜﹅

W
省
爲
故
︒
褒
尙
考
察
不
以
爲
\
者
︑
輙
言
︑

如
律
令
︒
(居
7
漢
鯵

E
.P
.F
2
2
:
1
5
4
)

⑤
行
Ì
：
Ì
を
見
囘
る
こ
と
︒

廿
六
年
六
U
壬
子
︑


陵
□
︑︻
丞
︼
敦
狐
爲
令


q
行﹅

Ì﹅

詔
︒
令


行
〼

失
R
︒
行﹅

Ì﹅

者
︑
必
謹
視
中
□
各
自
署
Ì
�
質
日
︒
行
先
�
旁
曹
始
︑
以
坐

-
相
屬
︒

十
一
U
己
未
︑
令


慶
行
Ì
︒

⁝
(後
略
)⁝

(里
耶
秦
鯵
⑧
1
3
8+

⑧
1
7
4+

⑧
5
2
2+

⑧
5
2
3
)

會
人
�
盜
發
孝﹅

�﹅

園﹅

瘞
錢
︑
丞
相
靑
翟
á
︑
與
湯
W
俱
謝
︑
至
�
︑
湯
念
獨

丞
相
以﹅

四﹅

時﹅

行﹅

園﹅

︑
當
謝
︑
湯
無
與
也
︑
不
謝
︒
(﹃


記
﹄
�
>
列
傳

張
湯
)

⑥
相
議
：
整
理
小
組
は
﹁
丞
相
議
﹂
と
す
る
が
︑
赤
外
線
圖
版
だ
と
上
部
が
破

損
し
て
お
り
︑
字
跡
は
確
�
で
き
な
い
︒﹁
議
﹂
字
の
下
は
空
白
で
︑﹁
⁝

相
の
議
の
如
く
せ
よ
﹂﹁
如
く
せ
ん
﹂
で
結
ば
れ
る
上
奏
�
な
い
し
は
詔

敕
の
末
尾
で
あ
ろ
う
︒

王
曰
︑
去
泰
︑
著
皇
︑
采
上
古
x
位
號
︑
號
曰
皇
x
︒
他
如
議
︒
(﹃


記
﹄

秦
始
皇
本
紀
)

●
丞
相
議
︑
如
南
陽
議
︑
它
�
等
比
︒
(嶽
麓
︹
伍
︺
301
)

【解
說
︼

321
鯵
の
上
部
に
劃
線
が
見
え
︑
こ
れ
は
320
鯵
と
繫
が
る
位
置
に
あ
る
︒
322
・

323
鯵
に
は
劃
線
が
な
い
︒
整
理
小
組
が
321
鯵
の
�
に
缺
鯵
を
想
定
し
な
い
の
は
︑

劃
線
が
320
鯵
と
繫
が
る
の
が
一
つ
の
根
據
な
の
だ
ろ
う
が
︑
冒
頭
の
﹁
～
の
如

き
者
﹂
と
い
う
句
が
b
語
に
な
る
用
例
は
な
い
︒

黔
首
�
子
而
q
取

(
娶
)
妻
︑
以
其
子
非
不
孝
殹

(也
)
︑
以
其
後
妻
故
吿

殺
・
䙴

(


)
其
子
︑
�
如﹅

此
者﹅

︑
盡
傳
其
�
以
吿
︒
(嶽
麓
︹
陸
︺
185
)

ま
た
﹁
下
邽
の
Ì
の
ご
と
き
者
﹂
が
條
�
の
冒
頭
だ
と
す
れ
ば
︑
そ
の
後
の

﹁
い﹅

ず﹅

れ﹅

も﹅

棄
市
﹂﹁
そ﹅

れ﹅

ぞ﹅

れ﹅

嚴
正
に
⁝
﹂
の
﹁
皆
﹂﹁
各
﹂
が
\
味
を
な
さ

な
い
︒
祭
祀
施
設
の
あ
る
複
數
の
縣
�
や
︑
複
數
の
不
正
行
爲
に
つ
い
て
営
べ

ら
れ
た
う
え
で
︑
そ
の
內
容
が
﹁
下
邽
の
Ì
の
ご
と
き
者
﹂
に
續
い
て
い
る
は

ず
で
あ
り
︑
從
っ
て
321
鯵
は
條
�
の
冒
頭
で
は
な
い
と
#
斷
し
た
︒

ま
た
整
理
小
組
は
︑
321
鯵
と
322
鯵
が
直
接
繫
が
る
と
見
て
い
る
よ
う
だ
が
︑

官
職
名
の
羅
列
の
中
で
﹁
>
b
﹂
が
現
れ
れ
ば
︑﹁
>
b

(
～
)
者
﹂
と
な
る

の
が
'
例
で
あ
る
︒
Ì
に
關
連
す
る
規
定
を
�
成
す
る
鯵
で
あ
る
こ
と
は
閒
¿

い
な
く
︑
ひ
と
ま
ず
下
部
に
空
欄
が
現
れ
る
323
鯵
ま
で
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て

譯
出
し
た
が
︑
鯵
の
接
續
・
�
後
關
係
は
確
と
し
な
い
︒

321
鯵
は
ま
ず
︑
Ì
の
改
築
に
つ
い
て
規
定
す
る
︒
そ﹅

の﹅

つ﹅

ど﹅

壞
し
て
改
築
す

る
と
い
う
の
は
︑
�
②
に
営
べ
た
よ
う
に
︑
怨
し
い
祭
祀
の
た
め
に
怨
し
い
Ì

を
每
囘
用
\
す
る
こ
と
と
解
釋
し
た
︒
た
だ
し
︑
こ
う
し
た
祭
祀
の
方
式
は
他

の


料
に
類
例
が
見
當
た
ら
ず
︑
321
鯵
に
先
行
す
る
鯵
が
缺
け
て
い
る
こ
と
と

も
相
俟
っ
て
︑
い
く
ぶ
ん
不
確
か
な
部
分
が
殘
る
︒
一
方
︑
322
鯵
は
Ì
の
見
ま

わ
り
に
つ
い
て
規
定
し
た
條
�
で
あ
ろ
う
︒
�
⑤
に
引
い
た
と
お
り
︑
里
耶
秦

鯵
に
は
令


が
ほ
ぼ
十
日
ご
と
に
﹁
行
Ì
﹂
を
行
っ
た
と
い
う
記
錄
が
見
え
︑

こ
の
規
定
が
實
際
に
守
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
傍
證
す
る

東 方 學 報
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《
三
二
四
︾

祠
焉
︒
廷
當
①

︑
嘉
等
不
敬
祠
︑
當
棄
市
②

︒
⁝
⁝
不
智
它
曰
③

□
□
〼324

(
0
4
6
7
)

【譯
︼⁝

祭
祀
を
行
う
︒
廷
尉
に
よ
る
𠛬
の
引
き
當
て
で
は
︑
嘉
ら
は
謹
ん
で
祭
祀

を
行
わ
ず
︑
棄
市
に
相
當
す
る
︒
⁝
そ
の
他
の
こ
と
は
知
ら
ず
︑
⁝

【
�
︼

①
廷
當
：﹁
當
﹂
は
罪
に
對
し
て
𠛬
罰
を
引
き
當
て
る
こ
と
︒
廷
尉
に
よ
る
引

き
當
て
が
﹁
廷
當
﹂
な
の
で
あ
ろ
う
︒

●
今
廷


申
䌛

(徭
)
4
而
後
來
︑
非
廷﹅

尉﹅

當﹅

︒
議
曰
︑
當﹅

非
是
︒
(奏
讞
書

189

案
例
㉑
)

廷
尉
奏
當﹅

︑
一
人
犯
蹕
︑
當
罰
金
﹇
索
隱
︑
案
︑
崔
浩
云
︑
當﹅

謂﹅

處﹅

其﹅

罪﹅

也﹅

﹈︒
⁝
釋
之
曰
︑
法
者
天
子
�
與
天
下
公
共
也
︒
今
法
如
此
而
q
重
之
︑

是
法
不
信
於
民
也
︒
且
方
其
時
︑
上
4
立
誅
之
則
已
︒
今
既
下
廷
尉
︒
廷
尉
︑

天
下
之
B
也
︑
一
傾
而
天
下
用
法
皆
爲
輕
重
︑
民
安
�
措
其
手
足
︒
唯
陛
下

察
之
︒
良
久
︑
上
曰
︑
廷
尉
當
是
也
︒
(﹃


記
﹄
張
釋
之
列
傳
)

②
棄
市
：
整
理
小
組
は
釋
讀
し
な
い
が
︑
𠛬
罰
名
が
來
る
べ
き
部
分
で
あ
り
︑

﹁
棄
﹂
字
は
#
然
と
し
な
い
が
︑﹁
市
﹂
字
は
左
側
が
確
か
に
�
め
ら
れ
る
︒

③
不
智
它
曰
：
3
色
圖
版
に
よ
り
釋
讀
し
た
︒

●
B

(
鄕
)
�
・
佐
q
曰
︑
沛
免
剣
爲
庶
人
︑
戸
書
戶
籍
曰
︑
免
妾
︒
沛
後

妻
剣
︑
不
吿
�
・
q
︒
今
籍
爲
免
妾
︒
不﹅

智﹅

(知
)
它﹅

︒
(嶽
麓
︹
參
︺
126
)

【解
說
︼

�
條
に
引
き
續
き
︑
祭
祀
に
關
連
す
る
條
�
で
あ
ろ
う
が
︑
先
行
・
後
續
の

鯵
︑
お
よ
び
鯵
の
下
d
を
缺
き
︑
內
容
は
不
!
︒
背
面
に
も
劃
線
等
は
�
め
ら

れ
な
い
︒
わ
ず
か
に
殘
る
�
違
か
ら
は
︑
祭
祀
に
お
け
る
何
ら
か
の
不
法
行
爲

に
對
し
︑
廷
尉
が
量
𠛬
を
提
案
し
︑
皇
x
に
上
奏
す
る
く
だ
り
か
と
推
測
さ
れ

る
︒
こ
う
し
た
上
奏
が
そ
の
一
部
を
�
成
す
る
︑
詔
敕
の
殘
片
で
あ
ろ
う
︒

附

記

・
本
硏
究
班

(﹁
秦
代
出
土
�
字


料
の
硏
究
﹂
班

(二
〇
二
〇
年
度
)︑
お
よ
び
﹁
秦
漢

法
制


料
の
硏
究
﹂
班

(二
〇
二
一
年
度
)
)
の
班
員
は
以
下
の
'
り
︒
そ
の
う
ち
本

譯
�
稿
冒
頭
に
列
擧
し
た
の
は
︑
今
囘
の
譯
�
稿
の
原
稿
作
成
者
で
あ
る
︒

太
田
g
衣
子

(國
士
舘
大
學
・
准
敎
¬
)・
郭
聰
敏

(立
命
館
大
學
・
[
士
課
Ý
)・
金

秉
駿

(韓
國
・
ソ
ウ
ル
大
學
・
敎
¬
)
・
古
�
隆
一

(人
�
硏
・
敎
¬
)・
佐
�


郞

(關
西
學
院
大
學
・
敎
¬
)・
齋
�
賢

(京
都
大
學
・
[
士
課
Ý
)・
違
瀟
逸

(京
都
大

學
・
[
士
課
Ý
)・
角
谷
常
子

(
奈
良
大
學
・
敎
¬
)
・
曹
天
江

(人
�
硏
・
外
國
人
硏

究
生
／
中
國
・
淸
華
大
學
・
[
士
課
Ý
)
・
鷹
取
祐
司

(立
命
館
大
學
・
敎
¬
)・
陳
捷

(人
�
硏
・
技
�
補
佐
員
)・
陳
鳴

(人
�
硏
・
外
國
人
共
同
硏
究
者
／
中
國
・
華
南
農

業
大
學
・
!
師
)・
土
口


記

(
岡
山
大
學
・
准
敎
¬
)
・
西
眞
輝

(京
都
大
學
・
[
士

課
Ý
)・
野
原
將
揮

(人
�
硏
・
准
敎
¬
)
・
畑
野
吉
則

(
奈
良
�
þ
財
硏
究
�
・
ア
ソ

シ
エ
イ
ト
フ
ェ
ロ
ー
)・
�
井
律
之

(人
�
硏
・
助
敎
)・
宗
周
太
郞

(京
都
大
學
・
[

士
課
Ý
)・
目
黑
杏
子

(京
都
府
立
大
學
・
非
常
勤
!
師
)・
安
永
知
晃

(關
西
學
院
大

學
・
硏
究
科
硏
究
員
)・
楊
長
玉

(中
國
・
雲
南
民
族
大
學
・
!
師
)・
李
磊

(人
�

硏
・
招
へ
い
外
國
人
學
者
／
中
國
・
華
東
師
範
大
學
・
敎
¬
)・
林
怡
冰

(京
都
大

學
・
[
士
課
Ý
)・
宮
宅
�

(人
�
硏
・
敎
¬
)

・
本
譯
�
は
日
本
學
�
振
興
會
科
學
硏
究
費
補
助
金

(課
題
番
號

1
9
H
0
1
3
1
8
)
に
よ
る

成
果
の
一
部
で
あ
る
︒
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